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その腕に縛られて　人物紹介







山田　望




　恵の兄。高校時代からの友人・久我竜大と恋人同士になり、現在二人で海外に赴任中。佐原とも高校時代からの友人同士。恵には甘い。







久我竜大




　望、佐原とは高校時代からの付き合い。大企業グループの御曹司で、現在はグループ内の提携海外企業へ、望とともに赴任中。







山田　恵




　大学一年。素直で一生懸命な性格。兄の望を慕っている。高校生のときに佐原と出会い、ひょんなことから恋人同士に。今は佐原と一緒の家で暮らしている。







佐原隼人




　売れっ子小説家。恋愛小説の書き手だったが、恵と恋人になってから作風を変えた。何事もパーフェクトにこなせるため執着心が薄かったが、恵のことになると独占欲が強い。







佐原武文




　佐原の弟。エリート弁護士だが、優秀な兄にコンプレックスを感じていた。







野上　弘




　佐原のマネージャー。佐原たちの後輩。ひょうきんで明るい。







岩井さん




　佐原の面倒を幼い頃から見ている老婦人。話のわかる人。
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「ああ、それだったら、気色悪くて読んでねーよ」


『なんだよ、それ』


　山やま田だ望のぞむが眉まゆをひそめて答えると、途と端たんに受話器から聞こえてくる弟、恵めぐむの声が不ふ機き嫌げんなものへと変わった。


『気色悪いって……。そこまで言うことないじゃん』


「わり、失言」


　電話の向こうの恵は、絶対にふてくされてるに違ちがいない。


　自他共に認めるブラコンである望は、きっとすごく可愛かわいいに違いない、弟のその表情を想像して、こっそり微笑ほほえんだ。


「で、その本がなんだって？」


『評判がすごくいいんだよ。出版から半年近く経たってるのに書店で平積みされてるしさ。映画化とかテレビドラマ化とかの話も来てるんだって』


「いつものことだろ」


『前とは事情が違うよ。……兄ちゃん、ホントに佐さ原はらさんの小説読んでないんだね。──そっちだと日本の本を手に入れるのって難しいの？』


「んなことねーけど……。ってか、本なら、野の上がみが毎回律りち儀ぎに送ってくるから全部持ってんだけどな。忙いそがしくて読む暇ひまねーんだよ」


『あ、そっか……。だったらしかたないか。──佐原さんさ、前とは作風変わったんだよ』


　出す本は必ずベストセラー、映画化ドラマ化された作品は両手では数え切れないほどの売れっ子小説家、佐原隼はや人とは望の高校時代からの友人だった。


　佐原が恋れん愛あい小説家として若い女性に絶大な人気を誇ほこっていた時代は、望も冷やかし半分で著書を読んでいたが、最近は表紙と帯を眺ながめるだけでそのまま書しよ棚だなに放り込んでしまっている。


（表紙だけでも作風が変わったってのはわかるんだけどな）


　実を言うと、だからこそ、読まないようにしているのだ。


　佐原の作風が、チャラチャラした流行はやりものの恋愛小説から、重じゆう厚こうな歴史小説へと変わったのは、ちょうど可愛い弟が佐原と付き合うようになった頃ころ。


　恵との出会いが、佐原になんらかの心境の変化を与あたえたのはあきらかだった。


　私小説ではないのだから、作品に佐原の私生活のあれやこれやが書かれることなんてないのだが、それでも恋愛観やら人生観やらが反映されている可能性は充じゆう分ぶんにある。


　恵との恋愛を連想させられるくだりなんぞを作品の中で読まされた日には、ブラコンを自じ認にんする望的にはたまったもんじゃない。


（憤ふん死しもんだ）


　世の中には、あえて知らないほうがいいことだってあるのだ。


　知ってしまったら、腹立たしいやら悔くやしいやら気き恥はずかしいやらで、脈みやく拍はく呼吸体温すべてが未体験レッドゾーンを記録するに違いない。


　そもそも望は、恵と佐原の関係を完全には認めたわけじゃない。


　かつて恵より恋こい人びとを選び、まだ高校生だった恵を日本にひとり残してニューヨークで暮らす道を選んでしまったやましさと負い目があるうえに、可愛い弟が佐原から絶対に離はなれようとはしないから、黙もく認にんせざるを得ない状じよう況きように追い込まれているだけで……。


『──兄ちゃんってば、聞いてる？』


　佐原の作風の変化を一いつ生しよう懸けん命めい説明していた恵は、望の相づちが絶えたことに違い和わ感を覚えたらしい。


「ん？　ああ、聞いてる聞いてる」


　興味のない話題を右から左に聞き流していた望は、あっさり噓うそをついた。


『……そう？──あ、佐原さん帰ってきたかも……』


「なんだ、留守だったのか」


『やっぱ全然話を聞いてないじゃん。例の本に関するインタビューで佐原さん留守にしてるって、さっき言ったのに……。あ、やっぱりそうだ。帰ってきた。──じゃ、もう切るね』


「こら待て！　まだちょっとしかしゃべってねーだろーが」


『こっちはみんな元気だし、変わりないよ』


　じゃ、また来週、とあっさり通話が切れる。


「……みんなじゃなくて、おまえがどーしてんのかを聞きたいんだって」


　無機質な電子音を響ひびかせる受話器に向かって、望は深く息を吐はいた。


　週に一度の日本への国際電話は、望がニューヨークで暮らすようになってからの恒こう例れい行事だった。


　が、最近の恵は自分の近況より、周囲の人達のことばかりを報告してくる。


　その楽しげな口調からうまくやってるんだなと安心はする。


　が、それでも望としては一番に可愛い弟の近況のほうを優先して聞かせてもらいたい。


「隼人の近況なんか知りたくねえっつーの」


　ぶつくさ文句を言いながら、受話器をホルダーに投げ入れる。


　微かすかな笑い声を聞いたような気がして振ふり向くと、久く我が竜たつ大ひろが形のいい二ふた重えの瞳ひとみを愉ゆ快かいそうに細めてこっちを見ていた。


「また空振り？」


「……まーな。ったく、今日は隼人の小説の話ばっか聞かされたぜ」


「平和な証しよう拠こだね。泣き声を聞かされるよりはましなんじゃない？」


　ゆったりと落ち着いた口調でたしなめられ、望は軽く眉をひそめる。


「そりゃそーだけど……」


（……でも、恵のやつ、俺に泣きついてくるかな？）


　恵に対してやましいところのある望は、泣きつくどころか、相談さえしてもらえないような気がしていた。


「日曜の朝から、眉み間けんにしわは勘かん弁べんして欲しいんだけど」


　竜大が苦く笑しようしながら歩み寄ってくる。


「ほっとけ」


　望は悪態をつきながらも、椅い子すの背もたれに手をかけ、かがみ込んでキスをしかけてくる竜大から逃にげずに見つめ返した。


（今日は機嫌がいいな）


　彫ほりの深いエキゾチックな顔立ちに漆しつ黒こくの瞳と髪かみ。


　長いまつげに縁ふち取どられた伏ふせ気味の目元にみとれるうちに唇くちびるに柔やわらかな感かん触しよくを感じて、望は目を閉じた。








　望は、負けず嫌ぎらいな子供だった。


　成績であれ人間関係であれ、人より勝まさることにやたらと執しゆう着ちやくしていたのだ。


　運のいいことに、望は独身時代にモデルをしていた母譲ゆずりの容よう貌ぼうで、薄うす茶ちやの髪にアーモンド形の茶色の瞳、人目を引く優やさしげな美貌を持ち合わせていた。


　そして、それらを利用して、周囲の人間を自分に都合よく操あやつれるだけの能力と小こ狡ずるさの持ち合わせもあった。


　だから中学を卒業するまでは、本人の望み通りにちやほやされまくっていたのだ。


　そんな望が、はじめて久我竜大と出会ったのは高校の入学式。


　顔良し頭良し家いえ柄がら良しと、三さん拍びよう子し揃そろった竜大を見て、望は生来の負けず嫌いの虫が騒さわぐのを感じたものだ。


　だが、残念ながら、ほぼ同時に白旗もあげた。


　なぜなら、竜大は『本物』だったからだ。


　なんの気負いも自負もなく、ごく自然に振る舞まっているだけで自然に注目を集め、いつの間にかリーダーに押し上げられてしまう生来のカリスマ。


　自分の魅み力りよくを活いかしてうまく立ち回ろうなどと、小狡いことを考えていた望とはレベルがまったく違っていた。


　その後、勝てないのなら味方につけたほうが得策だなと、またしても小狡いことを考えた望は、自分から竜大に近づいていったのだが、友達として過ごす時間が長くなるうちにそんな小狡い考えはいつの間にか消えていた。


　利用するとか勝ち負けとか、そんな生なま臭ぐさい考えを持たずに付き合える対等の友人になれたと、そんな風に思うようになっていたのだ。


　大学一年の秋、力ずくで組み伏せられ、社会的地位の差を利用して家族を盾たてに脅おどされて、あらがうことさえできないまま強ごう引いんに身体からだを繫つながれるまでは……。


（あの頃は、こいつがなに考えてるか、さっぱりわかんなかったよな）


　わかっていたら、あんな酷ひどい目にあわないよう立ち回ることもできていた。


　脅され、関係を継けい続ぞくすることを約束させられた後も、望は竜大の気持ちの在り方が理解できないまま。


　いや、あの頃は、力ずくでねじ伏せられたことに対する怒いかりと悔しさがなによりも優先していたから、理解してやる気がそもそもなかった。


　身体だけならくれてやると、自じ暴ぼう自じ棄きになって身体を投げ与えていた日々が長く続き、そして……。


（けっきょく、ほだされちまった）


　三年余りもの長い時間の果て、どうやったら望の心を手に入れられるのか、その方法がわからないままに身体だけでも繫ぎ止めておこうと必死になっている竜大が、幼く哀あわれな存在に思えるようになっていた。


　傷つけられた自分のプライドを守ることより、目の前で悲しんでいる孤こ独どくな子供を救ってやりたいと思うようになった自分がいた。


　もうひとりじゃない、ずっと側そばにいてやるから、と……。


　その結果、望は弟の恵を日本にひとり残し、竜大と共にニューヨークで暮らすようになったのだ。


（今じゃもう、わかりすぎるほどわかるって）


　共に暮らすようになって以来、プライベートだけじゃなく仕事も一いつ緒しよで、離れている時間のほうが少ない。


　しかも、竜大の執着ぶりはいまだに健在。


（マジで、よく飽あきねーよな）


　一緒に暮らすようになって三年以上経たつというのに、竜大の態度は最初の頃ころからほとんど変わっていない。


　常に望を目の届く範はん囲いに置きたがり、どんな理由があろうとも他ほかの人間が望に興味を示すことを毛嫌いする。


　仕事関係の人間まであからさまに警けい戒かいするのは、さすがに勘弁して欲しかった。








「……キス程度じゃ機き嫌げんはなおらない？」


　キスの後、唇を離はなした竜大は、なにやら思案している表情で望の瞳を覗のぞき込んだ。


「おまえのせいじゃねーんだから気にすんな」


　朝っぱらからこれ以上を要求されるのはしんどい、と望は慌あわてて椅子ごと身体を後ろに引いて、竜大の手を逃のがれ立ち上がる。


「竜大、もしかして今日なんか予定あんのか？」


　望が恵に電話を入れるのは、日本との時差を考えて、いつも日曜の朝である。


　電話をかけるためだけに目覚ましをかけベッドを抜ぬけ出していく望を、竜大が不満そうに見送るのがいつものパターン。竜大が望の後を追って起きてきたとしても、いつもは寝ね起おきのままなのだが、今日はすでにシャワーを使った後らしく、さっきキスしたときに触ふれた後ろ髪が軽く湿しめっていた。


「予定は無いけど、計画はあるんだ。──望、ソーホーにいきたくない？」


「あ、いきてー」


「で、その後に映画一本見てから食事。どう？」


「いーね」


「じゃあ、早く支し度たくして出で掛かけよう」


「いくらなんでも、早すぎじゃねーの？」


　日曜の朝ぐらいのんびりしたい気がして、望がケチをつけると、竜大は一向に気にしていない様子で微笑ほほえんだ。


「朝食も向こうのカフェでとろうよ」


「そっか。そーだな。了りよう解かい」


　自分で用意するよりそのほうが楽だし、競争が激しいだけにめまぐるしく変わるカフェのメニューを眺ながめるのも楽しい。


　望は、あっさり納なつ得とくして頷うなずくと、身支度に取りかかることにした。


「眉間のしわ、とれたみたいだね」


　すれ違ちがいざま、竜大の指が軽く額に触れる。


「まあな」


　もの凄すごく不ふ愉ゆ快かいだったわけじゃないから、楽しい計画を目の前にちらつかされれば機嫌がなおるのは当たり前のこと。


　あちこちの雑貨店やアンティークのショップ、画が廊ろうなどを見てまわるのは望の趣しゆ味みだ。


　あくまで見ているだけで、集めはじめるときりがなくなるから買い物はほとんどしないが、それでも若いデザイナー達の目新しい感性が溢あふれる商品を眺め歩くのは楽しい。


　映画や舞ぶ台たいに関しては、もともと好きでもあるし、仕事上で付き合う人達との会話のネタにもなるから、話題になったものはなるべく見るようにもしている。


　望が雑誌などをめくってそれらの情報をチェックしていると、竜大が脇わきでそれを見ていて、予約などの段取りをすべてすませてから出掛けようと誘さそってくるのが、最近ではいつものパターンになっている。


　至れり尽つくせりなのだ。


（カフェの朝食も、俺に合わせてんだろうしな）


　大規模な企き業ぎようグループの御おん曹ぞう司しとして生まれ育った竜大が、庶しよ民みん育ちの望が好むようなファーストフード系の味を好むとは思えない。


　なのに、軽い食事のときには、必ずと言っていいほどその手の店に望を誘う。


　一事が万ばん事じこの調子。


　借りている部屋だけは、防犯の問題もあるから竜大が選んだ高級な物件だったが、それ以外のことはほとんど望の意向が優先されている。


　もともと、望は人からちやほやされるのが好きだったから、至れり尽くせりの今の生活をけっこう楽しんでいた。


　ただ、あまりにも順調で刺し激げきのないぬるま湯生活の単調さに、少しばかりの退たい屈くつさを感じはじめてもいたが……。





「それ、かなりラフだね」


　着き替がえてリビングに戻もどると、先に支度を終えて待っていた竜大が、ちょっと困った顔をした。


「夜の食事、どっかいいトコに予約入れてんのか？」


　初夏とはいえ日中の気温は真夏並み。


　ここ一年ほど伸のばしっぱなしで鬱うつ陶とうしいぐらいに伸びた髪かみは、暑苦しいとは思いつつも背中に垂らしたまま。仕事のときはしかたなく後ろで一本にくくっているのだが、あまり長時間くくっていると頭痛がするからこのほうが楽なのだ。


　服は薄うす着ぎにしとこうと、ストーンウォッシュのダメージデニムにタンクトップ、冷れい房ぼう対策のシャツを腰こしに巻いてみたのだが、もしも竜大好みの店にいくのならこの格好では入り口で眉まゆをひそめられてしまうのは確実だ。


「いや、それは大だい丈じよう夫ぶなんだけど……」


　竜大はそう言うと、頭の天てつ辺ぺんからつま先まで望を眺めた。


「なんだよ」


「いや、ちょっと露ろ出しゆつしすぎじゃない？」


「……あほか。おまえはいつの時代の人間だ？　腹減ってきたし、さっさといこうぜ」


　付き合ってられないと、望は竜大の苦情をシカトして、手にしたキャップを小こ僧ぞう被かぶりにしながら玄げん関かんに向かう。


「望、ちょっと待ってよ」


「はいはい」


　だが、ドア付近で呼び止められた。


　望は渋しぶ々しぶ立ち止まって振ふり向くと、歩み寄ってきた竜大の肩かたに手を伸ばした。


（あーもー、うぜーな）


　部屋から出る前にキスをするのは、家を出る前の恒こう例れい行事みたいなもの。


　たいてい一緒に出掛けるわけだから、『いってらっしゃい』のキスじゃない。


　これは、一緒に暮らすようになってから、人目を気にせずキスしてきたり抱だき寄せようとするようになった竜大に業ごうを煮にやした望が、家を出る前に好きなだけキスさせてやるから人前では絶対にするなよと言ってはじめたことだった。


　はじめたときは、半年もすれば竜大も落ち着いて、このこっぱずかしい習慣も自然消しよう滅めつするだろうと高をくくっていたのだが、予想に反して一向に消滅する気配がない。


　望的には苦肉の策だったのに、どうやら竜大にとってはふたりで決めた大切なお約束になってしまっているらしい。


（……ま、ちょっとだけ、かわいーかなとは思わないでもないけど）


　育ちの良さのせいか、以前から竜大は少し子供っぽい言葉遣づかいをしていた。


　それでも昔は、落ち着いた物腰や低く甘い声のお陰かげで逆に落ち着いて大人びた雰囲気を感じさせたものだったが、最近はやたらと甘えた態度ばかりだから、言葉遣いのままの幼い印象を受けることが多くなっていた。


　望は、いつものように軽く顎あごをあげてキスを待った。


「なんだ？」


　が、竜大の唇くちびるは、予想に反していつもとは違うところに降りていった。


　肩を越こえるほどに伸びた望の髪を長い指先で払はらいのけ、首筋に吸い付く。


「この程度じゃ駄だ目めか……」


　唇を離した竜大は、望の首筋を眺め、軽くため息をついた。


「駄目って、なにがだよ？」


　竜大は望の質問には答えず、もう一度首筋に顔を埋うずめる。


　その直後。


「てぇっ！　なにすんだよ、この馬ば鹿か!!」


　望の怒ど声せいが部屋にこだました。








　その日の夜、バスルームから寝しん室しつに戻った途と端たん、望は小さくくしゃみをした。


「やっぱり風邪かぜひいたんじゃない。大丈夫？」


「誰だれのせいだ？」


　出で掛かける間ま際ぎわ、なんと竜大は、望の首筋に思いっきり嚙かみついてくれたのだ。


『これならさすがに目立つよね。そのシャツ羽織ったら？』


　痛む首筋を押さえて怒おこる望に、竜大は嬉うれしそうに微笑んでそう言った。


　露出の多い服装が気に入らないからといってそこまでやるかと、望は怒るよりも呆あきれてしまった。


　その後、意地っ張りな望は、こんな馬鹿げたことで思い通りになってたまるかと、冷房の利きいた場所でさえシャツを羽織らず歯形のついた首筋を晒さらしたままで一日を過ごした。


　その結果、家に帰る頃ころには微び妙みように鼻がむずむずしはじめていたのだ。


「望の頑がん固こさは筋金入りだよね」


　竜大が愉快そうに笑いながら差し出した手を握にぎり返して、望はベッドにすべり込む。


「うっせぇよ。ったく、二度とこんな馬鹿なことすんなよな。──なあ、この部屋、いつもより寒くねぇか？」


　空調の装置に伸ばした望の手を、竜大が止める。


「寒いのは風邪気味だからだよ。こうしてればあたたかいだろう」


　腕うでの中に抱き寄せられ、キスされた。


　ピッタリと触ふれ合ったところから人ひと肌はだの温ぬくもりが染しみてきて、不本意ながらホッとした。


（……ぜってーわざとだ）


　竜大は、望が風邪気味なのを承知のうえで、わざと空調の温度を下げておいたに違ちがいない。


　望を側そばに置いておくためになら、どんなに子供じみたことだって平気でやるんだから……。


　明日の朝、温度設定を確かく認にんしてから改めて文句を言ってやる。そう心に誓ちかいながら、望はさらなる温もりを求めて竜大の身体からだに手を伸ばした。


　朝、思いっきり嚙まれたところを舌でなぞられ、首をすくめる。


「……ん。そこ、やめろよ」


「まだ痛い？　腫はれはひいてるけど」


「痛かねぇけど、ヒリヒリするんだよ」


「感じやすくなってるってことかな」


「ちょっ、こら、よせって……」


　しつこく攻せめようとする竜大の肩を押し返した望は、竜大の顔を見て眉をひそめた。


「なにニヤついてんだよ。──ってか、おまえ、今日は妙に機き嫌げんよくないか？」


　思い通りになってたまるかと、望が寒いのを我が慢まんしつつ、竜大曰いわく露出過多の服装で一日を過ごしてやったというのに、竜大はむくれるどころか逆にずっと上機嫌だったのだ。


「そりゃ嬉しかったからね」


「なにが？」


「これがだよ」


　竜大は音をたてて、望の首筋の歯形にキスをする。


「俺のつけた印を、望が自分から堂々と見せびらかして歩いてくれるんだもの。嬉しいに決まってるだろう？」


「……う」


　言われてみれば確かにそうだ。


　こんな歯形を堂々と晒したままでふたり肩を並べて歩けば、自分達は熱々のゲイのカップルですよと大声で言っているのも同然。


　畜ちく生しよう、しくじった。と後こう悔かいしても時すでに遅おそし。


　意固地になりすぎて、その可能性を失念していた自分のまぬけさに腹が立つ。


（……むかつくけど……。まぁ、たまにはいっか）


　いつもは望に向かう他人の視線に過か剰じように反はん応のうしてばかりいる竜大が、今日に限ってはやけに鷹おう揚ようで落ち着いていた。


　そんな上機嫌な竜大の傍かたわらで一日を過ごして、望もまた楽しかったのだから……。


「だからって調子にのんなよ。次やったら、即そく座ざに絆ばん創そう膏こうで隠かくすからな」


「もったいない」


「うるせぇよ、馬鹿。──そういやさ、おまえ読んでるか？」


　望は、未練がましく首筋にキスしようとする竜大を無理矢理押し返しながら聞いた。


「なにを？」


「隼人の小説」


「朝の電話の件ね。読んでるよ。……でも、その話は明日にしない？」


「ま、そう言わずに。感想教えろよ」


　少しぐらいのお仕置きは必要だろう。


　望は、焦じらされて軽く機嫌を損そこねた竜大にニヤリと笑い返した。


「隼人の話題なんて、興ざめもいいとこだよ。──本当に望は根性悪いよね」


「おまえに言われたかねーよ。で、どうだった？」


　しかたないなと言わんばかりのため息をついた後で、竜大は望から離はなれるとベッドに仰あお向むけになる。


「作風が、以前より隼人らしくなったかな」


「らしいって、どんな風に？」


　興味に駆かられた望は、肘ひじをついて上半身を軽く起こし、竜大の顔を覗のぞき込む。


「内容もそうだけど、文章がね。含ふくむところがやたらと多い回りくどい言い回しになって、やけに年寄り臭くさくなってる。でも、その分重みが増したよ。あれならもう以前のように、流行はやりもの扱あつかいはされないだろうね」


「それって誉ほめてるんだよな。おまえにしちゃ珍めずらしい」


「誉めてるわけじゃない。事実を言っただけ」


「そっか……。だったら隼人の家族も、小説のほうの道を選んで正解だったって思ってくれるようになるかもな」


　弁護士一族の長男として生まれた佐原が、周囲が敷しいたレールに乗って家業を選ぶか、小説家として独自の道を選ぶか、はっきりとは決めかねていたとき、望はその背中をほんのちょっとだけ押してやったことがある。


　親友とはいえ、人生の岐き路ろともなる決断にちょっかいを出した身としては、竜大の客観的な感想に、気持ちが少しだけ緩ゆるんだ。


「そんな嬉しそうな顔されると、気分悪いよ」


「馬鹿。隼人相手に焼き餅もち焼くな。気色悪い」


　軽く表情を曇くもらせた竜大の指が、望の頰ほおに触れ、長く伸のびた髪かみに絡からむ。


　一年以上前のことだが、望はちょっとした気まぐれから、なにかというと髪に触れてくる竜大に、そんなに気に入ってるんなら髪を伸ばしてやろうかと口をすべらせてしまった。


　それ以後、自分のために望は髪を伸ばしてくれているんだと竜大はすっかり上機嫌で、望としては伸びすぎた髪がかなり鬱うつ陶とうしいのに切ることもできず、ズルズルと惰だ性せいで伸ばし続けているのだ。


（……隼人と違って、こいつは、いつかレールに乗らなきゃいけねーんだよな）


　柔やわらかな髪の感かん触しよくを楽しむかのように、何度もくるくると髪を指に絡ませてはするりとほどく竜大を眺ながめながら、望はふとそう思った。


　家業と呼べるものはなく、身内は弟ひとりだけ。


　そんな身軽な望とは違って、竜大には継つぐべき家と事業がある。


　今は、望絡みの事情で無礼な断り方をしてしまった見合い相手の家の怒いかりをかわすため、ニューヨークへと避ひ難なんしているが、いずれは日本に戻もどって日本有数の企き業ぎようグループの総そう帥すいである父親の跡あとを継ぐことになる。


　日本に戻れば、しかるべき重要なポストにつくのは当然として、竜大の父がそうしたように、グループの基き盤ばんを固める役に立つ力を有した名家の令れい嬢じようとの結けつ婚こんも、当然のように望まれる。


　五年後か、十年後か……。


（俺は、そんときどうすんだろう）


　わけのわからない息苦しさが、その答えを探すための思考の邪じや魔まをする。


　今の生活がそれなりに楽しいから、いつもは考えないようにしているだけで、その重苦しい疑問は竜大を受け入れる覚かく悟ごを決めたときからずっと胸の中にあった。


　このまま、そのときが来るまでその疑問に蓋ふたをして過ごすことも可能だが、そんな風に目隠しして逃にげ続けるのは望の性しよう分ぶんには合わない。


（そろそろ潮時だろうな）


　口くち喧げん嘩かでさえたわいのないレクリエーションでしかない平和で安定した生活。


　ぬるま湯のような日々が幸せなのは事実だが、同時に退たい屈くつを感じはじめているのも確かな事実。


　竜大との関係を終わらせるつもりは毛頭ないが、この関係を続けていくうえで逃げることのできない問題に向き合うには、ちょうどいい頃ころ合あいなんじゃないだろうか。


　少なくともある程度の心構えくらいはしておきたい。


「……なぁ、竜大。おまえ、この先、どーすんだ？」


　望は、なるべく平静を装いつつ、思い切って聞いてみた。


「この先って？」


「いずれ日本に戻ったときのこと」


「望、日本に帰りたいの？」


「そーいうわけじゃねーけど……。──でも、おまえの立場上、いつかは帰らなきゃなんねーだろ？」


「ああ、そのことか。それなら、もう心配ないよ」


「なんだよ、それ」


「望にはまだ言ってなかったけど、俺、もう実家とは縁えん切ってるから」


「あぁ？」


「だから、跡継ぎとしての権利を放ほう棄きするってことで父とは話がついてるんだ」


「じょ、冗じよう談だんだろ!?」


　寝ね耳みみに水の話に、驚おどろいた望はベッドの上に起き上がる。


「うん。──けっこうあっさり認めてもらえて、逆に拍ひよう子し抜ぬけしちゃったぐらいだよ」


「まじかよ」


　簡単には信じられない話だ。


　望絡みの件で何度か問題は起こしたものの、その程度のことで跡継ぎとしての竜大の立場が危あやうくなることなど決してない筈はずなのだ。


　大学時代から経済学部の有名教授の覚えめでたかった竜大は、大学時代の研究成果が認められ、ニューヨークに来てからも巨きよ大だいプロジェクトのブレーンとなって、プロジェクトを成功に導いたという輝かがやかしい実績を持っている。


　企業グループの御おん曹ぞう司しとしてのバックボーンがなくても、己おのれの才覚のみで引く手あまたの実力の持ち主なのだ。


　その上、生まれながらに人の上に立つよう育てられただけあって、竜大はどんな場においても自然体で余よ裕ゆうに満ちた態度を崩くずさない。


　望が絡むと排はい他た的になってしまうものの、生来のカリスマ性はいまだに健在で、竜大に魅み了りようされ声をかけられることを望む人々は跡を絶たない。


　跡継ぎとしては申し分のない資質を持った存在であるはずの竜大を、彼の父親がそう簡単に手放すとは思えなかった。


　それに、竜大以外の後こう継けい者しやとなると、竜大にとっては腹はら違ちがいとなる父親の愛人の子供達しかいない。


　旧華か族ぞくの血筋を誇ほこる、竜大の母方の縁者が、そんなことを認めるとは到とう底てい思えない。


　望がそれを指し摘てきすると、竜大は起き上がりながら肩かたをすくめた。


「そうかもね」


「そうかもねって……」


「俺には関係ないよ。それは父がクリアすべき問題だろう」


「関係ないって……。──おまえ、ホントにそれでいーのか？」


「うん。だって、君とふたりで生きていくには、久我の家は邪魔なだけだからね」


「……俺のためだってのか？」


「うん。そうだよ。これで誰だれにも邪魔されずにずっと望と一いつ緒しよにいられる」


　竜大は嬉うれしそうにそう言うと、望の髪に愛いとおしそうに触ふれた。


「いや、でもな……」


　望は、素直には喜べない。


　なによりも自分を優先してくれるというその気持ちは嬉しい。


　だが、国内有数の企業グループの総帥の座を、なんの惜おしげもなく捨ててしまって本当にいいのかという戸と惑まどいが先に立ってしまう。


「……もったいねぇ」


　ぶっちゃけた気持ちを、思わずぼそっと望が口にすると、竜大は少しばかりムッとしたようだった。


「じゃあ、望だったら、俺より家を取るの？」


「……え、俺？」


　そうかも、と呟つぶやく声が心の中から浮ふ上じようしてきて、即そく答とうしそびれる。


「以前は、恵くんより俺を選んでくれたじゃないか」


「あー、そっか、そーだったな」


　かつての選せん択たくを思い出しながら、望は頷うなずいた。


　大事な弟より、側そばにいてくれと懇こん願がんする恋こい人びとを選んだことを後こう悔かいはしていない。


　もう一度選択を迫せまられれば、やはり同じ道を選ぶだろう。


　だがその結果、恵に孤こ独どくな生活をさせてしまったことに対しての悔くいは、いまだにこの胸の中に重く残っているのだ。


　自らが背負っていたものをなんのためらいもなくあっさりと投げ捨ててしまった竜大とは、微び妙みようにニュアンスが違う。


「同じことだよ。俺も望を選んだんだ。──ああ、やっと言えた」


　望が素直に喜んでくれないだろうってことが予測できていたから、なかなかうち明けるきっかけがつかめなかったのだとつけ加え、竜大は微笑ほほえんだ。


「ねぇ、望。今の仕事楽しくないだろう」


「な……んだよ、いきなり」


　いきなりの話題転てん換かん、しかも図星だったから、望はかるくうろたえた。


　以前はそれなりに大きなプロジェクトの要かなめとなる仕事に携たずさわっていたから楽しかったが、一時帰国した後で戻ってからは、さして問題なくあっさり片づくルーティンワークばかりで、あまりの単調さに飽あきを感じはじめていた。


「なにか新しい仕事をしてみたくない？」


「新しいプロジェクトを打だ診しんされてんのか？」


「違うよ。そうじゃなくて、もう父とは縁が切れてるんだから、今の会社に居る必要はないっってこと」


「転職……か？」


「うん。どうせだったら、就職するんじゃなく、望が本当にやりたい仕事を一からはじめてみない？　資金ならいくらでも都合できるから」


「……俺が、やりたいこと？」


「うん」


　竜大は微笑んで、望を抱だき寄せた。


「ふたりでなら、なんでもできる。きっと、楽しいと思うんだ」


　ゆっくりでいいから考えてみてよ、と首筋に触れたままの唇くちびるが囁ささやく。


「どう？」


　竜大の手が、望の寝間着を脱ぬがせていく。


「……考えてみる」


　露あらわになった肌はだが、空調で冷えた空気に触れ、微かすかに粟あわ立だつ。


　宥なだめるように肩を優やさしく撫なで下ろす竜大の手の平の感かん触しよくに、望は小さく身み震ぶるいしていた。











　静かな寝息をたてる竜大にしっかりと抱き抱かかえられながら、目が冴さえて眠ねむれそうにない望はひとり考えにふけっていた。


　ベッドを抜け出して酒でも飲みたい気分だったが、竜大を起こすのが怖こわくてどうしても身動きがとれない。


　そう、怖いのだ。


　強ごう引いんに身体からだの関係を強要されていたときでさえ、こんな怖さは感じなかったというのに、いま望は竜大が怖くてしかたがない。


　望のためにすべてを捨て、望のためだけに未来を作ろうとする竜大。


（いくらなんでも、こりゃやりすぎだ）


　このままだと休日のデートコースを決めるように、この先の人生の段取りまですべて決められかねない。


　なにもかもをお膳ぜん立だてされた道を、のうのうと歩いていくだけの人生なんて、あまりにもつまらない。


　まっぴらだと望は思う。


　竜大は、望の願いを叶かなえるためだけに生きていくことに、本当になんの疑問も感じないのだろうか？


（……聞いても無む駄だか）


　おまえの望みは？


　そう聞けば、望と共に生きることだと、竜大は迷いもなく答えるだろう。


　それは、同時に望の願いでもあったが、竜大が思うものとは、あきらかに意味が異なっている。


　いまやっている仕事に関しても、退たい屈くつだと思っているのは事実だったが、ワンランク下の部署でいいから、すぐに私情を挟はさんで絡からんでくる竜大とは違う部署に配属してもらって、一からやり直せないものかと密ひそかに考えていたぐらいなのだから……。


　もしも、竜大自身が自分のやりたいことを見み出いだして、望に手を貸してくれと言うのなら喜んでそうしただろう。


　逆の場合でも同じこと。


　望が本当にやりたいことを自分の意志で見出し、それをやろうと決意していたのなら、竜大の経済的な援えん助じよやその人脈を喜んで利用させてもらっていただろう。


　だが、今回の申し出には頷けない。


　頷きたくない。


　根本的なところで、お互たがいの考えがずれてしまっている。


　幸せにしてあげるよと言われて、はいそうですかと差し出された手を握にぎり返すなんてできない相談だ。


　約束されたぬるい幸せなんてまっぴらだと望は思う。


　自分の意志で獲かく得とくしてこそ価値があるものは確かにあると思うから……。


（俺は、お姫ひめ様じゃねーっての）


　おとぎ話のハッピーエンド。


　安全なお城の中で王子様の腕うでに守られ、ずっとふたり一緒に幸せに暮らしましたとさ。


　そんな風に、自分達ふたりだけで完結され、閉じてしまった人生には興味はない。


（しくじったな）


　竜大は、豪ごう奢しやな屋や敷しきの中で高価な玩具おもちやに囲まれ、人肌の温ぬくもりを与あたえられることなく育った子供だった。


　学校に通うようになってからは、持って生まれたカリスマ性のせいもあって、特別扱あつかいする崇すう拝はい者達ばかりに囲まれていた。


　そのせいで竜大は、家族の愛情とか友達付き合い、通常の人間関係というものをろくに学べないままに育ってしまっていた。


　かつて、望を力ずくで縛しばりつけるような失敗をしたのも、やはり愛を請こう術すべをまったく知らなかったせいだったのだ。


　だが、望に受け入れられてからの竜大は随ずい分ぶんと変わった。


　自分勝手な感情だけを強引に押しつけるような真似まねはしなくなったし、言葉を尽つくして気持ちを伝えようとする努力もしている。


　だからこそ望は、竜大が安定したんだろうと思っていたのだが、どうやらそれは読み間ま違ちがえだったようだ。


（嫉しつ妬としてるってだけじゃなかったのか）


　望に近づく人間をやたらと警けい戒かいし、牽けん制せいばかりする竜大。


　それは望を誰だれにも渡わたさないためだけではなく、いま現在のふたりきりで安定した生活を守りたいが故ゆえの自己防衛の行こう為いだったのかもしれない。


　以前の竜大には、望や佐原以外にも、付き合いのある人間がそれなりにいた。


　気を許すことはなかったにせよ、崇拝の眼まな差ざしを向けてくる人々の視線を自然に受け止め、なんの違い和わ感もなく彼らとも上手に付き合えていたのだ。


　それなのに、今の竜大は周囲の人々から評価され注目されることを、むしろ煩わずらわしがってさえいるようなのだ。


　新しいプロジェクトの中心になってくれないかと、会社のほうから何度か打診されたときも、やんわりと適当な理由をつけて逃にげてばかり。


　もったいない、なんで断るんだと望が聞くと、さして興味がない仕事だし、仕事に費ついやす時間がこれ以上長くなるのは嫌いやだからと答えていた。


（元はと言えば、俺の今の仕事がつまんねーのも、そのせいだもんな）


　もともと竜大のお守り役として側に配置されたせいもあって、今も望の仕事は竜大のサポートなのだから……。


（あの頃ころはよかったな）


　望は、生徒会役員として校内を慌あわただしく駆かけ回っていた高校時代を思い返した。


　あの時代、生徒会長だった竜大の下、望は他の役員達と同じように与えられた仕事を完かん璧ぺきにこなすために奔ほん走そうしていた。


　自らは動くことなく、みんなの中心になって的確な指示を出していた竜大は、望の目から見ても眩まぶしい存在だった。


　あの頃は、不意に竜大が自分に向けてくる強い執しゆう着ちやくが恋れん愛あい感情だとはまったく気づいていなかったから、そんな竜大に対等な友人として特別扱いされることに優ゆう越えつ感さえ抱いだいていた。


　そして今、望は恋こい人びととして竜大に特別扱いを受けている。


　小さな諍いさかいは多々あれど、そのすべてが愛されている故だと実感できる、ぬるま湯のように穏おだやかな日常。


　だが優越感を感じることはなくなったように思う。


　以前の竜大は、自らの放つ輝かがやきに無関心ではあっても、必要に応じてためらわずにその能力を活いかしていた。


　今は逆で、むしろ自らの能力を封ふうじ込めることばかりしている。


　どれほどの能力があろうとも、実行と実績が伴ともなわなければなんの意味もない。


　遠目では、精せい巧こうに作られたイミテーションの宝石と本物とを見分けることができないのと同じことだ。


（……俺のせいだってのか）


　気づけなかったのは、あまりに近くにいすぎたからだろうか。


　かつて、負けず嫌ぎらいの望にあっさりと負けを認めさせた、あのまばゆいほどの輝きが今の竜大から失われつつあることに……。


　望は、自分を抱だきしめたまま満足そうな寝ね息いきをこぼす穏やかな竜大の寝顔を見つめたまま、眉まゆを寄せ軽く息を吐はいた。




２







「おっはようございま～す」


　アルバイト先のカフェバー、グリッターの休きゆう憩けい室のドアを開け、恵は元気よく挨あい拶さつした。


「おはよ。めぐちゃん、四日連続か？　珍めずらしいな」


　休憩を取っていた、アルバイト仲間の青年が声をかけてくる。


「うん。長期の休みを取る予定だから、今のうちに稼かせいでおこうと思って」


　恵の返事に、頑がん張ばりな、と声をかけると青年はホールに向かう。


　恵も急いで更こう衣い室に向かった。


　恵の大学は、昨日から夏休みに入っていた。


　春から計画していた佐原との海外旅行もすでにカウントダウンに入っていて、旅行準備を着々と整えつつある恵は浮うかれる気持ちを抑おさえるのに苦労している。


　着き替がえを終えてホールに向かう。


　夕暮れ時を迎むかえ、客の年ねん齢れい層が徐じよ々じよにあがってくる時間帯だった。


　露ろ出しゆつの多い解放感溢あふれた服装の中高生らしき客にぽつぽつと紛まぎれて、暑苦しそうにネクタイを緩ゆるめるサラリーマンや、利ききすぎる冷れい房ぼうに寒そうにカーディガンの襟えりを引き寄せるＯＬの姿が見られた。


　恵の持ち場は、特にその手の年齢層の人達が多く集まるカウンターだった。


「おはようございます。よろしくお願いします」


　バーテンでこの場の責任者でもある瀬せ川がわに挨拶しながら、いつもの場所に入る。


　カウンター内にはいるが、恵はバーテンの仕事をしているわけではない。


　本格派の料理と酒を売りにしている店だけあって、カクテル類は本職が作ることになっていて、恵の仕事はその他の雑用と客の話相手だ。


　とはいえ、暇ひまをみつけては、瀬川からカクテルのノウハウのレクチャーを受けているから、仲良くなった客のリクエストを受けたときだけは、特別に簡単なカクテルを作らせてもらえることもある。


「あら、恵くん」


「木曜日にいるなんて珍しいな」


　カウンターに通されたカップルが、恵に笑いかけてくる。


「今日は特別です。おふたりこそ、週末じゃないのに珍しいですね」


　何度か話をして仲良くなったお客だった。


　ふたりはよく週末のデートの待ち合わせ場所にグリッターを利用してくれている。


「今日はこれからコンサートなんだけど、ちょっと時間があいたから軽く一いつ杯ぱいと思って」


「ご注文は？」


「恵くんがいるなら、シンガポールスリングにしようかな」


「あ、俺、エール」


「承うけたまわりました」


　微笑ほほえみ返してから、カクテルを作る許可を貰もらおうと瀬川に目を向けると、瀬川の手にはすでにエールビール用のグラスがあった。


「そちらは頼たのむよ」


「はい」


　まかせてもらった恵は、嬉き々きとしてロングタイプのカクテルグラスを手に取った。


　シンガポールスリングは鮮あざやかな夕日をイメージして作られた、ジンベースのカクテルだ。


　最後の仕上げに、夕日の色に見立てられたチェリーブランデーが綺き麗れいにグラデーションになるよう底に沈めるようにそっと注ぎ入れなくてはならないのだが、恵はこれがちょっとだけ苦手だった。


　まだまだ見習いだという気負いから、余計な緊きん張ちよう感が増して手が震ふるえてしまいそうになる。


　恵は指先の震えをなんとか抑えながら、メジャーカップできちんと量ったブランデーをそうっとグラスに注ぎ入れていった。


（よしっ）


　上出来！　と顔をあげた途と端たん、カウンターにいる客の視線の大半が自分に集まっているのに気づいて、恵は一いつ瞬しゆん固まった。


「……なんでみなさん、こっち見てるんですか？」


「息いき詰づまる緊張の一瞬って感じで、目が離はなせなくて」


「そう。あんまり真しん剣けんな顔するから、ついついね」


　つられて緊張した、と楽しげに笑うお客さん達の顔を見ながら、恵は軽くふくれた。


「そんな……やりにくいですよ。やだなぁ」


「拗すねないの。完成したんでしょ？　早く頂ちよう戴だい」


「あ、はい。すみません」


　恵は慌あわててグラスにフルーツと花を飾かざり、マドラーとストローを挿さすとカウンターをすべらせた。


「どうぞ」


「ありがと。──うん、綺麗にできたね」


　グラスをライトに掲かかげて、お客が微笑む。


「ありがとうございます」


　恵は嬉うれしくなって頭を下げた。


　この手のカクテルは飲む寸前にマドラーでステアするものだから、その色合いの美しさを楽しめるのはほんの一瞬。


　その一瞬をちゃんと楽しんでから、感想を言ってもらえるのはすごく嬉しい。


　これはお客との距きよ離りが近いカウンターならではの楽しみなんだと思う。


　料理をテーブルに運ぶだけのフロアではこうはいかないだろうから。


（やっぱ、ここでのバイトずっと続けよう）


　許してくれているとはいえ、佐原はやっぱりお酒を出す店でのアルバイトをあまり好ましく思っていない節がある。


　でも、ここは雰ふん囲い気きも明るいし客層もいい。佐原が心配するようなトラブルは絶対に起きないと恵は思うのだ。


「いらっ……」


　新しくカウンターに案内されてきた客を見て、恵は挨拶しかけた口をあんぐりとあけた。


「とりあえずビールくれよ。ウエイターさん」


　肩かたにかかる長い髪かみを鬱うつ陶とうしそうに払はらいのけながら椅い子すに座ったのは、恵の兄、望だった。








「え、……えぇ？　兄ちゃん、なんで？　いつ、こっちに？」


　心底驚おどろいたらしく、アルバイト中だというのにすっかり素すに戻もどった恵が大きな瞳ひとみをパチパチと瞬またたかせている。


（やっぱ、かわいーな）


　成長して大人びたとはいえ、そういう仕草には一いつ緒しよに暮らしていた時代のあどけなさが残っていて、ブラコンの望はそのあまりの可愛かわいさについにやにやしてしまう。


「ついさっき着いたばかりだ。荷物もまだ駅のコインロッカーの中」


「帰ってくるって教えてくれてれば、迎えにいったのに」


「驚かせてやろうと思ってさ」


「ビックリさせすぎだよ、もう……」


　急な再会の戸と惑まどいからは、もう立ち直ったらしい。


　恵は軽く頰ほおをふくらませていたが、目元はすごく嬉しそうだ。


「でも、どうしよう。バイト入ったばっかだから、すぐには抜ぬけられないんだ」


「気にすんなよ。今日は顔見に来ただけだから。一杯ひっかけたら帰るさ」


　注文したビールをサーブした恵が、すっとカウンターの上をすべらせて望の前に置く。


（なかなか様になってんじゃねーか）


　シンプルなモノトーンの制服もよく似合っている。


　アルバイト先のカフェバーが店員を容姿とセンスで選んでいるという話を恵から聞いていたが、店内に入ってすんなり納なつ得とくした。


　店内を忙いそがしそうに動き回る店員達の容姿は確かに平均よりかなり上だし、自分なりに好きなようにコーディネートしていいという制服の着こなしも、ゴスロリにモード系、ミリタリー風と実にユニークで一見の価値がある。


（でも、恵が一番だ）


　華か美びに装よそおうことなくシンプルなままの制服は、清潔で清せい楚そな感じがして、恵の可愛らしさを実によく引き立てている。


　望はふふんと密ひそかに得意がった。


「帰るって……マンションに？」


「ああ、そーだな」


「最近、掃そう除じしてないよ。家にきたら？」


「ん～、隼人ん家ちだと落ち着いて寝ねてらんねーからなぁ。──恵、お客さんが呼んでるぞ」


「あ、はい」


　ちょっと待っててねと言い残して、恵はカウンターの端はしのほうで手をあげている客のもとへいく。


（家に来たら……ねぇ）


　今の恵の家は、かつて両親や望と共に暮らしていたマンションではなく、佐原と暮らしている古い日本家屋なのだ。


　わかっていることとはいえ、少しばかり寂さびしい。


「あの……恵くんのお兄さん、なんですよね？」


　自分勝手な感情をもてあまし気味の望がビールに口をつけていると、隣となりのカウンターに座っていたカップル客の女性のほうがためらいがちに話しかけてきた。


「ええ、そうですよ」


　望が声をかける前に、恵と話し込んでいた客だった。


　無愛想な対応をしたら恵のアルバイトの邪じや魔まになりかねないかなと、望はよそいきの笑え顔がおを浮うかべ微笑みかける。


「似てますね」


「そう？」


「ええ、そっくり。ね？」


「うん。──失礼ですが、旅行帰り？」


「いえいえ。仕事でニューヨークのほうに長期滞たい在ざいしてたんですよ」


「お仕事って、なにをしてらっしゃるの？」


　もしかしてモデルとか？　と好こう奇き心満々の表情でカップルが聞いてくる。


「そういう風に見えますか？」


「ええ。マスコミとかファッション関係っぽいかなって」


「でなかったら、クリエイター系かな？」


「ハズレ。──普ふ通つうのサラリーマンですよ」


　しかも、肩かた書がきだけなら超ちようエリートだ。


「この髪が誤解の元かな」


　自分はイロモノ系に見えるのかと、望は苦く笑しようを浮かべた。


　スーツを着込んでいる仕事中ならまだしも、長時間のフライトだったこともあって、今は身体からだを締しめつけないラフな服装だから余計にイロモノに見えるんだろう。


「向こうでは、その髪、なにも言われませんでした？」


「特には。──こっちではまずい？」


「きちんと結んでさえいれば、苦情は言われないでしょうけど、古いタイプの人間には不評かもしれないですね」


「心得ておきますよ」


　その後、人のよさそうなカップルは、もう時間がないからと酷ひどく心残りのありそうな表情を見せつつ帰っていった。


「……切ったほうがいーのかね」


　ひとり残った望は、長い髪を一束つまむと目の前にかざした。


（あ、枝毛……）


　特別な手入れをしているわけでもなく、普段は結びっぱなしなのだから傷いたんでいて当然だ。


「今お勤めの企業でしたら、きちんとさえしていれば無理に切る必要はないのでは？」


　さっきからずっと無言で氷を砕くだいていたバーテンが、カウンターの中から話しかけてきた。


「俺の勤め先を知ってる？」


「恵くんから伺うかがってますから」


「なるほど。じゃ、あなたが瀬川さんか」


　恒こう例れいの週末の電話で、アルバイト先の話になると必ず恵が出す名前だ。


　バーテンは軽く微笑ほほえみ、頷うなずいた。


「俺も聞いてますよ。いつも面めん倒どうを見てもらっているみたいで感謝してます。お陰かげで恵も楽しそうだ」


「こちらこそ、恵くんには感謝してます。──彼がカウンターに入ってからというもの、客層も変わりましたしね」


「変わったって、どう？」


「さっきのお客さん達のようないい雰囲気のリピーターが増えました。悪わる酔よいもせず、楽しくお酒を飲んでくださる方々が増えて、こちらとしても助かってます」


「それ、恵ひとりの影えい響きようじゃないでしょう」


　弟を誉ほめてもらうのは素直に嬉うれしいが、さすがに手放しで持ち上げられるとむずむずして気持ち悪い。


「いえ、事実ですよ。恵くんが来るようになったのとほぼ同時に、カウンターの雰ふん囲い気きを明るくするための改装工事もやっていますが、恵くんの功績もかなりのものですから……。みなさん、真ま面じ目めに働く恵くんの姿に好感をもたれるみたいです。で、そんな風に真面目さに好感を抱いだかれる人っていうのは、たいていご自身も似たような部分がありますからね、そういう人が増えれば、自然に雰囲気も和なごやかになって悪酔いできるような場じゃなくなる。──まぁ、彼が来たばかりの頃ころはよからぬ下心を持つお客もいましたが、彼がその手の誘さそいを一いつ切さい受けつけないとわかると自然に足が遠のくようで……」


「今はそういうのはもういない？」


「約一名、マスコミ関係で、スカウトしたがってしつこく通ってらっしゃる方がいますね」


「……それは初耳」


　望が眉まゆをひそめると、空になっていたグラスを引き上げた瀬川が、琥こ珀はく色の液体の中に角を落とした大きな丸い氷をひとつだけ入れたグラスを望の前にすべらせた。


「お兄さんに、心配させたくないから内ない緒しよにしていたんでしょう。──どうぞ」


「注文してねーけど……」


「お近づきのしるしに。──シングルモルト、マッカランです。甘いカクテルよりはこちらのほうがお好みではないかと」


「正解。なんでわかった？」


「この仕事が長いので……」


「ふうん。そういうもんか。……いつか恵もわかるようになるのかね」


　ぼそっとひとりごとのつもりで呟つぶやくと、瀬川はグラスを磨みがきながらクスッと小さく笑った。


「無理だと思いますが。──表に出さない人の心を探さぐろうなどとは、考えもしないタイプでしょうし」


「確かにな」


　基本的に素す直なおで単純な、愛すべき弟。


「で、瀬川さんは、探りたいタイプってことか」


「相手によりますね」


（……こいつ、けっこうくせ者）


　恵は電話で、瀬川さんは親切だけど無口で、あまり客とは話をしない人だと言っていた。


　だが、この饒じよう舌ぜつぶりはどうだろう。


　プロのバーテンだという話だし、仕事絡がらみで恵のキャラクターが役に立っている間は、恵にとって悪い相手にはならないだろうとは思うが……。


　奢おごってもらったモルトウイスキーを舌の上で転がしながら、瀬川の顔を訝いぶかしげに観察していると、瀬川はグラスを磨いていた手を休め、望と視線を合わせた。


「あなたもそうでしょう」


「へ？」


「探りたいタイプ」


「……まーね。──でも、自分で思ってたほど上手うまくなかったみてーだな。最近はヘマばっかやってるし」


「なにかトラブルでも？」


　瀬川は好奇心をみじんも感じさせない声で、さらりと聞いてくる。


（こりゃ、確かに一流のバーテンだな）


　話し上手というより、聞き上手。


「ちょっとな。……恵を驚おどろかせるためだけにいきなり帰国したわけじゃねーんだ。これが……」


　どちらかというと、自分でもどうにもならない衝しよう動どうに駆かられるままの帰国だった。


「正直、自分でも戸と惑まどってんだよな」


「それはそれは。──話して気持ちの整理がつくのでしたら、お伺いしますが？」


「瀬川さん、口堅かたい？」


「職業柄がら、当然ですね。相づちを打つ壁かべにでも話すつもりでどうぞ」


「そりゃ、どーも。でも、相づち役は必要ないかな」


　必要なのは、日本国内の情報だ。


　なんせ望は外国暮らしが長いうえに、大学時代から竜大にべったり取り憑つかれてしまったせいで国内の友人関係は酷く限定されている。


　しかも事情が事情だけに、助力を求めても大だい丈じよう夫ぶな相手がいない。


（この人、情報量が多そうだな）


　バーテン歴も長そうだし、こんな調子で客の話し相手を務めているのなら、自然に多方面の情報に通じてくるのではないだろうか？


　利用できるかもしれない。


　望は、グラスを揺ゆらし響ひびく氷の音を楽しみながら、そんなことを考えていた。











「恵くん、大丈夫ですか？」


　佐原は、いつ鳴るかいつ鳴るかと待つあまり、ずっと受話器を見つめ続けている恵に声をかけた。


「あ、佐原さん」


　恵の視線が受話器から外れ、佐原を見上げる。


「十時すぎたのにかかってこないんだ。どうしよう。やっぱ兄ちゃんになにかあったんじゃないのかな」


　恵の顔色は悪く、声は酷ひどく消しよう沈ちんしていて力がない。


　ここまで恵を意気消沈させた諸悪の根元は、望だった。


（いったい、どこに雲くも隠がくれしたのか……）


　望は、恵のアルバイト先にひょっこり顔を出したあの日以来、消息不明になっている。


　泊とまると言っていた実家のマンションには寝ね泊とまりした形けい跡せきはなく、荷物もない。


　携けい帯たいに連れん絡らくを入れても、電源を切っているのか繫つながらないし、メールにも返事はない。


　とんぼ返りでニューヨークに帰ったのかもと向こうの部屋に電話を入れたが、誰だれもいないようでコール音が虚むなしく響くだけ……。


　そして今日、いくらなんでも恒例になっている日曜日の電話ぐらいはかけてくるに決まってると、恵は健けな気げにもずっと電話の前で待っていたのだ。


　だが、いつもの十時になってもコール音は鳴らなかった。


「こんなこと、今までなかったのに……」


　どうしよう、と再び呟きながら、恵は救いを求めるように佐原を見る。


「大丈夫、そのうちひょっこり現れますよ」


　佐原は、ひょっこり現れたら恵の心労のぶんを倍返ししなければと心密ひそかに考えながら、宥なだめるように微笑ほほえみかけた。


　だが効果はなく、恵の表情は変わらない。


　ここ数日、ちゃんと眠ねむれていないようだし食欲もないようだ。


　ただでさえ不安定だったところに、恒こう例れいの電話がなかったことが拍はく車しやをかけたのだろう。


　恵の顔色はさっきまでとは比べものにならないほど悪い。


（さすがにこれでは、ほうっておくわけにはいきませんね）


　兄の失しつ踪そうに関して、恵は事件性を心配しているようだが、佐原はそれはないだろうと考えていた。


　誰にもなにも告げずにいきなり日本に帰国し、最愛の弟の元気な姿を確認した直後に行方ゆくえをくらましたのだ。


　間ま違ちがいなく計画的な失踪だ。


　佐原には、望がわざわざ自分から姿を消す原因にも心当たりがひとつ、いや、ひとり居る。


　望の恋こい人びと、久我竜大だ。


（あまり、あの人には関わり合いになりたくないんですが……）


　佐原と竜大は、家同士の付き合いが深かったせいで幼い頃から面識があった。


　俗ぞくに言うところの幼おさな馴な染じみとも言える間柄だし、互たがいに山田家の兄弟を恋人にしているためにプライベートも筒つつ抜ぬけなのだが、実際のところあまり親しくはない。


　久我の一族は、佐原家にとって主しゆ筋すじにあたる。


　そのせいもあってずっと一線を画した付き合いをしていたし、なにより佐原は、竜大の内面の歪ゆがみに幼い頃ころからそれとなく気づいていた。


　だから逆げき鱗りんに触ふれぬよう、今までは君子危あやうきに近寄らずを決め込んでいたのだが、恵のこの意気消沈ぶりを見てはそうも言っていられない。


「明日になったら、実家のほうのルートから竜大さんに連絡取ってみますよ」


「でも、久我さんにも携帯が通じないのに……」


「たぶん大丈夫。久我の家のことだから、竜大さんにボディガードの二、三人はつけてます。そちらのほうから近きん況きようを報告してもらいましょう」


「……兄ちゃん達、見張られてたの？」


「正確には竜大さんがね。誘ゆう拐かい事件などが起こらないようガードされていた筈はずですよ」


「お金持ちって大変。……始終誰かに見られてるのって、なんかヤナ感じだけど」


「あの人なら慣れてるでしょう。たぶん気にもとめてないでしょうね。──とりあえず、座りませんか？」


　十時を随ずい分ぶんとすぎたというのに、恵は電話の前から離はなれようとしない。


　どうしても諦あきらめきれないのだろう。


　佐原は、そんな恵の肩かたに手をかけ、座ざ布ぶ団とんの上に座らせた。


「心配しなくても大丈夫ですよ。トラブルに巻き込まれたのなら、そっちのルートからとっくに連絡が入っている筈ですしね」


「そっかな」


　恵は不安そうに佐原を見上げる。


「はい。大丈夫です」


　心無しかやつれた頰ほおが愛いとおしくてたまらない。


　佐原は恵の肩を抱だき寄せ、労いたわるように頰にキスをした。


「……うん。──で、あの……」


　恵の頰は一いつ瞬しゆんだけ微かすかにほころんだが、すぐに元に戻もどってしまった。


「なんです？」


「旅行……延期できないかな？」


　三日後には長期の海外旅行に出発の予定だったのだが、望が行方をくらまして以来、意気消沈してしまった恵は準備すら進まない状況だった。


「そうですね。……こんな状況では楽しむどころではないでしょうし」


　望が自ら身を隠したのだとしたら、三日程度でみつけられるとは思えなかった。


　詳くわしい事情がわかったとしても、望の顔を見るまでは恵も安心できないだろう。


　こればかりはしかたがない。


「佐原さん、せっかく仕事のスケジュールあけてくれてるのに……。ごめんなさい」


「それはかまいませんよ。前まえ倒だおしで仕事すればいいだけの話ですし……。ああでも、野上くんを喜ばせてしまいそうですね」


　佐原が不ふ愉ゆ快かいそうにつけ加えると、恵は小さく微笑んだ。


「対談、受けることにするんだ」


「ええ。日本にいるなら断りきれないでしょうから」


　佐原の小説の愛読者である有名な企き業ぎよう家かとの対談の企画を、とある経済誌から持ちかけられていた。佐原は断るつもりでいるのだが、佐原のマネージャーである野上は、逆にその企画に酷ひどく乗り気なのだ。


　旅行中だから駄だ目めですと佐原がきっぱり拒きよ絶ぜつしても、だったらネット通信での画面を挟はさんでの対談はどうでしょう、新しい感じでいいじゃないですかとたたみかけてくる始末。


「野上くんがやけに乗り気だから、裏がありそうで嫌いやなんですけどね」


「そんなに疑ったら、ひろしくんがかわいそーだよ」


「彼には、色々と前科がありますから」


　眉まゆをひそめ不快感を表明しながらも、佐原は、恵の表情が和なごんでいくのを見て内心で胸を撫なで下ろしていた。


「あ、それと旅行関係のキャンセル料は、おれが払はらうから」


「そんな水みず臭くさいことを言わないでください」


「でも、おれが言いだしたことだし……」


「そもそもの原因は望でしょう？　望に請せい求きゆうしますよ。──恵くんにこれだけ心配かけてるんだから、これぐらいのペナルティは安いものですよ」


　複数の予約や手続きの煩わずらわしさを省くために、基本のプラン以外は旅行会社に一任してある。


　ホテルや現地ガイドなどの諸もろ々もろを直前にすべてキャンセルするとなると、個人の長期旅行故ゆえにそれなりの金額になるのは確かだ。


　その請求書を嫌味と共に手て渡わたしたら、さて望はどんな顔をするか？


　けっこうな見み物ものになりそうだ。


「……佐原さん、楽しそう」


「そんなことはありませんよ。──ああ、ありがとうございます」


　恵の調子が悪いのを心配して、いつもより遅おそくまで残っていた通いの家政婦、岩井が冷たい麦茶の入った陶とう器きを人数分座ざ卓たくに置いた。


「旅行、キャンセルなさるの？」


「うん。やっぱ兄ちゃんが心配だし……」


　ひんやりと冷たい陶器で手の平を冷やしながら、恵が答える。


「そう。だったら、わたしも温泉旅行をキャンセルしましょうね」


「え、そんなの駄目だよ！」


　いつも親身になって面めん倒どうを見てくれている岩井へのお礼として、一週間ほど旦だん那なさんとゆっくりしてくるよう、佐原が温泉旅行をプレゼントしていたのだ。


「でも、お食事の支度とか、色々不便でしょう？」


「それぐらい自分達でやれますよ」


「うん。へーきだからいってきなよ」


「そうですか？」


　でも、と岩井が決断しかねていた、ちょうどそのとき、玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴った。


「あら、こんな時間にどなたかしら」


　岩井は立ち上がると、玄関に向かう。


　そして戻ってきたとき、岩井の後ろには竜大の姿があった。


「あ……」


　話題の人物の急な来訪にびっくりして、恵が腰こしを浮うかせる。


　佐原は、落ち着くよう恵に目配せしてから、竜大に向き直った。


「竜大さん。お久しぶりですね。いつ日本へ？」


「今日だ」


　竜大は酷く不ふ機き嫌げんそうな顔で答えると、恵に視線を向ける。


「望は？」


「え？」


　強い視線に、恵はビクッとする。


「望はどこ？」


　岩井を追い越こし、茶の間にずかずかと足を踏ふみ入れた竜大が、恵に歩み寄って腕うでをつかもうとするのを、「待ってください」と佐原が身を乗り出して止めた。


「みっともない真似まねはよしてください。まず、座ってくれませんか。話はそれからです。──岩井さん、お客様にお茶を」


「はい」


　竜大は、恵の腕をつかみ損そこねた手を強く握にぎると、気を静めるかのように深く息を吐はいた。


「……わかったよ」


　それでもあからさまに苛いら々いらした態度のまま、勧すすめられた藺い草ぐさの座布団に座る。


「さて、急な来訪のご用件は？」


「望はどこだ？」


「それは、こちらが聞きたいぐらいですよ」


「日本に戻ってるのはわかってるんだ。あのブラコンがここに顔を出さないわけがないよね」


「ここには来てませんよ。帰国してすぐ、恵くんのアルバイト先には顔を出したようですが」


「アルバイト先？」


「カフェバーなんですけど、兄ちゃん、木曜日にいきなり来て、軽く飲んで帰ってったんです。そのときは実家のマンションに泊とまるって言ってたのに、マンションには戻った気配がないし。今日の電話もかかってこなかったから、おれも心配してるんですけど……」


「本当に？」


「噓うそなんかつきません！」


　あからさまに疑われ、恵はカッとしたようだった。


　心配で神経をすり減らしているところへのこの仕打ちだ。無理もない。


「恵くん」


　佐原は恵の肩に手を置いて宥なだめる。


「竜大さん、こちらはなにも隠かくし事はしていません。本当に望のことを心配していたんですよ。明日にはあなたにも連れん絡らくを取ろうと思っていたところですから。──わたしから質問しても？」


「なに？」


「喧けん嘩かの原因は？」


「失礼だな。喧嘩なんてしてない。……口喧嘩程度ならしてたけど、望がああいう性格だから、それも日常の一いつ環かんだしね」


「居なくなったときの状況は？」


「いつも通り普ふ通つうに出勤した。それなのに気がついたら姿が見えなくなってて、家に帰ったら旅行用の鞄かばんがなくなってた」


「望のほうにボディガードは？」


「ひとり。でも会社を出てすぐにまかれたそうだ」


　望のガードはおまけのようなものだし、ひとりになるとガードをまきたがるのはいつものことだったから、特には気にしなかったのだそうだ。


「会社のほうは、無断欠勤中ですか？」


「消える前に辞表を出してった」


「あからさまに計画的失しつ踪そうじゃないですか……。竜大さん、いったいなにをやらかしたんです？」


「だから、俺はなにもしてない」


「疑わしいですね。──恵くん、とりあえずは安心して大だい丈じよう夫ぶですよ。望のことだ、どこかで要領よく器用にやっていますよ」


「え、だって計画的だったんなら、おれに一言ぐらい言ってくんじゃないの？」


「計画的だからわざと言わなかったんですよ。下手に居場所の手がかりでも教えたら、そこにいる人が、恵くんになにをするかわからないから……。だから、あえて黙だまって消えたんだと思いますよ」


「そこにいる人って……。久我さん？」


　恵は遠えん慮りよ気味に声をひそめた。


「ええ。その通りです。──この人には色々前科がありますしね」


　ここで言う前科とは、かつての竜大が己おのれの絶大な権力をバックに、父親の職や弟の身の安全と引き替かえに望に肉体関係を強要していたことなのだが、恵はそこら辺の事情を一いつ切さい知らないから、「前科？」と不思議そうに首を傾かしげている。


（無理もない）


　望は過去のことを一切恵には教えていない。


　本人がなにも言わない以上、佐原も当時のことに関しては口をつぐんでいた。


　そこら辺の事情を知らない恵の、竜大に対する認識は兄の恋こい人びとというその一点に限られているから、むしろ信しん頼らい感さえ感じている節がある。


　こんなことに巻き込まれるなら、望の気持ちを思いやったりせずに事実を教えておいて、竜大に警けい戒かい心を抱いだかせておいたほうがよかったかもしれない。


　佐原は少々後こう悔かいしていた。


「竜大さん、そういうわけで、今後、恵くんに質問があるときは、わたしが同席しているときだけでお願いします」


「隼人、いくらなんでも、それは俺に対して失礼じゃないか？」


「そうですか？　それは失礼。──ですが、たぶん望は、わたしにこういう役割を期待してるんでしょうから、今後は遠慮なく警戒させていただきます。──その代わりと言ってはなんですが、望を捜さがすために協力できることがあったら言ってください」


「え、でも、佐原さん。……兄ちゃんが、自分から隠れちゃったんなら捜さないほうがいいんじゃない？」


　恵が佐原の服を引っ張って、小さく呟つぶやく。


「それはそれです。──わたし的には、旅行をキャンセルさせられたお礼はちゃんとしておきたいですから」


　それに、望が自ら姿を消したとわかっていても、もう一度、望に会えるまでは恵だって本当には安心できないだろう。


　両親が早世している恵にとって、望はたったひとりの大切な肉親なのだから……。


　どう考えても、今回の一件は痴ち話わ喧嘩としか思えないから望に対して同情の余地はない。


　捜そう索さくの手助けをすることで、恵から竜大の疑いをそらすこともできるだろう。


（と、わたしが判断するのも承知のうえで消えたんでしょうしね）


　望が佐原に一番に望むのは恵の安全の確保。


　それが最優先で、それ以外のことに関して、佐原にはなにも期待していない筈はずだ。


　もともと依い存ぞんし合う関係じゃないから、そこらへんはドライに割り切ったほうが望だってやりやすいに違ちがいない。


（でも、少しぐらいは手心をくわえてあげますか……）


「……佐原さんと兄ちゃんって、ホントに親友？」


　あれこれと思いを巡めぐらせている佐原に、恵がためらいがちに聞いてくる。


「もちろんそうですよ」


　にっこりと微笑ほほえんで深く頷うなずいたら、恵はなんだか酷ひどく疑わしそうな顔をした。








　その後の相談の結果、佐原の口利ききで、望の捜索のために探たん偵ていと呼ばれる人種を雇やとい入れることとなった。


　竜大は、恵達の実家のマンションを借りて、そこを拠きよ点てんにして自分でも望を捜しはじめているようだ。


　望が自ら姿を隠したのだと納なつ得とくした恵は、とりあえず表面上は元気を取り戻もどし、食欲も戻ってきて佐原をホッとさせている。


　だが、暇ひまをみつけては佐原宅を訪れ状じよう況きようを報告していく竜大は、望の足取りがつかめないことで日に日に苛立ちを増していっているようで、いつ逆ギレするかわからない一いつ触しよく即そく発はつの状態。


（心労がかさみますね）


　楽しいはずの夏休みが、一転して緊きん張ちよう感に満たされている。


　心穏おだやかだった日々を乱した原因が、たんなる痴話喧嘩らしいのだから、腹立たしいことこのうえない。


　仕返しは倍ではなく三倍返しでもいいかもしれない。


　佐原は、さて、どんな仕返しをしてやるかと検討していた。
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「少しの間、頼たのむ」


　料理を運んできたロイド眼鏡めがねのウエイターにこっそり耳打ちすると、望はソファーから立ち上がってその場を離はなれ、カウンターに向かった。


「ちょい休きゆう憩けいさせてくれ」


「望、お疲つかれ。──なにか作ろうか？」


「水でいい」


　カウンター内のバーテンにぶっきらぼうに答えて、スツールに腰こし掛かける。


　望はどちらかというと酒好きなほうだが、『飲まなければならない酒』は苦手だった。


　酔よっている場合じゃないと告げる理性のせいで気が張って、酔うより先に頭痛がしてくるからだ。


「具合悪そ」


　こめかみをもんでいると、バーテンが心配そうな顔をした。


「あー、ちょっと頭痛」


「酷いようだったら、マネージャーには俺から言っとくから、早めにあがったら？　ちょっとぐらい邪じや険けんにしても、灰かい野や氏なら気にしないだろ」


「気にして欲しいトコだけどな」


　へっと望が鼻先で小こ馬ば鹿かにしたように笑うと、バーテンは苦笑しながら肩かたをすくめた。








　決してきらびやかではないが、重じゆう厚こうで落ち着いた調度類で統一された店内。


　ここは、とある有名ホテル内にある会員制の高級秘密クラブ。


　望は恵のアルバイト先のカフェバーを出てすぐ、このクラブに臨時のウエイターとして雇われていた。


　実際の仕事は、ウエイターというよりホストに近く、客に声をかけられればその場に留まって接客することになる。


（でもま、思ったより楽だよな）


　最初に話を聞いたときは、金持ちのご機き嫌げん取りをしなきゃならないのなら、かなり忍にん耐たい力がいるかもと思ったが、いざやってみるとさほどでもない。


　客の好みを考えてのことなのだろう。


　いかにもプロっぽいホストやホステスもいるが、望のようにあきらかに素人しろうと臭くさい者もいる。


　素人臭い店員には当然そういう相手を好む客がつくから、むしろ逆に客のほうから気を遣つかってくれたりもする。


　ちなみに、いま現在、望にご執しゆう心しんなのはとある有名服ふく飾しよくメーカーの御おん曹ぞう司しさまだ。


（ったく、変な店）


　ホストを堂々と指名する男性客がいれば、ホステスを希望する女性客もいる。


　己おのれの性せい癖へきを気にせず晒さらすことができるのはここが特とく殊しゆな閉へい鎖さ空間だからだと、この店を紹しよう介かいしてくれた人から聞かされた。


　店内でのことは外では一いつ切さい他言無用がこのクラブの基本ルールで、そのルールを破る者にはそれなりの社会的制裁が加えられることになる。


　口だけの脅おどしのようにも思えるが、このクラブのオーナーは国内有数の実力者で現実問題として制裁が可能な立場であるだけに、このルールには真実味があって破る者はいないと言う。


　そんなうるさいルールがあるにも拘かかわらずそれなりに賑にぎわっているのは、このクラブの本来の使用目的が政財界の大物達の密談場所としてのそれで、それ故ゆえに会員になるのが一種のステイタスになっているのだとも聞いた。


　望は眉まゆ唾つばものの話だと疑っていたのだが、実際にクラブ内には裏口からも出入りできるフロアからは見えないスペースがいくつかあって、そこには古参の店員以外は立ち寄れない決まりになっていて、どうやら本当らしいと納得しはじめている。


　そんな怪あやしいクラブではあるものの、ここは望にとっては願ってもない職場だ。


　特殊な店だけに店員の情報は外に漏もれないし、金の動きがデータとして残らないよう賃金は今どきすべて現金で手て渡わたし。


　カード類を使うことで所在地を絞しぼられる危険性があるだけに、その用心深さは正直ありがたい。


　佐原の指し摘てき通り、望の失しつ踪そうは計画的だった。


　身を隠かくすだけならば、変装に偽ぎ名めいでホテルを転々とすればいい。


　だが、それではあまりにも芸がないし、望自身がつまらない。


　身を隠すついでに、なにか暇つぶしになるような仕事があればと考えていたから、ここを紹介されたのはかなりラッキーだったと望は思っている。


　このクラブを紹介してくれたのは、恵のアルバイト先のバーテン、瀬川だった。


　恵から聞いていたより、ずっと饒じよう舌ぜつで世慣れていた瀬川に、駄だ目め元もとでどんなに優ゆう秀しゆうな探偵にも絶対に見つからないような潜せん伏ぷく場所を知らないかと聞いてみたらここを紹介されたのだ。


　瀬川の話では、恵のアルバイト先も実はこのクラブの系列店なのだそうだ。


　アルバイトの中から目立って綺き麗れいで、そのうえで口が堅かたそうな者をみつけては、こちらのクラブで働く気はないかと密ひそかにスカウトしているらしい。


「恵に声かけたりしねーよな？」


「恵くんが、その手の秘密クラブに似合うと思いますか？」


　ちょっと不安になって聞いたら、逆に瀬川にそう問い返された。


　確かにそうだなと望は安あん堵どした。


　が、同時に少々不ふ愉ゆ快かいでもある。


（つまり、俺はそーいうのに向いてるってのか）


　脅きよう迫はくされてのこととはいえ、愛人のような真似まねをしていたのは事実だ。


　そんな経験のせいで、自分でも気づかないうちに妙みような雰ふん囲い気きを身につけてしまっているんだろうか？


　だとしたら嫌いやすぎる。


　男女込こみでいろんな相手と遊んだ経験があるならまだしも、望は竜大しか知らないのだ。


　そういう意味では──自分で言うのもなんだが──真ま面じ目めなもんだと思うのだが……。


「なにか誤解なさってるみたいですね」


　望の表情を読んだのだろう。瀬川は軽く微笑ほほえんだ。


「望さん、自分が綺麗だって自覚してるでしょう？」


「まぁな」


「そこが恵くんとの違ちがいです。外見を誉ほめられても、ただそれだけのこととして受け止めることができるかどうかが重要なんです。過か剰じような反応を返したり、のぼせ上がって本気になるような人は、あの手の店には向きません」


「なるほど」


　母親譲ゆずりの美び貌ぼうは、望にとっては利用しがいのある重要なアイテムだ。


　ナルシスのように己にみとれることはないが、他人の目にどう映っているかのチェックはそれなりにしている。


　だからこそ、自分の外見を商売道具として割り切って考えることも簡単にできる。


（なんとかなるかもな）


　どうせ短期間のつもりだから、客商売の煩わずらわしさにも耐たえられるだろう。


　なにより面おも白しろそうだ。


　縁えんがなかった世界への好こう奇き心が、望の背中を押した。


　そして望は、その日のうちにここに案内してもらったのだった。








「さて、そろそろ戻もどらねーとまずいか……」


　十分ほど休憩してから、望はバーテンに用意してもらったカクテル片手にテーブルに戻った。


「望、今日はもうここに戻ってくれないのかと思ったよ」


　代理で相手をしてくれていたウエイターに小声で礼を言ってから、望が交代してソファーに座ると客の灰野が軽く拗すねた口調で言った。


「ごめん。これを作ってもらってたんだよ。──うちのバーテンのオリジナル」


　クラッシュアイスに満たされた白いフローズンタイプのカクテルを灰野に手渡す。


「綺麗だね」


　グラスを掲かかげて照明の光をあて眺ながめているふりをしているが、灰野の視線はグラスを素す通どおりして望を見つめている。


（おーおー、飽あきもせずみとれてやがる）


　望は、ここに来てすぐ、長かった髪かみをばっさり切っていた。


　顎あごのラインでシャギーレイヤーを入れ、生来の薄うす茶ちやの髪に濃こい赤茶色のメッシュも入れた。


　制服は自前のスーツだが、サラリーマン時代よりずっと砕くだけた、ネクタイを使わなくてすむようなデザインを選んでいる。


　女顔のせいか、自分でもあまりネクタイは似合わないと思っていたし、今の髪にはそのほうがずっと合う。


　自分で見てもかなりの上玉だと思える、見事なホストっぷりだ。


「眺めてばかりいないで、味も試してみて」


　視線を受け止め、嫣えん然ぜんと微笑みながらわざと意味深な台詞せりふを吐はいたら、灰野の持つグラスがくらっと揺ゆれた。


（ちょろい）


　秘密のクラブという特殊な状じよう況きようのせいか、普ふ段だんだったら絶対に口に出さないような台詞がつるつると出てくる。


　それがまたあまりにも見事に決まるものだから、逆にかつがれてるんじゃないかと不安になるほどだ。


「ダイキリに似てるけど……酸味がかなり強いね。──これ、望のイメージ？」


「なんでそう思う？」


「繊せん細さいそうなイメージなのに、実際はアクが強い。そのほうが好みだけど……」


「そう？　今度、バーテンにそのカクテルの名前を聞いておくよ」


（たぶん、それ失敗作）


　灰野が向けてくる賞賛の眼まな差ざしを受け流して、望は心の中で舌を出した。


　まだ見習いのバーテンだし、材料を量っているとき、「あっ」と小さな声を出していたから、きっとレモンジュースかなにかの分量を量り間違えたまま使ったんだろう。


「──さっきの話、考えてくれた？」


「さっき？」


「もう、すぐにとぼけるんだから……。今度の休きゆう暇か、ふたりでクルーザーで沖おきに出ようって話。自分で免めん許きよを取ったって話しただろ？」


「ああ、そうだったね。ごめん。──んー、でも、初心者とふたりっきりで沖に出るのはちょっと怖こわいかな」


「免許は取り立てでも、操船はけっこう前からやってたから得意なんだけどね。でも、望が怖いって言うんなら、プロをひとり操船専用で雇やとうよ。なんだったら料理人も。どう？」


「う～ん、どうしようか……」


　望は、顎に指をあて、真しん剣けんに悩なやんでいるふりをした。


　このクラブのルールのなかに、店内ではホストやホステスに高価なプレゼントを贈おくってはいけないという項こう目もくがある。


　基本的に金持ち連中ばかりがくるクラブだから、そこで同じホストを競い合ってプレゼント攻こう撃げきなどをすれば、その金額が常識はずれのものに跳はね上がっていくのは目に見えている。


　性質上、店内での派手な金品のやりとりを防ぎたいクラブ側としてはあまりありがたくない現象なので、それを防ぐための基本ルールなのだ。


　だが、一歩店から出れば、そのルールは無効となる。


　だから客達は個人的に気に入ったホストやホステスが居ると、せっせと言葉で口説いて店外でのデートに誘さそい出そうとする。


　そうやって外で貢みつがれることで収入を増やそうとするホスト達もいるようだが、望は稼かせぐためにここに勤めたわけじゃないから誘いに応じる必要はないし、応じるつもりもない。


　そもそも、望はここに来てから外出自体ほとんどしていない。


　一いつ般ぱん客がいない深夜の時間帯に、無理を言って美容院で髪を切ってもらったのが最後の外出なのだ。


（しっかし、こいつ、面白いぐらいに一生懸けん命めいに口説くなぁ）


　あの手この手で気を引こうとしている服ふく飾しよくメーカーの御おん曹ぞう司しを眺め、望は少しばかり微笑ましい気分になっていた。


　年ねん齢れい的にはたぶん同じか、ちょっと下くらい。


　父親が経営者兼けんデザイナーで母親が元モデルだという灰野は、少しばかりの金持ち気質が鼻につくものの、基本的に素直で好感度の高い青年だった。


　母親譲りの日本人離ばなれしたスタイルと甘いマスクで、十人の女性がいれば九人までは理想の結けつ婚こん相手に選びそうなタイプだ。


　本来、ホスト遊びなどするような性格でもなく、父親の付き合いでたまたまこの店に来たときに望に一ひと目め惚ぼれして、それ以来二日とあけず通ってくる。


　指名がつくと、それだけ給料も増えるし、店内での順位も上がる。


　だから灰野は、負けず嫌ぎらいの望にとっては非常にありがたい客だった。


　それに、正直言って灰野と話すのは楽しい。


　一番最初に指名を受けてふたりきりになったとき、望が丁てい寧ねいな言葉遣づかいで話したら、灰野は他人行ぎよう儀ぎだと言って嫌がった。


　他ほかの客やホストと話をしているのをみつけると、チクリと嫌いや味みを言ったり、わざと物音をたてたり拗ねたふりをしてから、こちらの反応を窺うかがってくる。


　苦労知らずで育ったのがよくわかる、実に甘ったれたお坊ぼつちゃんなのだが、灰野のそうした態度の数々は望の中の懐なつかしい記き憶おくを甦よみがえらせてくれる。


　まだ身体からだの関係を持つ前の、友人だと思っていた頃ころの竜大の姿を……。


（あいつも、なにかっつーと別べつ荘そうとかに誘いたがったよなぁ）


　それに、望が自分以外の人間と話していると必ず拗ねた。


　自分を一番に優先してくれなければいやだと、言葉で文句を言うのではなく、拗ねた態度で訴うつたえていた。


　うざったいと思う反面、普段はカリスマ然として超ちよう然ぜんとかまえている竜大が、自分だけに甘えてくるのを、当時の望は得意に思っていた。


（……ちっ。回想してる場合じゃねぇっつーの。年寄りくせーな）


　隼人じゃないんだから、と失礼なことを思いつつ、気を取り直して目の前にいる灰野の誘いを上手にあしらうことに意識を集中する。


　そう、過去を回想して懐かしんでいる暇ひまはない。


　現状を憂うれえて悔くやむのも無意味。


　望は、これから先のことを考えなくてはならないのだ。


　そのための時間的余よ裕ゆうを作るための逃とう避ひ行こうだったのだから……。








「あー疲つかれた」


　灰野の誘いを無事断り、仕事を終えた望は、クラブがあるのと同じホテル内の、常じよう泊はくしている部屋に戻もどると、手早くシャワーを使ってベッドに身体を投げ出した。


　ちなみに、ここは、望がホテルの部屋で暮らすつもりなのを知ったクラブ側が用意してくれた部屋だ。


　最初は二間もあるけっこう派手な部屋に通されたが、客を呼ぶつもりはないし無む駄だに広くても落ち着かないからとレギュラーのシングルに替かえてもらった。


　それでもさすがに高級ホテルだけあって、部屋自体は通常のビジネスホテルより広いし、窓も大きい。設備も調度品にも不足はない。


　部屋の中では、寝ねてるかぼんやりすることぐらいしかすることのない望にとっては、これで上等だった。


（ホテル暮らしも、一時なら気楽でいーな）


　食事も買い物も、なにもかもがホテル内のサービスですむし、部屋の台帳にはクラブ従業員の名前を借りて記入している。支し払はらい関係はすべて現金。


　仕事以外で部屋を出るときは、ホテル内であってもわざとらしくない程度の軽い変装なんかもしている。


　竜大対策は万ばん全ぜんだ。


　本気で捜さがそうとしても、そうたやすくはみつけられないだろう。


「……ねむっ」


　不意に眠ねむ気けが襲おそってきて、望は毛布の中に身体をすべり込ませた。


　首を巡めぐらせて窓を見ると、微かすかに空が白んでいる。


　枕まくら元もとのリモコンでカーテンを閉め、目を閉じる。


　以前、一時帰国して、実家のマンションでひとり暮らしをしたとき、眠れなくなって苦労したことがあったが、このホテルでは大だい丈じよう夫ぶだった。


　労働とアルコールとで、身体がくたくたに疲れているせいばかりではなさそうだ。


　実家のマンションには、もう二度と戻らない懐かしい両親との日々の記憶や、果たされなかった未来の約束の記憶が色いろ濃こく残っている。


　だから夜、静かな部屋にひとりでいると、乗り越こえたはずの悲しみが執しつ拗ように甦ってきてしまって眠れなくなってしまったのだ。


　だが、綺き麗れいに整えられたホテルの部屋には、他人の気配も懐かしい想おもい出もない。


　眠りを妨さまたげられることなく、ゆっくりと目を閉じることができる。


（あいつは、眠れないなんてことなかったんだろうな）


　他人と暮らした記憶がなければ、寂さびしいと思う気持ちも湧わいてはこないだろう。


　日本にいた頃の竜大は、母おも屋やのある広大な敷しき地ちの中にある、豪ごう華かな離はなれの屋敷にひとりきりで孤こ独どくに暮らしていたから……。


　竜大は、望を得て、はじめて誰だれかと一いつ緒しよに暮らすという体験をしたのだ。


　望にとっては、まるでおままごとのように甘ったるいぬるま湯のような生活だったけど、竜大にとってはそれがはじめての経験だったわけで……。


（やっぱ寂しがってるか……）


　しばらく離れていたいと言えば、竜大は強固に反対しただろう。


　それがわかっていたから、不意をついて逃にげてきてしまった。


　ちょっとぐらいの精神的ダメージも竜大のためだと、自分勝手な理由をこじつけて自分を納なつ得とくさせていたが、さすがに気になる。


（ダメージでかすぎて、立ち直れないぐらい萎しおれてたらまずいよな）


　眠れない夜に、ひとりで苦しんでいたりはしないだろうか？


　ちりり、と微かな胸の痛みを感じながら、望は眠りに落ちていった。




４







　探たん偵ていを雇やとってから二週間。


　恵のアルバイト先のカフェバーで目もく撃げきされたのが最後で、その後の望の消息はいまだにつかめないまま、時間だけが無む為いにすぎていく。


　はじめのうちは、なんのメッセージも残さずに消えた望に苛いら立だち、怒おこっていた竜大だが、時間の経過と共に徐じよ々じよに怒いかりは薄うすれていき、今はなぜ出ていったのかという疑問と、本当に自分の意志で行方ゆくえをくらましたのだろうかという不安に取り付かれるようになっていた。


　答えの見つからない疑問を抱かかえ、不安に駆かられるまま望の姿を捜す日々。


　竜大は、身体よりも己おのれの精神が疲れていくさまを、まるで他人ひと事ごとのように突つき放はなした感覚で観察し続けていた。








　深夜、鼻をなぞる微かな指先の感かん触しよくに目覚めた竜大は、目の前の薄うす暗くらがりに浮うかぶ人の顔に心底驚おどろいた。


「え!?」


　白い頰ほお、薄うす闇やみの中でもそれとわかる淡あわい色の瞳ひとみ。


「の、のぞむ!?」


「やっと目が覚さめたか。ったく、ぐーすか寝やがって」


　むかつくと呟つぶやきながらも、望は妙みように機き嫌げんの良さそうな顔をしていた。


「むかついてるのは、こっちなんだけど」


　理由も聞かされぬままいきなり家出されて、どれだけ不安で、どれだけ心配したか。


　苦情と怒りをぶつけようと起き上がりかけた竜大を、望は押し返した。


「話はまた今度な。──とりあえず、やろうぜ」


「は？」


「さすがに半月も離れてると、人ひと肌はだ恋こいしくなるもんだよな」


　そう言うなり望は、竜大に馬乗りになるとシャツを脱ぬぎ捨てる。


「ちょっと待ってよ」


　このままはぐらかされてたまるかと、竜大はベッドサイドのライトをつけると、振ふり落とさないよう望の身体を支えつつ強引に起き上がった。


「戻ってきてくれたのは嬉うれしいけど、このままうやむやに……。──望、その髪かみ……」


「ん？　これか？　切った」


　望が頭を揺ゆらすと、顎あごのラインで切られた髪が揺れた。


「俺のために、伸のばしてくれてるんじゃなかったの」


「まあな。……でも、こっちのが似合うだろ？」


　確かにその通りだった。


　もともとの素材がいいから無造作に伸ばしていてもさほど不自然じゃなかったが、こうやってちゃんと手入れしていたほうが、望の繊せん細さいな美び貌ぼうがより引き立つ。


「惰だ性せいでずるずる伸ばしてるだけじゃ芸がねぇ。変わったほうがいいことだってあるさ」


　だろ？　と、望は自分から唇くちびるを寄せてくる。


「ん……っふ……」


　柔やわらかな唇、情熱的に絡からんでくる甘い舌。


　久しぶりに手の平で感じる滑なめらかな肌の感触に溺おぼれそうになりながらも、竜大はなんとか堪こらえて、望の肩かたを押し戻した。


「それ、どういう意味？」


「なんだよ」


「変わったほうがいいって、なにかの含ふくみ？」


「別に。──おまえ、なんでそんな風に思うんだ？」


　望はそらっとぼけた様子で肩をすくめた。


「はぐらかさないでくれないか。言いたいことがあるなら、はっきり言ってくれよ。これじゃ対処のしようがない」


「言えば、俺の言う通りにするってか」


「ああ、望が願うならできる限りのことはするよ」


　本心からそう言ったら、望は肩を落として深く息を吐はいた。


「おまえ、本当に馬ば鹿かだな。……いや、この場合、馬鹿は俺なのかな……」


「望の願いを叶かなえてやりたいって思うのが気に入らない？」


「どうかな。──もう、わけわかんねーや。竜大、おまえ、俺よか頭良かったんだし、代わりに考えてくれよ」


「なにを考えろって？」


　なにがなんだかさっぱりわからない。


　竜大が問い返すと、望は小さく笑った。


「なにを考えたらいいのかを、さ」


「……望」


　からかわれているのかと瞳を覗のぞき込んだが、望の目は笑っていなかったから、どうやらそういうわけでもなさそうだ。


　望は、不意に視線を外すと首を巡らせて、ベッドサイドの薄明かりに浮かぶ部屋を見み渡わたした。


「……ここ、望の部屋だったんだよね。懐なつかしい？」


「恵達にあちこちいじられちまってるから昔通りじゃねぇけど、それなりに……。──なぁ、竜大はなんでここに居るんだ？」


「望が戻もどってくるとしたら、この家だろうと思ったから」


　だから、いつ戻ってきてもいいように、ロックはしてもチェーンはかけずにおいた。


「望だって、俺がここにいるって思ったから、ここに帰ってきたんだろう」


「帰ってきたんじゃねぇよ。寝ね込こみを襲おそいにきただけだ。……家を捨てちまったおまえには、ここぐらいしかいくとこねぇだろうって思ってたしな」


　予想通りすぎて、逆に気が抜ぬけた、と望がつけ加える。


「帰ってきたんじゃない？」


「ああ、やりにきただけ」


　望はあっさり答える。


「朝になる前に帰る」


「……駄だ目めだ。帰さないよ」


「駄目だって言われても帰るさ。俺の潜せん伏ぷく場所、まだばれてねーみたいだし。──それに昔と違ちがって、今のおまえの言葉には強制力はないし、恵も隼人がついてるから心配いらねーしな」


「帰らないでくれって、お願いしても駄目？」


「ちょっとばかし胸が痛むけど、駄目だな」


　望は複雑そうな顔で、うつむき加減に微笑ほほえむ。


　伏ふせたまつげが妙に悲しげに見えた。


「なにがなんだかわかんないよ。……ねえ、いま俺たち、喧けん嘩かしてるのか？」


「……してねーだろ」


「じゃあ、なんでこんなことしてるんだ？──俺と……別れたいのか？」


「まさか。そんなこと考えてるんだったら、わざわざ寝込みを襲いにきたりしねぇって。──そうだろ？」


　弾はじかれたように顔をあげた望は、竜大の顔を覗き込むようにして微笑んだ。


（いつもと同じ……）


　それは一いつ緒しよに暮らすようになってから、たまに望が見せてくれるようになった表情だった。


　普ふ段だん見せるちょっと子供っぽいいたずらな笑顔や、なにか企たくらんでいるときの意味深な極上の笑えみとも違う、ただひたすらに優しい、慈じ愛あいに満ちた笑顔。


　きっと弟の恵にだけ向けていた微笑みなんだろう。


　それを自分にも向けてもらえるようになったのが、なによりも嬉しかったのに……。


「じゃあ、なぜ離はなれていくんだ？　ずっと側そばにいてくれるって言っただろう？」


「……俺は、そのつもりなんだけどな」


　望はふうっと深く息を吐いた。


「駄目だな。埒らちがあかねーや。──今日はもう帰る」


　背中にまわした腕うでをすり抜け、望はベッドから降りた。


「帰さない」


　竜大は逃にがすかと望の腕をつかんで引き寄せて押し倒たおし、身体からだの下に押さえ込んだ。


「お、やっとやる気になったか？」


　抵てい抗こうするかと思いきや、望は嬉しそうに微笑む。


「ほんとに、望がなにを考えてるんだか、さっぱりわからないよ」


　これじゃあ押さえつける意味もない。


　きつくつかんでいた腕を放すと、望はその腕を竜大の首に絡みつけてきた。


「考えるのは後。──今は早く抱だいてくれよ。俺だっておまえと離れてんの、けっこうしんどいんだからよ」


「……望、矛む盾じゆんしてない？」


　逃げていった癖くせに側にいるつもりなのだと言うし、自分から離れていきながら、離れているのがしんどいとも言う。


　しんどいのなら、ずっと側にいればいいだけの話なのに、いったいなにを考えて離れていこうとするのか？


　さっぱりわからない。


　だが言葉でそう指し摘てきすれば、また望は埒があかないと言って帰ろうとするだろう。


　絶対に帰すものかと、竜大は絡みついてくるしなやかな身体をきつく抱きしめた。








　久しぶりの行こう為いに、最初のうち望の身体は強こわばっていたが、一度火がつくとすぐに馴な染じんだ甘さを取り戻した。


「……あっ、……ふっ……」


　自ら上になって、望は気持ちよさそうに身体をしならせる。


　短くなった髪かみが、身体の動きに合わせて揺ゆれた。


（……似合うな）


　揺れる毛先が、滑らかな顎あごのラインの美しさを引き立てている。


　竜大としては髪をずっと伸のばし続けていて欲しかったのだが、実際にこんなに煽せん情じよう的な姿を見せられると、不本意ながらも望の判断の正しさを認める他ほかない。


　視覚から受けた刺し激げきのせいで無意識に手が動き、気がついたら、竜大は汗あせで頰ほおに張り付いた望の髪を指先で払はらってやっていた。


「……ふ……」


　顔を動かした望が指を銜くわえた。


　滑なめらかで温かな舌先が指に絡からみついてくる。


　人差し指と中指とで、いたずらしてくる舌先をつまんでやると、軽く嚙かまれた。


「酷ひどいな」


　甘い痛みに竜大が条件反射で引っ込めた指を、望はなおも追いかけてきてもう一度銜えると、またしても舌を絡めて美味おいしそうに吸い付いてくる。


　身体を揺らし最さい奥おうを貫つらぬくモノの感かん触しよくを味わい、舌を絡め口こう腔こう内を刺激する指の感触を味わう。


　目を閉じ、望は自らの身体の奥から湧わき上がってくる快楽に酔よっているようだった。


「気持ちいい？」


「……ん」


　そんな望の姿をうっとりと見上げていた竜大が声をかけると、望は瞳ひとみをあけた。


　銜えていた指先を放し、竜大の唇くちびるを求めてかがみ込んでくる。


　背中を支えて起き上がり、深く唇を合わせた。


「……ん、ふぅ……」


　軽く揺すり上げると、望の舌は甘く震ふるえ、反応した身体がきゅっと熱く締しめつけてくる。


「……や……っ」


　切なそうに喘あえいだ望は、竜大の肩かたに額を押しあてる。


「望、上になるの好きだよね」


　息を整えようとしている望の耳元にそう囁ささやきかけると、望は小さく眉まゆをひそめた。


「お…まえが、やらせてんだろーが。……ったく、楽してんじゃねー…──んっ」


　吐と息いき混じりの甘い声は耳に心地よかったが、言っている内容は非常に望らしい。


「……それもそうか。でも、楽したいわけじゃないよ」


　望が自らの快感を素す直なおに追い求め、喜びに身体をしならせる姿を眺ながめていたいだけ……。


「こうしてるときの望は、どんなときより綺き麗れいだからね」


　竜大の言葉に、望は眉み間けんのしわを深くした。


「この……悪あく趣しゆ味み」


「そんなことない。俺の趣味は最高にいいと思うよ」


　竜大は、背そむけようとした望の顔をつかんで、顔を覗のぞき込んだ。


「でも、この眉間のしわはいただけないな」


　悪態をつく暇ひまを与あたえずに、繫つながったまま望の身体をベッドに倒し、腰こしを抱かかえ上げ突つき刺さすように激しく突き上げる。


「くっ……ふ………んん………」


　突き上げるたび、気持ちよさげに望は甘い声を漏もらした。


　最前よりも、もっと激しく熱く反はん応のうする身体が、望の快楽の深さを教えてくれる。


「のぞむ、……いい？」


「ん……いい。……もっと…っ……」


「うん」


　せがまれるままに、激しく何度も突き上げる。


　先せん端たんから雫しずくをにじませ反り返っている望のモノに手を伸ばし、こすりあげると望はビクンと身体を大きく震わせた。


「……それ、だめ………あっ……」


「望、我が慢まんしないで、いって……」


「や……。あっ───!!」


「くっ」


　手の中の熱をきつくこすりあげながら、グッと強く突き上げると、望は大きく背中を反らせながら自らを解放した。


　収まることのない快感の波で痙けい攣れんを繰くり返す望の身体に甘く締め上げられ誘さそわれるまま、竜大も熱いほとばしりを放った。


（ずっと、このままでいられれば……）


　繫がった部分から、望の快感の深さをリアルに感じる。


　身体の相性はこんなにもいいのに、気持ちのうえではすれ違ちがってばかり。


　余計なことを考えず、身体が求めるままずっと抱き合っていられるのなら、望は自分のもとから離れていかないだろうに……。


「……のぞむ」


　名前を呼ぶと、望は瞳をあけた。


　快感の余よ韻いんに潤うるむ薄うす茶ちやの瞳が微かすかにほころび、だるそうに腕うでを上げる。


「──愛してる」


　首に巻き付いてくる望の腕の重さを感じながら、竜大はキスを求めて薄く開かれた唇の誘ゆう惑わくに溺おぼれていった。








「……信じられない」


　翌朝、目を覚ました竜大は、あまりのことに呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。


　絶対に望を逃にがさないつもりだった。


　もう駄だ目めと泣きが入って、望が疲つかれて朦もう朧ろうとするまで抱き続け、腕の中で眠ねむりに落ちるのを確認した。


　自分は眠らずにいて、朝に望の目が醒めたらもう一度話し合おうと思っていた筈はずなのに、いつのまにやら眠ってしまっていて……。


　そして今、家中捜さがしても望の姿はない。


　しかも、ちゃんとシャワーまで使っていった形けい跡せきがあるのだから実に小憎にくたらしい。


「次は絶対に逃がさない」


　竜大は怒いかりのあまり拳こぶしを握にぎりしめていた。











　その日の午後、竜大は佐原宅を訪れた。


「で、結局、逃げられたんですか？」


　真ま面じ目めな表情と声こわ音ねだが、佐原の肩は微び妙みように震えている。


「我慢してないで、笑えば」


「いえいえ、とんでもない。心から同情いたしますよ」


　竜大がじろりと睨にらむと、おっとりと微笑ほほえんでかわしてしまう。


「恵くん、ちょっとこっちにいらっしゃいませんか？」


「はい」


　声を高めて佐原が呼ぶと、待ってましたとばかりに台所からひょっこりと恵が顔を出した。


　最近の竜大の不ふ機き嫌げんさを警けい戒かいした佐原から、安全を確認してから呼ぶから、それまで出てくるなと申し渡わたされているのだ。


「ぼくもおじゃましま～す」


　恵の後に続いて、ひょっこりと佐原のマネージャーの野上も顔を出す。


「おや、野上くん、帰ってたんですか？」


「帰ってたんですよ。あ、これ、取材のお土産みやげです。──京都の抹まつ茶ちや葛くずぜんざい。冷やしてあるから美味しいですよ」


　野上は、器に盛りつけ終えたぜんざいを、ちゃっかり自分の分もいれて人数分用意していた。


　お盆ぼんに載のせられた器と冷茶を、恵が座ざ卓たくに並べる。


「兄ちゃんのこと、なにかわかったの？」


　なんとなく不ふ愉ゆ快かいそうな気配を察したのだろう。


　恵は、久我にではなく、佐原にそう聞いた。


「わかったというか、帰ってきたんだそうです」


「何時いつ？　で、今どこにいるの？」


　恵の表情がぱあっと明るくなる。


「昨夜。マンションのほうに帰ってきたそうなんですが、朝にはまた消えてしまったそうで」


「なに、それ」


　朗報だと喜んだ恵は、一気にしぼんだ。


「でも元気なのは確かなようですから、一安心でしょう」


「そうだけど……」


「なるほど。元気にやることだけやって、トンズラしたわけですね？」


「……え、それって」


　ポンと手を打った野上の、ドンピシャな推測に、恵は一気に赤くなると挙動不ふ審しん気味に視線を泳がせた。


　兄の性生活に関するネタは、恵には少々気まずすぎるようだ。


「あー、めぐむくん。ぜんざいどぞ。うまいですよ」


「え、あ、うん。ありがと、ひろしくん」


　自らの失言を埋うめるべく野上が勧すすめ、勧められるまま恵も器に手を伸のばす。


「どこで暮らしているか、聞き出せましたか？」


　そんな恵を見て苦笑しながら、佐原が聞いた。


「聞きそびれた」


「なるほどなるほど、それどころじゃなかったんですね」


「野上くんは黙だまってなさい。──手がかりになるようなことは？　以前と変わったところとか」


「……髪かみを切ってた。首のあたりまで。それで赤っぽい派手めなメッシュを入れてたな」


「うわっ、なんかそれ、やたら弾はじけちゃってません？　望先せん輩ぱいのあの顔でそれやったら、イロモノにしか見えないですよ」


「野上くん、一言多い。──でも、確かにそれでは目立ちますよね。写真も渡してあるし、探たん偵ていの情報網もうにひっかかりそうなものですが」


「探偵の能力が低いんじゃないのか？」


「父の事務所でも使っているところですから、能力的には問題ないかと思うんですが……。ご心配なら、久我家のお抱かかえに頼たのまれたらいかがです？」


「さすがにそれはまずいだろうな」


「そうなんですか？」


　自分の海外転勤に半ば強ごう引いんに恋こい人びとを同行させ、人目もはばからず同居までしていた人物の言葉とは思えない。


　佐原は、軽く首を傾かしげた。


「それでは髪形の変へん更こうを伝えて、依い然ぜん、捜そう査さ継けい続ぞくということで？」


「ああ」


「でも、望のことだから、また自分からひょっこり出てきそうな気がしますがね」


「……実は、俺もそんな気がするんだ」


　昨夜のあの態度から察するに、一、二週間したらまた悪びれぬ顔でひょっこり現れそうだ。


「今度は絶対に捕つかまえてやる」


　竜大は強い調子でそう言うと、脇わきに置いてあった紙かみ袋ぶくろを手の甲こうで軽く叩たたいた。


　紙袋の音に紛まぎれて、ちゃりっと金属音が聞こえる。


「それ、なにが入ってるんです？」


「手て錠じよう」


　興味を引かれた野上に聞かれて、竜大が答えた。


　手錠とはいっても、ただの玩具おもちやだ。


　ここに来る途と中ちゆう、古びた玩具屋の店先に売っていたのをみつけたのだ。


（どうせだったら、本物を用意しとくかな……）


　紙袋をあけて、手錠を座卓の上に無造作に置く。


　こんな玩具じゃ、本気で力を入れれば簡単にちぎれてしまう。


　もっと頑がん丈じようで、しかも外そうと暴れても、あまり傷がつかないような素材のものがいい。


「あれま、久我先輩、それはあまりに不ふ穏おんな」


　物ぶつ騒そうなことを竜大が真しん剣けんに考えていると、野上がひきつった笑えみを浮うかべて言った。


「望相手なんだから、これぐらいじゃないと」


「そんなの駄目！」


　さっと恵の手が伸びてきて、座卓の上から手錠を取り上げる。


「そんな酷ひどいことしなくても……。他ほかに方法があるんじゃないですか？」


　兄ちゃんを監かん禁きんだなんて絶対に許さないと、手錠を握りしめ果か敢かんにも竜大を睨みつける。


「恵くん、大だい丈じよう夫ぶですよ。冗じよう談だんですから」


「え、でも……」


（本当に似てない）


　佐原にたしなめられ、手錠を握りしめたまま恵がオロオロするのを眺ながめて、竜大はそう感じた。


　裏表のある根性悪の兄と、素す直なおで単純な弟。


　顔は似ているが、性格の違ちがいのせいで、その印象はまったく違う。


（こっちはつまらないな）


　竜大は素直さに美徳など感じない。


　裏表のある望の奇き妙みような性格に興味を持ったのが、ふたりの関係のはじまりだった。


　それを思い返してしまうと、いま望に自分がふりまわされているのも自じ業ごう自得なような気がして、気分が悪かった。


「弟だからって、少々調子にのりすぎてないか？　ふたりのことに口を挟まないで欲しいな」


　大人げない八つ当たりをして竜大が軽く睨むと、恵はビクッとした。


「でも……」


　これだけは返せないと手錠をギュッと握にぎると、たしなめようとする佐原ではなく、恵と一いつ緒しよになってオロオロしていた野上に手て渡わたした。


「ひろしくん、お願い」


「え、ぼくにお願いしちゃうんですか？　お願いされるのはやぶさかではないですが、相手が少々やばいような……」


　野上はちらりと竜大を見て、わざとらしくぶるぶると身み震ぶるいする。


「馬ば鹿か言ってないで、さっさと返せ」


　野上のふざけた態度にすっかりあほらしくなった竜大は、投げやりな調子でそう言うと野上に向かって手を伸ばした。


「いえ、でもですね……。──あ、武たけ文ふみさん、ども」


　伸ばされた手から逃のがれようと立ち上がって、廊ろう下かに出た野上は、玄げん関かんのほうからやって来た佐原の弟、武文にぶつかりそうになった。


「おう、ご無ぶ沙さ汰た。相変わらず賑にぎやかだな。呼よび鈴りんに誰だれも気づいてないようだから、勝手にあがったぞ。──兄貴、母さんから、これ」


　武文は左手にもっていた重箱を掲かかげる。


「岩井さんが温泉旅行でいないんだって聞いて、なんかはりきっちゃったみたいでさ」


「まさか、あの人が自分で作ったんですか？」


「ああ、そうだ。メイド達が苦く笑しようしてたから、味の保証はできかねる」


　佐原の記き憶おくの中には、お嬢じよう様さま育ちの母親が台所に立つ姿は一いつ切さいない。


「……それは、どうも。──武文も一緒に食べていって、母さんに感想を伝えてくださいね」


「…………う。──野上さん、なに騒さわいでたんだ？」


　武文は返事を保留しようとして、野上に話題をふった。


「いえ、これがですね」


　野上は、手錠をズイッと武文の胸元に向かって突つき出した。


「手錠？」


　条件反射で受け取ってしまった武文が、不思議そうな顔をする。


「預かってください」


「別にいいが……。なんなんだ？」


「そこの人が、それで、とある人を監禁しようとしてるんですよ。武文さん、弁護士でしょう。罪の重さをしみじみと説いてあげてくださいよ」


「監禁？　穏おだやかじゃないな」


　ちょうど竜大が入り口に背を向けていたせいでその存在に気づいていなかった武文は、そこの人という台詞せりふに反はん応のうして振ふり向いた竜大の顔を見て、「げっ」と呟つぶやいた。


「げ？──武文、随ずい分ぶんなご挨あい拶さつじゃないか？」


「いえ、あの……。竜大さん、お久しぶりです」


　ころりと態度を変え、頭を下げる。


　主従関係にある家同士の繫つながりを子供の頃ころから教え込まれていただけあって、武文は竜大が非常に苦手だった。


　思わず姿勢を正して礼れい儀ぎ正しく挨拶してしまう。


「これは、竜大さんの？」


「そうだ。返してくれないか？」


「武文さん、渡わたしちゃ駄だ目め」


「そうそう、権力に屈くつしちゃいけませんよ」


「そう……言われてもな」


　恵と野上の声に、武文は困こん惑わくした顔をした。


　兄の隼人は早くから達観してしまったようだが、父の跡あとを継ついで弁護士となった武文にとって、久我家の直系は絶対の存在だった。


　久我家を守るためなら、国の法をさえ欺あざむくのが佐原の人間の役割なのだから……。


「と、とにかく話し合って、打開策を……」


　武文は汗あせをかきつつ、畳たたみに膝ひざをつく。


「なにを萎い縮しゆくしてるんだ？　馬鹿らしい」


　竜大は眉まゆをひそめた。


「俺はもう久我の家とは縁えんを切ったんだ。普ふ通つうにしていろ」


「え、縁を切った!?」


「それは、いったいどういうことです？」


　竜大の言葉に佐原家の兄弟が過か剰じように反応する。


「相続権を放ほう棄きした。──聞いてないのか？」


「わたしは初耳です。武文は？」


「俺も聞いてない。って言うか、んなこと誰も知らないって。公表されてたら大おお騒さわぎだぜ。耳に入らないわけない。──竜大さん、悪い冗談はやめてくださいよ」


「冗談じゃない。本当のことだ。前回帰国したときに、父とは話をつけてある」


　竜大の言葉に、佐原家の兄弟は戸と惑まどったように顔を見合わせていた。








　妙みような匂においを放つ重箱から逃れるため、早々に佐原宅から出た竜大は、考え事をしながら特にいくあてもなく足の向くままに歩いていた。


（なぜ、あの人は俺が久我の家の相続権を放棄したことをまだ公表していないんだ？）


　書類関係の手続きは面めん倒どうだから父に一任したのだが、それが悪かったのだろうか？


　もしかしたら、一時の気まぐれから出た言葉だと判断され、保留されているのかもしれない。


　落ち着いたら、もう一度父に会いにいかなければならないようだ。


　弁護士も立ち会いの上で、今度こそ正式に話をつけよう。


（いや、このままにしておいたほうがいいのかもな）


　竜大が久我の相続権を放棄したという事実を知った直後に望は家出した。


　その事実が、望にとってなんらかの引き金になったのは間違いないことのように思える。


（望は、俺が久我の跡あと取とりでいたほうがいいのかもしれない）


　基本的に望は、利用できるものはなんでも利用するという打算的な考え方の持ち主だ。


　竜大がいずれ引き継ぐ筈はずだった久我の財力や権力に、強い魅み力りよくを感じていたとしても不思議はない。


　次に会ったとき、その点を問いただそうと竜大は思う。


（しかし、あそこは賑やかだったな）


　あの後、あまりの賑やかさにすっかり面倒になった竜大は、どうせ玩具おもちやだからそのままおまえが持っていろと、武文に手て錠じようをくれてやった。


　佐原の家に、大学時代から佐原のまわりをうろちょろしていた野上がいるのは当然としても、弟の武文までが出入りしているとは意外だった。


　竜大が知る限り、佐原家の兄弟の縁は薄うすく、同席していても必要以上のことは話さないような冷たい関係だったからだ。


　竜大が、佐原とふたりきりになったときにそう指し摘てきすると、「わたしもそう思っていたんですが」と佐原は認めた。


「お互たがいに色々誤解があっただけのようで。最近は頻ひん繁ぱんに顔を出してくれますよ」


　もっとも、恵くんと遊ぶのが楽しいだけなのかもしれませんが、と言って定番のおっとりとした笑えみを見せた。


（変わった）


　昔から、佐原のまわりには常に人がいた。


　来るもの拒こばまず去る者追わずのプレイボーイとして週刊誌を賑わわせていた時代もある。


　家同士の付き合いで面識はあったが、実際に親しくなったのは高校生になってからのこと。


　その頃から、佐原は欲も執しゆう着ちやくもない人間なのだろうと、そう竜大は思っていた。


　なにも求めないし、なにも必要とはしない。


　自分自身を含ふくめ、守るべき大切なものがなにもない。


　だからこそ、なにかを守るために、他人を拒きよ絶ぜつする必要もないのだろうと……。


　そして今、佐原は恵を得て変わってしまったようだ。


　守るものを得たことで、強い芯しんが一本通ったような感じとでもいえばいいのだろうか？


（それでも、あいつは拒まない）


　佐原は、家の中はもとより、自分の目の届かない場所で恵の側そばに近づいてくる人間がいることを許容しているように見える。


　竜大にはできない芸当だった。


　自分以外の人間が、服越ごしであろうと望に触ふれることは許せない。


　誰かの視界に入れることさえ嫌いやなぐらいだ。


　企き業ぎようグループの跡取りとしての立場がある限り、竜大のまわりには、肩かた書がきに惹ひかれる男女問わない人間が集まってくる。


　鬱うつ陶とうしかった。


　望とふたりきりで生きていければそれでよかった。


　だから、望以外のものはすべて捨てた。


　それなのに、どこにもいかないよう大切に抱だきしめていた筈の望までもが、この腕うでの中からいなくなってしまった。


（……俺はひとりだ）


　望を手に入れる前、竜大はひとりだった。


　沢たく山さんの人が周囲に集まってきてはいたが、その手を取ろうとさえ思わなかった。


　あの頃は、ひとりであることが逆に気楽でさえあったというのに、今のこの寂せき寥りよう感はいったいなんなのか？


　竜大と同じように、かつてはひとりきりで生きていた筈の佐原。


　その周囲の賑にぎやかさに、軽い苛いら立だちを覚えるのはいったいどうしたことか？


　自分は羨うらやんでいるのか？


（ばからしい）


　不意に浮うかんだ考えを振り払はらうために、軽く頭を振る。


　その拍ひよう子しに、バス停ていの表示が視界に入った。


（こんなところからもバスが通ってたのか）


　停車地の中に、竜大達が通った高校にほど近い地名があった。


　望を捜さがす以外には、なにもすることのない日々に飽あいていた竜大は、気まぐれを起こしてちょうどすべり込んできたバスに乗り込んだ。








　目的の停留所で竜大がバスを降りた頃には、街は夕暮れを迎むかえていた。


　強い日差しは消えても、日中に充じゆう分ぶん熱をため込んだ道路から熱気がはい上がってくる。


　湿しつ気けを含んだ風が汗ばんだ肌はだに触れていくのが不快だった。


（ここらあたりも随ずい分ぶん変わったか）


　駅からまっすぐ伸のびる道路に面して連なっている、二百メートル程度の小さな商店街。


　立ち止まり、目をすがめて灯あかりがつきはじめた街を眺ながめる。


　高校に入学した当初は運転手の送そう迎げい付きだったから、本来ならば見慣れる筈のない商店街だった。


　だが望に興味を抱くようになってからは、少しでも望と同じ時間を過ごすために、校門までだった送迎を望が使っていた駅までに変えた。


（たった五分だったのにな）


　あの頃ころ、魅力的な笑顔を惜おしげもなく振ふりまいて、次から次へと知り合いを増やしていく望に、竜大は奇き妙みような焦あせりと苛立ちを感じていた。


　自分でもわけのわからない衝しよう動どうに駆かられるまま、望に子供じみたいたずらをしかけて困らせ、我が儘ままだと怒ど鳴なられたこともある。


　そして、それが決定打だった。


　望は、竜大に向かって、声を荒らげ本気で怒鳴った最初の人間だった。


　ずっと皆みなに特別扱あつかいされ、親からさえ壊こわれ物を扱うように気を遣つかわれていた竜大にとって、それははじめて聞く、自分自身に向けられた人間の生の声。


　久我家の跡取りではなく、ひとりの生身の人間として扱われたことに衝しよう撃げきを覚えた。


　目が醒さめた、とでも言えばいいのだろうか？


　自分もまた、他ほかの有う象ぞう無象の人間達のように、欲求というものを持つひとりの人間なのだと実感できた瞬しゆん間かん。


　そして、それ以後、竜大の目には望しか入らなくなったのだ。


（どうせここまで来たんだ。完全に暗くなる前に、校門ぐらいは見ておくか……）


　竜大は、暇ひまつぶし程度のつもりで、不ふ愉ゆ快かいな熱気の中、商店街の歩道をゆっくりと歩き出した。


　と、そのとき、


「生徒会長！　じゃなくて、久我、久我竜大じゃないか？」


　ちょうど通りかかった店から、やたら親しげな調子で、丸顔で小太りの見知らぬ青年が話しかけてきた。


「君は……」


「え、覚えてない？　俺、印象薄かったかもなぁ。佐原と組んで生徒会の会計やってた、阿あ東とう実みのるだけど」


「ああ、阿東か……」


　うっすらとだが、いつも人が良さそうににこにこしている丸顔の生徒会役員が居たような記き憶おくがある。


　確か、おっとりした佐原といいコンビだったような……。


「懐なつかしいなぁ。今日はなんでこんなところに？　高校に用事でもあるのか？」


「いや、退たい屈くつだったんで、ふらついてただけだ」


「それなら、ちょっと店に寄ってかないか？　いいお茶があるんだ」


　ご馳ち走そうするよ、と嬉うれしそうに笑う丸い笑顔が、記憶の中のそれと重なる。


　可もなく不可もない、これといって特とく徴ちようのない能力の持ち主だったが、場の雰ふん囲い気きを和なごませることに関してだけは長たけていた。


「そうか……。君の家はお茶屋だったね」


　それで、いつも生徒会室はお茶に不自由することはなかった。


　とはいえ、コーヒー党が大多数だったから、消費するのはもっぱら会計コンビだけだったのだが……。


　誘さそわれるまま、ひんやりとした空気が心地いい店内に入る。


　掃そう除じがいき届いた店内の壁かべ一面に、時代を感じさせる大きなお茶の缶かんが並び、ショーケースには、やはり年季の入った茶器が余よ裕ゆうを持って品よく飾かざられている。


　整然として落ち着いた眺めだが、目を引く華はなやかさや活気には欠けているようだ。


　丁てい寧ねいに淹いれてもらったお茶を一口含むと、外の熱気のせいでいやな感じに乾かわいていた口の中に爽さわやかな清せい涼りよう感が広がった。


「ああ、確かにいいお茶だ」


「だろ？　家で扱ってるなかでも一番上等なんだ。少し持ってかないか？」


「いや、買わせてもらうよ」


「いいっていいって。どうせもうじき、この店も閉めるつもりだからさ。味のわかる人に飲んでもらいたいしな」


「経営がうまくいってないのか」


「まあ、ティーパックやらペットボトルのお茶が全盛の時代だし、ちゃんとしたお茶なんかお正月くらいにしか買ってもらえないからな。地方の小売店向けの問屋もやってたんだけど、商売相手も軒のき並なみつぶれてお手上げさ」


　つい最近までサラリーマンをやっていたが、父親が病気で入院したのを機に、家に戻もどってきたのだと阿東は言った。


　ただ店を維い持じするだけならばなんとかなるのだが、肝かん心じんの父親の病気が思わしくなく、治ち療りようにかかる医療費の負担もかなりのもので、このままずるずると借金を増やしていくより、傷が浅いうちに思い切って店を閉めて土地を売り、サラリーマンに戻ったほうが得策ではないかと最近では考えるようになったと……。


「店を潰つぶすためだけに戻ってきたみたいで、親おや父じには申し訳ないけど……。っと、久しぶりに会ったってのに、いきなり愚ぐ痴ちを聞かせて悪かったな」


「いや」


（今のは、愚痴だったのか）


　阿東がにこにこしているせいで、話を聞いていてもあまり切せつ迫ぱくした印象を受けていなかった。


　もとより竜大には、経済的に切迫するという事態が、あまり実感として理解することができないのだが……。


「久我は今なにやってんだ？　親父さんの系列会社で修業中か」


「いや。つい最近辞やめた。今は無職だ」


「そっかぁ。久我クラスになると、別に無理して働かなくても食ってけるんだもんな」


　ほ～っと感心したようにため息をつく。


　通常なら嫌いや味みに聞こえそうな台詞せりふだが、邪じや気きのないにこやかな丸顔からは、素す直なおにただ感かん嘆たんしている雰囲気しか伝わってこない。


「そうだな」


　──働かざる者食うべからず。人として、これ当然！


　散々望に言われたことわざが、不意に脳のう裏りに甦よみがえる。


「もう少ししたら、なにかやれることを探すかもしれないけどね」


　インプリンティングされた罪悪感から、なにげなくそうつけ加えると、阿東は、「じゃあ」と急に目を輝かがやかせた。


「家うちで働かないか？　って無理か。無理だな……」


　久我を雇やとえるような金ないしな、と声がどんどん小さくなっていく。


「店、閉めるんじゃなかったのか？」


　竜大は苦く笑しようした。


「そのつもりだけど。でも代々やって来た店だし、できればなんとかして生き残らせてやりたいじゃないか。久我がいれば、なんとかなるような気がするからさ」


「まぁ、多少の資金の融ゆう通ずうぐらいならできるかな」


　なんの気なしにそう言うと、阿東の顔から急に笑え顔がおが消えた。


「……俺、そんなつもりで言ったんじゃない。融ゆう資ししてくれる銀行もまだあるし」


「そうか」


「高校時代、久我が生徒会長だった頃ころのことを思い出しただけなんだ。どんなトラブルでも、久我の指示ひとつで呆あきれるぐらいすんなり解決してただろう？　あの調子で、ちょいっと指示を出してもらえれば、なんとかなるかもなんて甘いことを考えちゃっただけでさ」


　怒おこった顔を見せたのが恥はずかしいのか、困った顔になる。


（指示か……）


　てっきり久我家の潤じゆん沢たくな財力を期待されたのだと思った竜大は、阿東の意外な言葉に戸と惑まどっていた。


　あの頃は、特別なことをしているつもりはなかった。


　ただ、自分の目に映る様々な流れが、スムーズになるように皆に伝えただけだ。


「さすがにお茶屋のことはわからないから、指示は無理だな」


「だよな。馬ば鹿かなこと言って悪かったよ」


「いや。でも、人を紹しよう介かいすることぐらいならできるかもしれない」


「人？　経営コンサルタントとかか？」


「いや、店てん舗ぽ系のデザイナー。ここは駅からも近いし、近きん隣りんの中高校生の通学路にもなっているから、思い切って古いスタイルを捨てて、ちょっと明るめの店構えにしたら集客力が上がるんじゃないかと思って」


　老舗しにせのプライドまで棄すてることはない。商品の品質は落とさず、小分けにして単価を下げるだけで、購こう買ばい層の幅はばは広がる。


　中身よりはまず包装のデザイン次し第だいで客は寄ってくるし、さらに味がよければリピーターもつくだろう。


　望を追って帰国して以来、探たん偵てい達に望の行方ゆくえを探さぐらせるだけじゃなく、竜大自身も、望の姿を求めてあてもなく歩き回っていた。


　道すがら、望が好きそうなグッズやデザイナーズショップをみつけては、店内に足を運んだ。


　企き業ぎよう間における大きな取とり引ひきは竜大の専門分野だったが、こうした小型店舗に関しては専門外。


　どうせ時間だけはたっぷりあるのだし、いずれ望の役に立つかもしれないとの思いもあって、暇ひまつぶしに店の者から店の成り立ちやコンセプトなどを聞くこともあった。


　どういうわけか、竜大がなにかを聞くと、ほとんどの人は聞いた以上のことをべらべらと勝手に話して教えてくれる。


　そのせいで、たわいもない暇つぶしの筈はずが、意外に多くの情報と名めい刺しとが集まってしまっていた。


「老舗としてのスタイルを崩くずすのは嫌いやか？」


　複数の小型店舗を眺ながめてきた経験から思いついた、無責任で非常に単純な思いつきだ。


「いや、そんなことないよ」


　だが阿東はそうは思わなかったようで、丸い顔に笑みが戻っている。


（暇つぶし程度にはなるかな）


　竜大は、適当なデザイナーを探して必ず連れん絡らくすることを約束して店を出た。




５







　順調に進むはずだったプロジェクトは、進行途と中ちゆうの些さ細さいなミスに侵しん食しよくされ、頓とん挫ざしかかっていた。


　このまま無理に推し進めても傷を深めるばかり、思い切って方針を変へん更こうするべきだと訴うつたえる者と、規模を縮小してでも推し進めるべきだと訴える者とが、会議の席上で鋭するどい言葉を交わしあっている。


（こりゃ、長引きそうだな）


　表向きは竜大の秘書ということになっていた望は、プロジェクトのブレーンとして会議に出席している竜大のお供をしていた。


　鋭い言葉が飛び交かうものの、その場に緊きん張ちよう感はない。


　最初の計画通りにプロジェクトが進行することはなくとも、大企業故ゆえの底力でプロジェクト自体が完全に消しよう滅めつすることがないのがその原因だろう。


（この機会に、主導権を握にぎりたいってのがみえみえだっつーの）


　それまでトップを張っていた者が、ミスの責任を負うことになるのは明白だった。


　空席となったプロジェクトのトップの座に誰だれが座るか、この会議の結果でそれが決まる。


（見てると、微び妙みようにいてーよな）


　策を弄ろうして、なんとか自分が中心に立とうとしている者達の姿に、望はついつい昔の自分を重ねてしまう。


　どれほどに頑がん張ばってみたところで、一いつ瞬しゆんで努力が水すい泡ほうに帰す瞬間があることを、彼らはまだ知らないのだろうか。


「おい」


　周囲に聞こえないよう、望は隣となりの席に座る竜大の足をつま先でつついた。


「なに？」


「もう飽あきた。さっさと終わらせろよ」


　望がそう言うと、竜大はしょうがないなぁと言わんばかりに苦笑した。


　そして、穏おだやかな口調で話し出す。


「失礼。──少々、意見を述べさせてもらいたいのだが」


　竜大の声に、騒そう々ぞうしかった会議室が静まりかえる。


　そして、その十五分後には、望は願い通りに退たい屈くつな会議から解放されていた。








　開店したばかりの、まだ客もまばらなクラブ内。


（あれは、正直格好良かったよな）


　昨夜、実際にあったことを夢に見た望は、その内容を反はん芻すうしながらカウンターに座ってペリエを舐なめていた。


　あの後、竜大は両者の意見をあっさり撃げき破はし、当初のプロジェクトをそのまま推し進めることを提案した。


　当然、修復不可能と思われていたミスを取り返すための提案もする。


　声を荒らげることなく、非の打ち所のない理論を展開する竜大の姿に、やっぱ本物は違ちがうと望はひっそりとみとれた。


　そしてプロジェクトのトップの座は、意外にも変更されることはなかった。


　あわやプロジェクトを頓挫させかねないミスを犯した人間に対して、減給のみのペナルティで一言の叱しつ責せきもなく、再び責任ある地位を与あたえることに望は疑問を感じた。


　替かえるように誘ゆう導どうしたほうがいいんじゃないのかと竜大に言ったら、


「だって客観的に見て、彼以上の適任者はいないだろう？」


　二度も同じ失敗をするような人でもないしね、と逆に不思議そうな顔をされた。


　通常だったら、責任をとって降格が当然の処置だっただろう。


　一度の失敗が彼の精神に与えた影えい響きようは計り知れないし、二度目の失敗がないという保証はない。


　不安要素は取り除くべきだ。


　だが、竜大はなんの不安も感じていないようだった。


（ったく、違うよな）


　会議の席で声を荒げることがないのは、自然に人目を集める天性のカリスマ性を備えているが故に、そんなパフォーマンスを必要とはしないから。


　一度失敗したとしてもその失敗に捕とらわれることなく、その者の能力を正しく把は握あくすることができるのは、竜大自身が失敗を恐おそれてはいないからだ。


（いや……。失敗するって可能性をまったく考えてねーのか）


　どんな状じよう況きようであろうとも冷静に打開策をみつけることができるという、絶対の自信が竜大にはあるのだ。


　そんな意志の強さもまた、持って生まれた才能だろう。


　そして、プロジェクトは竜大の予測通り、一度目の失敗を取り戻もどそうと以前にもまして意欲的に働くトップを核かくとして、完全なる成功を収めたのだ。


（それが、今じゃ、あーだもんな）


　望の失しつ踪そうに慌あわてふためき、あっさり会社を辞やめて追いかけてきた竜大。


　今の彼には、あの日、会議で見せた輝かがやきはない。


　恋こい人びとしか目に入っていない、ただの男だ。


（ったく、ぐーすか寝ねてやがって……）


　その図太さだけは、誉ほめてやってもよさそうだ。


　眠ねむれない苦しさは身をもって知っている。


　だからこそ、竜大がひとりで眠れない夜を過ごしていたらといったん気になってしまったら、もうどうにもならなくなって、わざわざ休みまで取って実家のマンションに戻ってしまったのだった。


　だが心配していた竜大は、ドアが開く音にも、人の気配にも気づかず、ぐっすり。


　あまりの熟じゆく睡すいぶりに望は呆あきれてしまったが、同時に安あん堵どもした。


　ひとりで眠れぬ夜を過ごさせるために、竜大の側そばを離はなれたわけじゃない。


　望が側にいる限り、竜大は望のことしか考えようとしない。


　離れている間、望自身だけじゃなく、竜大にも、自分自身を振ふり返り考えてみて欲しかった。


　本当に、今のままでいいのかと……。


　たぶん、それは独りよがりな考えなんだろうっていう自覚はある。


　自分の独りよがりな考えのせいで竜大をひとりにしているという罪悪感があるからこそ、余計に竜大のことが気にかかり予定を変更してまでマンションに戻ってしまったのだ。


（でも、あんだけ眠れるんなら大だい丈じよう夫ぶだな）


　もし眠れずにいたらと思って、睡すい眠みん薬やくまで用意したのだが、自分の逃とう走そう用以外には必要なかった。


　竜大を起こす前、枕まくら元もとにあったミネラルウォーターの瓶びんに薬を溶とかし込んでおいた。


　無味無む臭しゆうとまではいかないから微妙に味が変わっていた筈はずだが、乾かわいた喉のどには些細な味の変化など関係なかったようだ。


（後で気づいたかな）


　睡眠薬を使ったのに気づいていなければ、この手はもう一度有効。


　あれ以来、久しぶりの熱い夜にすっかり味を占しめた身体からだが、夜になるとうずき出すようになっている。


　これまでのような我が慢まんは、あまりできそうにない。


　ついでにもうひとつ。


　クラブに足繁しげく通ってくる灰野の存在がけっこう大きかった。


　一いち途ずに見つめてくる灰野の瞳ひとみに、望はどうしても竜大を連想してしまうのだ。


　ここにいるのが竜大だったらとそんなことを考えて、ついつい恋しさが募つのってしまう。


　本物の竜大に会いたいと思う気持ちが止められなくなる。


（癖くせになってる、ってのとは違うんだろーな）


　この前の逢おう瀬せの記き憶おくでも、抱だかれた喜びより、熟睡している竜大の寝顔に安堵した気持ちのほうが強く心に残っているくらいだ。


　不本意ながら、自分で思っていた以上に、竜大に参ってしまっているらしい。


（ほっといて、浮うわ気きされても困るしな）


　せっかく離れたのに自分から何度ものこのこ戻ったんじゃ効果がないと理性が訴うつたえる。


　望は、心の中で自分の理性にあれこれと言い訳しながら、着実に二度目の襲しゆう撃げきの計画を立てはじめていた。


「なんだか、楽しそうですね」


「ん？　あれ、瀬川さん。あんたがどうしてここに？　いつものバーテンくんは？」


「彼は夏風邪かぜでお休みです。わたしは臨時の代理。──うまくやっておられるようで」


「お陰かげさんで。そっちはどう？　恵は元気？」


「あまり元気じゃありませんよ。お兄さんが行方ゆくえ不明、そのせいで楽しみにしていた旅行も中止にしたぐらいですから」


　それでも、なんとか元気なふりを装よそおってはいますね、と瀬川は口元に薄うすい笑えみを浮うかべた。


「う……。そっか、そーだよな」


　自分が居なくなれば、恵が心配するのは当然だ。


　しかも恵の性格上、どんなに心配しても顔には出さないように我慢して、無理して笑っているに違いない。


　最初に計画を立てたとき、恵に関しては佐原が側についていれば安心だと、ただそれしか思わなかった。


　気づくことができなかったのは、望が竜大のことしか考えていなかったせいで……。


（竜大のことばっかいってられねぇや）


「望さん、起きたほうがいいですよ」


　頭を抱かかえてカウンターに突つっ伏ぷす望に、瀬川が小声で声をかける。


「このクラブの真のオーナーがおみえのようですから」


「なんだよ。真しん贋がんがあんのか？」


「ええ、名前を出すのを嫌きらわれるんです」


　言われて顔をあげると、ボディガードらしき人物に先導された複数の男性客が入ってくるところだった。


「……うわっ、やべ」


　集団の中心にいる人物を見た望は、思わず手で口元を覆おおいカウンターに顔を戻した。


「どうかなさいましたか？」


「いや、このホテルの親企き業ぎようを再認識しただけ」


　ここが久我の系列だというのは、先刻承知だった。


　とはいえ、日本にいる限り、完全に久我と関わりのない企業を探すのは難しい。


　早世した望の父親が勤めていた会社も、久我の系列会社だったぐらいなのだから。


　だから、系列であろうと気にしていなかった。


　頂点に立つ一族と、末まつ端たんの職場のアルバイトが出会う確率など、無いに等しいと思っていたから……。


　だが、現実はこれだ。


　集団の中心にいたのは、久我グループの会長、竜大の父親。


　望にとっては、もっとも顔を合わせづらい人物だった。


「もういったか？」


　気まずくて振り向けないから、集団が奥のスペースに消えたかどうか瀬川に確認をとった。


「……望さん、諦あきらめたほうがよさそうですよ」


　瀬川はそう言うと、グラスを磨みがいていた手を止め、望の背後に向かって軽く黙もく礼れいする。


　ポン、と肩かたを叩たたかれ、望はビクッと身を震ふるわせた。


　恐おそる恐る振り向くと、


「望くんじゃないか」


　驚おどろいたような表情の見知った顔がそこにあった。








「お久しぶりです」


　人ひと払ばらいされ、奥まったスペースのソファーに座らされた望は、かしこまって頭を下げた。


　息子と一いつ緒しよにニューヨークにいるはずの社員が、なぜホストなんかをやっているのか？


　きっと今、会長の脳のう裏りをよぎっている筈の疑問の数々を想像するだけで、いやな汗あせが背中をつたう。


「うん。三年ぶりぐらいかな。──で、どうして君がここにいるのか聞いてもいいかな？」


（きたっ）


　さて、なんと答えたらいいものか。


　あまりに突とつ然ぜんすぎて、誤ご魔ま化かす言い訳すら簡単には頭に浮かばない。


「竜大とは、もう別れたのか？」


　ズバッと核かく心しんをつかれ、望は絶句した。


　同居したあたりから、たぶんばれているだろうなとは覚かく悟ごしていたが、こうもはっきり言われるとさすがに言葉に詰つまる。


「……いえ、あの」


「ああ、責めているわけじゃない。君たちの関係は以前から知っていたし、竜大から直接聞いてもいる。──父親として、心配しているだけだよ」


「竜大から、聞いた？」


「そう。自分には跡あと継つぎは作れない。君のために相続権を放ほう棄きすると言われたよ」


「そ、そうですか」


　普ふ通つうだったら怒おこるところだと思うのだが、目の前の人物は不思議に落ち着いた態度で微笑ほほえみさえ浮かべている。


（逆にこえーよ）


　なにを考えているのかわからない人ほど怖こわいものはない。


「それに、ニューヨーク支社の仕事はどうしたんだね？」


「会社は辞やめました。──ご存じなかったのですか？」


　ニューヨークにいた頃ころ、竜大が嫌いやがるから遠巻きにではあるが、常にガードサービスの人間がついていた。


　そちらのほうから、直接報告がまわっていると思っていたのだが……。


　望がそう指し摘てきすると、会長は苦く笑しようした。


「確かに以前は逐ちく一いち報告させていたがね、竜大が酷ひどく嫌がって、安全確認以外の報告はしないという方向で話がついているんだよ。だから、君たちの近きん況きようにはうとい」


「竜大が日本に戻もどってきているってことは、ご存じですよね」


「いや、それも初耳だ。……竜大の仕し業わざか」


「たぶん」


　望はともかく、竜大が会社を辞めるとなると、本社に連れん絡らくがいって当然。


　それがなかったのだから、竜大がなんらかの手をまわしたのは確実だ。


　ガードサービスのほうは、信用問題に関わるから企業ぐるみでは難しいが、個人にターゲットを絞しぼると買収できる可能性が高くなる。


　たぶん、報告書類作成に関わる人間あたりを狙ねらったに違ちがいない。


「やられたな。──竜大は元気なのか？」


「ええ、かなり」


「ふむ。それがわかるということは別れたわけではないらしい。君がこんなところで働くことを竜大が許すわけないと思うんだが、いったいどういうことなのかな？　喧けん嘩かでもしているのかい？」


「いえ、そういうわけでは」


「はっきりしないな。やはり、わたしには言えないのか」


「申し訳ありませんが……」


　──でも正直なところ、会長が恨うらめしい。


　そんな言葉を、望はグッと飲み込んだ。


　竜大の奇き妙みような歪ゆがみは、子供時代からの特異な環かん境きようによるものが大きい。


　無関心な母親と、腫はれ物に触さわるように接する父親。


　そして、久我家の跡取りだと意識し特別視する人々。


　そんな人間達に囲まれていたから、竜大は愛情というものをろくに知らないまま育ってしまったのだ。


　今では、愛することも愛されることも知ってはいるが、それでもやはり竜大の愛情はどこか偏かたよっているし、感情の在り方もどこかいびつだ。


　だからこそ、望が絡からむと今でも奇妙な歪みがでるのだろう。


「……そうか」


　会長は小さく息を吐はくと目を細めた。


「さっきも言ったように、君たちの関係に口だしする気はない。……しかたなかったとはいえ、わたしは不幸な女性をひとりつくってしまっているからね。竜大に、わたしと同じ轍てつを踏ふませるつもりはない」


　会長には、正妻である竜大の母の他ほかに、結けつ婚こん以前から付き合いのある愛人がひとりいて、彼女との間にふたりの子供をもうけている。


　そして、今では完全にそちらの家で暮らしているらしい。


　だからたぶん、不幸な女性というのは竜大の母のことだろう。


　彼女は、家同士の都合で結婚を強要された遺い恨こんを強く抱いだき、その結果として生まれた子供にも、愛人宅で暮らす夫にもなんら興味を示さず、本宅で雅みやびな趣しゆ味みに興じる毎日を送っている。


（この人は、竜大よりはまともだな）


　竜大とは違って、本当の愛情というものを知っている。


　だからこそ、この問題に対してここまで鷹おう揚ようでいてくれるのではないだろうか。


「ところで、この仕事をずっと続けるつもりなのかね」


「とんでもない。今だけですよ」


「そうか。君には普通のスーツ姿より、そういう姿のほうが似合うようだ。竜大が執しゆう着ちやくする気持ちがわからなくもないよ」


「……ありがとうございます」


「辞めるのは少しもったいないような気がするが。──そうだ。竜大が世話になっているお礼に、店を持たせてあげようか？」


　会長はにこにこと楽しげに笑っていた。


（冗じよう談だんの……つもりだよな）


「遠えん慮りよしておきます。──ああ、でもひとつ、お願いがあるのですが」


「なんだね」


「愛人ってことにしてもらえませんか？」


「誰だれの？」


「あなたの」


「君がかい？」


「ええ。ご迷めい惑わくかとは思いますが。──フロアのほうのお客さんに、少々本気で迫せまられていまして……。あなたのお手つきだとなれば、さすがに諦あきらめるかと」


　それは、せっせと通いつめてくれる灰野への対策だった。


　指名してもらえるのはありがたいし、話をするのもけっこう楽しい。


　どんなに口説かれても付き合ってやるつもりはなかったが、店にくる限りは遊んでやろうと思ってもいた。


　だが、どうも最近雲行きが怪あやしくなってきた。


　灰野の態度が変わったのではなく、灰野に対する望のほうの気持ちが変わったのだ。


　一いち途ずに迫ってくる姿が、妙みように可愛かわいく感じられてしまう。


　そんな風に感じてしまえば、自然に態度も軟なん化かしてしまうわけで、このままでは灰野に誤解されかねない雰ふん囲い気きにまでなりつつある。


（……大学時代の竜大と重ねすぎた）


　望が、灰野を通して見ているのは、昔の竜大であって、灰野本人ではない。


　誤解させて、もめる前に、灰野のほうからフェイドアウトしてもらいたい。


　そのための些さ細さいな噓うそ。


「かまわないよ。わたしの店の中で君に浮うわ気きでもされたら、竜大に顔向けできないからね。わたしのほうから店内に噂うわさが流れるようにしておこう。──今回の君たちのもめ事が落着したら、竜大に顔を出すように伝えてくれないか？」


「わかりました」


　父親の顔で微笑む会長に、望は深く頭を下げた。











　そして数日後。


　竜大が外出先からマンションに戻ると、玄げん関かんに見慣れたスニーカーがあった。


「望？」


　竜大は慌あわててリビングのドアをあける。


「おう、竜大、おかえり。夕飯食った？」


　キッチンのカウンター越ごしに顔を出し、望が聞いてくる。


「……まだ、だけど」


「そっか。よかった。ワインとテイクアウトの料理を色々買ってきたんだ。一いつ緒しよに食おうぜ」


「……うん」


　竜大は、深く息を吐いた。


（自分が失しつ踪そう中だって自覚があるのかな）


　ニューヨークで暮らしていたときも、月に何度かはテイクアウトの料理をふたりで買っては夕食にしていた。


　その頃ころとまったく同じように料理を温め、盛りつけしなおしている望の態度が、あまりにもいつも通りすぎて、色々と追つい及きゆうしたい気が削そがれてしまう。


（でも、これは手がかりになるか）


　竜大は気を取り直して、望がテイクアウトしてきた料理の包装紙に目を走らせる。


　その視線に気づいたのだろう。


「無む駄だ無駄」


　望が、へっと鼻で笑う。


「所在地を知られるヘマはしてねーよ」


「本当に根性悪いよね」


「まあな。──外歩いてきたんなら汗あせかいてるだろ。夕食前にシャワー浴びてきたら？」


「……わかったよ」


　本物の手て錠じようを用意しておけばよかった。


　そうすれば、もう少し緊きん迫ぱく感もでてくるだろうに……。


　竜大は本気で後こう悔かいしていた。








「で、今日はなにしてたんだ？」


　サラダを口に運びながら望が聞いてくる。


「望を捜さがしてたよ」


「そりゃ、ご苦労さん」


「……どうもありがとう。──ああ、阿東の店にもいったな」


「阿東？」


「高校時代の同級生。生徒会で会計をやっていた」


「ああ、あのお人好しのデブ」


「……望って、たまに、もの凄すごく失礼だよね」


　竜大が非難すると、望は軽く目を見開いた。


「事実を言っただけだ。けど、気に障さわったんなら謝る。──阿東の店って、確か高校の前の商店街だったよな。なんだったっけ？　仏具店？」


「お茶屋だよ。差し入れしてくれてたじゃないか。なんで仏具店だなんて記き憶おくしてるの？」


「いや、あいつ、隼人と組んで仕事してただろ？　あのふたりが一緒にいると、どうもこう縁えん側がわ爺じいさん臭くさいというか、抹まつ香こう臭いというか、年寄りじみたイメージがあってさ」


「あ、それはちょっとわかる」


「だろ？　あいつ元気？」


「うん。でも、店のほうが危なくてね。再建に少しだけ手を貸してるんだ」


「おまえに、あの手の小さな店のことなんかわかるのか？」


「わからないよ。だからわかる人間を紹しよう介かいした」


　費用の面を考えて、有名どころのデザイナーではなく中ちゆう堅けんで手て堅がたい仕事をするという評価を聞かされていたデザイナーに連れん絡らくをとった。


　今後必要になるだろう資材に関しての斡あつ旋せんが必要なら、そちらもやるつもりでいた。


　阿東は感謝していたが、そんなこと竜大にとっては退たい屈くつしのぎ程度にしかならない。


　退屈がるだろうかと思いながらも、他ほかに話題の見つからなかった竜大は、阿東の店に関するそんな話を望に話して聞かせた。


「ふうん。ま、うまくいくといいな。──ほら、もっと飲めよ」


　ワインを勧すすめる望は、あの優やさしい顔で微笑ほほえんでいる。








　夕食の後、軽い酔よいにとろんとした目と上気する耳のあたりの色気の誘ゆう惑わくに惹ひかれるまま、竜大は望の身体からだに手を伸のばした。


　ベッドにいく余よ裕ゆうもなく、ソファーの上で身体を重ねる。


「あ……っ……そこ……」


　自ら身体を押しつけ、引き込もうとする熱い身体。


　だがいったんことがすんだら、あっさりと身を翻ひるがえしてまた逃にげていってしまうのだろう。


（本当に、このまま縛しばりつけてしまおうか……）


　脱ぬぎ捨てた服で手足を縛ってしまえば簡単なことだ。


　足あし枷かせでもつけて、どこにも逃げられないよう部屋に閉じ込めて……。


「……どーした？」


　不意に動きをとめた竜大を、望が不思議そうに見上げた。


「なんでもないよ」


「なんでもないって顔じゃねーけど？」


　なにかよからぬことでも考えてたんじゃねーの？　と望は笑った。


（……駄だ目めだな）


　縛りつけて、閉じ込めるなんてことはもうできない。


　竜大が望を脅おどして身体の関係を強要していたあの頃、鼻で笑うことはあっても、こんな風に笑いかけてくれることはなかった。


　望が自分のものだと思えるのは身体を繫つないでいる一いつ瞬しゆんだけ。


　それ以外のとき、望の心は酷ひどく遠かった。


　強引に身体を繫いだことを後悔してはいなかったが、友達として共にあったときよりも望の心が離はなれてしまったことは正直辛つらかった。


　もっと近くにきて欲しくて、必要以上に身体を求めた。


　そんな風に身体が馴な染じめば馴染むほど、離れてしまった心との落差が辛くなる。


　悪循じゆん環かんだとわかっていても、そんな自分を止めることができなかった。


「やっぱ、変だぞ。竜大？」


　望の眉まゆ根ねが心配そうに寄っている。


（やっとここまで来たんだ）


　あの頃とは比べものにならないぐらいに、いま望は竜大に近いところにいる。


　振ふり出しに戻もどるわけにはいかない。


「本当になんでもないよ。──ただ、望が離れる気になれないぐらい俺に溺おぼれさせるにはどうしたらいいのか、考えてただけ」


「ふん。で、結論はでたのか？」


「どうかな……。まぁ、試してみてよ」


　滑なめらかな太ふと股ももを押し上げ、強引に身体を繫いだ。


「バ……カっ。いきなり、すぎだ……て。……んっ……」


　口では悪態をついているが、望の身体は竜大を嬉き々きとして受け入れている。


　口より正直な身体の要求に従って、竜大は身体を進めた。


「……あっ……も……たつひろ……」


　しっとりと汗ばみはじめた肌はだの香かおりを楽しみ、高まっていく望の熱に煽あおられて、竜大も燃えた。


　抱だかれている間の望は、とても従順で可愛かわいかった。


　が、しかし。


　自分の欲求が満たされた途と端たん、望はケロッと素すに戻る。


「楽しかった。さんきゅ」


　竜大の頰ほおにキスをひとつ残して、乱れた息もそのままにあっさり身体を離すとバスルームに向かっていってしまう。


　引き留める暇ひまもなかった。


「……それは、ないだろう」


　やっぱり縛ったほうが……。


　竜大は、優ゆう柔じゆう不ふ断だんという言葉の意味を身をもって知った。





　そして、およそ十五分後。


「……ずっと、そこにいたのか」


　シャワーを浴び、バスルームから出て来た望は、呆あきれたように言った。


「まあね。望は油断がならないから」


　ドア脇わきの壁かべにもたれ、望が出てくるのを待っていた竜大が片眉を上げる。


「ずっと見張ってられるわけじゃなし、無む駄だだと思うけど」


「俺の勝手だよ」


「はいはい。──アイスコーヒー飲むか？」


「望が飲むのなら、付き合うよ」


　涼すずやかな氷の音と共に、テーブルにグラスが置かれる。


　望は自分の分のグラスを手に持ったまま、竜大が座っているソファーをわざとらしく遠回りして避さけ、ひとり掛がけのソファーに深く腰こし掛かけた。


「はっきりさせておきたいことがあるんだけど」


「なんだ？」


「望は、俺が久我の相続権を放ほう棄きしたのが不満だったの？」


「もったいねーことするなとは思うけど、不満ってほどじゃねーな」


「実は、まだその話を父は公式に発表してないみたいなんだ」


「あ、そ。冗じよう談だんでも言ってると思われてんじゃねーの？」


「それはないよ。でね、望がそのほうがいいのなら、父ともう一度話して、もう一度やり直すこともできると思うんだ」


　アイスコーヒーを飲んで一いつ拍ぱく置いてから、どう？　と聞いたら、望はきゅうっと細い眉根を寄せた。


「んなこと、俺に聞くなよ。おまえの問題だろーが」


「そう？　でも、望はそのほうが嬉うれしいんじゃないの？」


「別に……。ってか、おまえ、俺が言ったら、久我の家に戻るって言うのか？」


「うん」


「冗談じゃねーよ。でもって、また親父さんに向かって、望のためにもう一回やり直すとかって、のうのうと言うつもりなんだろ？　ったく。──竜大？」


　不意に眩暈めまいを感じて、竜大は額を押さえた。


「ちょっと……めまいが」


　身体がやけに重く感じられる。


　竜大はズルズルとソファーに崩くずれ落ちた。


「ありゃ、まずったな。入れすぎたか」


　なにを？　と、聞く余裕は無かった。


「おい、竜大」


「の……ぞむ……」


　腕うでをつかもうとしたが果たせない。


　竜大は強い睡すい魔まに襲おそわれ、強制的に深い眠ねむりに落ちていった。




６







　睡眠薬で強制的に眠らされ、望をまたもや取り逃にがしてしまった。


　そのことを佐原に話したら、今度は遠えん慮りよ会え釈しやくもなく本気で爆ばく笑しようされた。


　最初のときも、きっと同じ手でやられたのだろう。


　そう思うと、可愛さあまって憎にくさ百倍で、ふつふつと怒いかりがこみ上げてくる。


　怒りにまかせ、次こそは絶対に逃がさないと本気で拘こう束そく具を用意してみたが、日がすぎていくうち、やはりそれが酷ひどく虚むなしい行こう為いだと思えてくる。


　こんなもので縛しばりつけても意味がない。


　物理的な力で縛りつけても、望の心は手に入らないのだから……。


　同じ失敗を繰くり返すだけ……。


（せめて、声ぐらい聞けたら……）


　あれ以来、望は姿を現していない。


　探たん偵てい達からの報告も、すでにルーティンワークと化しつつある。


　だが、運良く居場所をみつけたとしても、あの望が素直に戻ってくるだろうか？


（無理だな）


　飛び出していった原因がわからなければ、状じよう況きようはきっと変わらない。


　望は、きっと何度でもこの腕の中からすり抜ぬけていってしまう。


　最近の竜大は、望の捜そう索さくを探偵達に完全にまかせ、あてもなく捜さがし歩くことをしなくなった。


　その代わり、望が飛び出していった理由を日がな一日考えている。


　相続権の放棄が原因じゃないのなら、いったいなにが気に入らないというのか。


（代わりに考えろって言われても、なにを考えたらいいんだ）


　望のことなら、いつでも考えていた。


　望が求めるもの、したいと思うことを、先回りして考えて計画し実行にうつす。


　そうやって望が楽しそうにしてくれるのが、なによりも嬉しかった。


　それでなにが足りないのだろう？


　望に与あたえられた宿題は、意味不明すぎてお手上げに近い。


　ただひとつわかるのは、今の自分が酷く退たい屈くつしているということ。


　生活の中心だった望が側そばにいない。


　それだけで、やることがなにもない。


　だが望は違ちがうだろう。


　働かざる者食うべからずと言い続けていた望のことだから、無む為いに日々を過ごすような真似まねはしていない筈はずだ。


　きっとどこかで、いつものようにように器用に立ち回って、退屈しない時間を過ごしている。


（俺には、なにがやれるだろう）


　やろうと思えば、なんでもやれるだけの経済力と能力はある。


　だが、なにを？


　その疑問を己おのれの心の内に向け打だ診しんしてみたが、響ひびき返してくるものはなにもなかった。


　竜大は、己のあまりの空くう虚きよさに呆れた。








「久我？」


「え、あ……」


　考え事をして歩いていた竜大は、呼び止められ、自分が目的地である阿東の店を通りすぎようとしていることに気づいた。


「ぼんやりだなんて、らしくない」


「たまにはね。──調子はどうだ？」


「さっぱりさ。待ってたんだ。入れよ」


　言葉のわりに、阿東の表情は明るい。


　デザイナーとの話し合いも順調で、改装工事の予定も立っているようだ。


　今日は、新しく取り扱あつかうことにした小分け製品や缶かんケースのデザイン案があがったから、時間があるようだったら見て、助言してくれないかとの連れん絡らくを受けて訪ねたのだ。


「どうかな？　地味すぎじゃないか」


　アースカラーを基調とした地色に、白い曲線が柔やわらかなリーフの模様を浮うき上がらせるのが基本のコンセプトらしい。


　単調で、確かに地味にも見えるデザインだ。


「もっとこう、きらきらしい感じのほうが目をひくんじゃないかな」


「いや、むしろこのほうがいいと思う」


　お茶という商品のイメージには落ち着いた色合いのほうが似合うし、シンプルなデザインのほうが飽あきがこないというのは定番の認識だ。


　竜大が思ったことを告げると、不安がっていた阿東は素す直なおに納なつ得とくしたようだった。


「そんなにあっさり俺の意見を尊重してもいいのか？」


　あまりの素直さに竜大が呆あきれてそう聞くと、阿東はにこにこしながら頷うなずいた。


「いいんだ。久我の言うことに間違いないし、俺よりセンスもいいしさ」


「センスね」


　望に付き合ってなにげなく見てきた、様々なショップの商品の傾けい向こうを考こう慮りよに入れて出した意見だ。


　センスというのとは、ちょっと違うような気がする。


（むしろ統計か……）


「久我、責任感じたりしてないよな？」


　考え事をしていた竜大の顔色を読んだのか、阿東が聞いてくる。


「いや」


「それならいいけど。──意見は聞いたけど、決めたのは俺だから、この先なにがあっても久我の責任だなんて言ったりしない。信用してくれよな」


「ああ、わかってる」


　正直言って、この程度の小さな店などサインひとつでどうとでもできるだけに、責任云うん々ぬんと言われても竜大にはあまり実感はない。


　実のところ、手助けをしているという実感さえないぐらいだった。


　それでもとりあえず頷いてみせたのは、目の前にいる気のいい知り合いを安心させるため。


（退屈だな）


　暇ひまつぶしの役にも立たなかった。


　こうしてみると、かつてニューヨークで携たずさわったプロジェクトが懐なつかしくさえある。


　携わっていた当時は、望との時間を削けずられるのが不快でたまらなかったものだが……。


「久我には本当に感謝してるんだ。久我に助言してもらえなかったら、なにもしないままで、この店を畳たたんでしまうとこだったんだからさ」


　この先どうなるにせよ、なんの努力もしないままで潰つぶすよりは努力したって胸を張っていられるから、ご先祖さまにも顔向けもできると、阿東は笑った。


「親おや父じも賛成してくれてて、早く退院して手伝うって言いだしてるぐらいだ」


「病状のほうは？」


「それがさ、改装の話をするようになってから状態がよくなってきてて、持ち直しそうな勢いでさ、医者も驚おどろいてるぐらいなんだ。病は気からってのは本当なんだな」


「それはよかったな」


　これに関しては、心からそう言えた。


「それでな、ひとつ頼たのみがあるんだ」


「なんだ」


「いや、申し訳ないんだけど、親父に会ってやってもらえないかな。久我に直接お礼が言いたいって言ってきかないんだよ」


　入院している父親に会いにいってくれと頼むのは、同時にお見み舞まいを強要するようなものだ。


　そのせいか、阿東は非常に申し訳なさそうな顔をしている。


「かまわないよ。どうせ暇だし」


「悪いな。うちの親父すごく喜ぶよ。高校のときから、いっぺん会ってみたいもんだって言ってたぐらいだし」


「高校の頃ころから？」


「俺が生徒会のこととか、けっこう家で話してたから」


「ああ、そうか……」


　てっきり久我グループの跡あと継つぎだからかと思った。


「いったい、どんな風に話してたんだ」


　竜大は苦く笑しようした。


　家に帰って、家族に学校でのことを話す。


　そんなアットホームなやりとりは、竜大には縁えんのない行こう為いだった。


　母とは顔を合わせても時候の挨あい拶さつ程度しかしなかったし、父親とは用件を絞しぼった会話のみで無む駄だ話はほとんどしなかったから……。


（……まてよ）


　──また親父さんに向かって、望のためにもう一回やり直すとかって、のうのうと言うつもりなんだろ？


　ふと、望のそんな言葉が耳に甦よみがえった。


（望には、言ってない）


　相続権を放ほう棄きしたことは言ったが、望とのことを父親にすべて話してあることは言っていない。


　それを言えば、望の機き嫌げんが悪くなることが容易に想像できたからだ。


（……ということは）


　竜大は挨拶もそこそこに、阿東の店を後にした。











「仲直りしたのかね？」


　竜大の父親である久我グループの会長は、会社に訪ねていった竜大の顔を見るなり、開口一番でそういった。


「やはり知ってるんですね。望はどこです？」


　デスクから立ち上がり歩み寄ってくる会長に、竜大が聞いた。


「おや、どうやら失言だったようだ」


　竜大の表情で事情を悟さとった会長は立ち止まり、苦笑する。


「とりあえず、座ってコーヒーでもどうかな？　久しぶりだし、少し話でもしよう」


「後日、改めてにしてください、とにかく今は望の居場所を教えてくれませんか」


「わたしは後回しかね」


　やれやれ寂さびしいことだ、と呟つぶやきつつ、内線でコーヒーを要求してから、応接用のソファーに座る。


（居場所がわかっても、たいした変化はないのに……）


　捕つかまえられたとしても一時のこと。


　望はまたすぐに逃にげ出していってしまうだろう。


　理性ではわかっているのに、望の居場所がわかるかもしれない状じよう況きようになると、我を忘れて追い求めてしまう。


　衝しよう動どう的すぎると思いはしても、竜大はそんな自分の感情を止めることができない。


　すべてに恵めぐまれ、なんの喜びも苦労も痛みもないままに生きてきた竜大にとって、望はただひとつの、リアルな感覚の伴ともなう存在だった。


　竜大の喜び、悲しみ、戸と惑まどい、寂しさ、すべてが望と共にある。


　だからこそ、失うわけにはいかない。


「座りなさい」


　会長に穏おだやかに促うながされ、竜大はしぶしぶ従った。


「あなたが望を匿かくまっているとは……。正直、予想外でした。──目的はなんですか？」


　女性秘書がコーヒーを置いて会長室から出ていくと同時に、竜大は口を開いた。


「深読みの必要はない。目的などないからね」


「では、なぜ匿っているんです？」


「誤解だよ。匿ってなどいない。偶ぐう然ぜん会ったんだ。彼も本気で驚いていたな」


　会長が微笑ほほえむ。


　竜大は、ひとつの偽いつわりも見み逃のがさないと、父親の表情を真しん剣けんに探さぐっていた。


「では、望の居場所を教えてもらえますね？」


「できないな」


「なぜ？」


「内ない緒しよにしておくと約束してしまったからね。──だが、条件次第では教えてもいいかな」


「条件？　なんですか」


　引き込まれるように身を乗り出す竜大を、会長は微笑みながら見つめていた。


「前回に会ったときの話を白紙に戻もどすこと」


「跡継ぎ問題の件ですか。──あっさりＯＫしてくれたから少し妙みようだなとは思っていたんですが……。まだどこにも公表してなかったようですね」


「うん。君の気が変わるかもしれないと思ったしね。まだ、わたしの胸ひとつに納めている。で、どうするのかね？」


「かまわないですよ」


　竜大が迷わず答えると、会長は苦笑した。


「随ずい分ぶん、あっさりしたものだね」


「真剣に悩なやむほどの問題ではありませんから」


　久我の家を背負えば厄やつ介かいなことが増えるのは確かだが、どうしてもクリアできないというほどの問題でもない。


　望は、竜大が跡継ぎになろうがなるまいがどっちでもいいと言ったが、もったいないと思っているのも事実。


　それならば意固地になって拒きよ絶ぜつする必要もない。


「そうか。よくわかったよ。──望くんの居場所は教えよう。だが、跡継ぎになれとは言わないよ」


「……条件を白紙に？」


「ああ。おまえがどう答えるか試しただけだから」


「どうやらご期待にそえなかったようで」


　会長の顔に張り付いた苦い微び笑しようで、竜大はそう判断した。


「そうだな。……君がもっと幼かったらやり直すこともできたんだろうが、今では外部から働きかけても効果は無いだろうからね。今のわたしにできるのは、君が自分から変わってくれるのを期待して待つことだけのようだよ」


「自分から？　どう変われと言うんです？」


「わたしから言っても意味はないだろうね。むしろ、逆効果だ。本心から変わることはなくても、変わったふりをすることぐらい、君には造作もないことだろうから……」


「わけがわからない」


　望も父親も、要求がある癖くせにそれをはっきりとは言わずに、自分で考えろというばかり。


　竜大は、酷ひどく苛いら々いらした。


「責任感も自覚もない人間に、久我の事業をまかせることはできないな。だから、今の状態でいるのは、こちらとしても都合がいいようだね」


「……以前は、跡を継がせるつもりだったのでは？」


「もちろん。君が変わってくれると期待していたからね。君にはトップとしての重責に堪たえる力も能力も充じゆう分ぶんにある。わたしよりも、ずっと有能な支配者になれるだろう。変わってさえくれれば……だがね。──わたしは諦あきらめていない。君のこれからに期待しているよ」


「……」


　答えに窮きゆうして、竜大は無言で会長の顔を見つめ返した。


（これでは、まるで普ふ通つうの父親のようだ）


　子供の頃ころから、この人には厳しいことを言われたことはないし、なにかを要求されたこともなかった。


　いつも過か剰じようすぎる贈おくり物を携たずさえ、まるでこちらが壊こわれ物ででもあるかのように接し、父親としての義務を果たそうとするのが常だったから……。


（期待している……か）


　不思議に耳に心地いい言葉だ。


「それで、望くんの居場所だが……」


　会長の声が、竜大を引き戻す。


「実は、彼、わたしの経営するクラブで働いているんだ」


「クラブでって。望が？」


「ああ。見事なホストぶりだったよ」


「ホストだって!?　馬ば鹿かな！」


　自分の知らないところで、知らない誰だれかに媚こびを売る望の姿を連想して、竜大はカッと頭に血を昇のぼらせた。


「いや、心配はいらないよ。わたしの愛人ということにしてあるから、しつこい客に迫せまられることもないだろうし、純じゆん粋すいに話し相手としてのホスト業にいそしんでいるようだからね」


「愛人だと!?」


　竜大に本気で睨にらまれ、会長はうろたえた。


「もちろん便べん宜ぎ上だよ？　誤解しないように」


「当然です。で、場所はどこなんです？」


　怒いかりに満ちた表情のまま、竜大はつかみかからんばかりの勢いで聞いた。


　迫はく力りよくに押された会長が、ホテル名とクラブのある階を教えると、竜大は会長室から飛び出していった。











　竜大が別れの挨あい拶さつもないままで飛び出していった後、ひとり部屋に取り残された会長は苦笑してひとりごちた。


「……ああいう顔もできるのか」


　竜大は今まで、取り澄すました顔しか見せたことがなかったから、かなり新しん鮮せんだ。


　正直言って、久我の跡あと継つぎから降りると言われても本気にしてはいなかった。


　一時の感情に駆かられてのことと判断して、問題を一時保留にしていたのだ。


　我が息子ながら、竜大の優ゆう秀しゆうさには目を見張るものがある。


　ニューヨークにいったばかりの頃にまかせた巨きよ大だいプロジェクトも、あわや失敗かと思われた痛つう恨こんのミスを涼すずしい顔であっさりと取り返し、プロジェクトを成功に導きもした。


　あれほどの経済的視野と指導力を持つ者が、久我グループのトップの座という、自らの力を存分に発揮できる地位を、本気で捨てるとは思えなかった。


　十年もすれば必ず手元に戻ってくる。


　そう考えて、安心していたのだが、


（どうやら、そう呑のん気きにかまえてはいられないらしいな）


　竜大の意外に激情家な一面を垣かい間ま見て、会長は認識を新たにした。


　あれほどの逸いつ材ざいを逃のがすのは惜おしい。


　それに、せっかくの能力を活いかす場もなく、息子が無む為いな人生を送ることなどあってはならないとも思う。


（なんとか、うまく引き留めなければ）


　竜大は、こちらがなにも要求する必要がないほどに優秀な子供だった。


　特異な環かん境きようで育てられても反はん抗こうすることもなかったし、手もかからないから安心していたのだが、ここに来て一転してしまっている。


　会長は頭を悩ませつつも、父親らしい役どころに少しばかりの喜びを感じていた。











「十年でも、二十年でも待つよ」


　クラブのソファーに浅く腰こし掛かけ、望の手を握にぎりながら灰野が言った。


　久我グループの会長の愛人だという噂うわさがクラブ内に密ひそかにひろがって以来、灰野はぱったりと顔をみせなくなっていた。


　だから今日は久しぶりの再会だった。


「君がフリーになるまで、ずっと待つ。待つことぐらい許されるだろう？」


（ホスト相手に、そこまでマジになるなって……）


　灰野クラスのステイタスがあれば、恋こいのお相手など探すまでもなく寄ってくるだろうに、なにを熱くなっているのか……。


　さて困ったと、望は小首を傾かしげて灰野を見た。


「二十年も経たったら、俺も変わるよ？」


「変わらないさ。……いや、外見は二十年も経てば少しばかりくたびれるだろうけど……。でも、望は望のままだ。──待つことぐらい、許してくれるだろう？」


　懇こん願がんする真しん剣けんな眼まな差ざし、強く握られた手は熱くて痛い。


「待ってても、無む駄だだと思うけどね」


　灰野の想おもいに、望の心はまったく動かない。


　望の心を揺ゆらすのは、灰野の真剣な眼差しが連想させる昔の竜大の姿だけなのだから……。


（いつから、こんなことになっちまったんだか……）


　執しつ拗ように愛を請こう竜大に根負けして共にいることにしてやったのだと、ずっとそう思っていた。


　それほどに自分を必要としているのならば、しかたないから側そばにいてやってもいい。


　なりだけは大きい、哀あわれで不器用な子供を抱だきしめていてやろうと……。


　これは愛と呼ぶよりも、情に近い感情なのではないかと思っていたのだが、どうやら違ちがっていたらしい。


（俺は、とことん鈍にぶいんだな）


　身体からだの関係を結ぶ前、望は自分を独どく占せんしたがる竜大の気持ちが恋れん愛あい感情だったのだと気づけずにいた。


　そんな自分の鈍さを悔くやんだこともあったが、本当に悔やむべきポイントは、どうやらそこではなかったらしい。


（隼人が正解だったってことか……）


　竜大と一いつ緒しよにいることにしたとうち明けたとき、やっと丸く収まったようですねと、見慣れない少々下世話な笑えみを浮うかべていた親友の顔を思い出す。


　あのときは昔から竜大に惹ひかれていた癖くせにと言われて微び妙みように納なつ得とくできなかったのが、今はすんなりと頷うなずけてしまうのだから……。


「──お客様、申し訳ありませんが……」


　不意に、入り口付近から焦あせったような大きな声が聞こえてきた。


　クラブの雰ふん囲い気きに合わないその声に、望は視線を巡めぐらせる。


「……竜大」


　入り口のところで、ここは会員制ですからと言って、店員が中に入ろうとしている竜大を押しとどめている。


　だが、不ふ機き嫌げんさを隠かくさない竜大にひと睨みされると、規則をまくし立てていた声がやみ、押しとどめようとしていた手が引っ込む。


　ワンランク上の気き迫はくと、有無を言わさず周囲を従わせるそのカリスマ性。


（畜ちく生しよう。やっぱ本物は違うよな）


　望は、目を細めて、そんな竜大を眺ながめた。


　それは望と共に暮らす、ぬるま湯のような生活の中で鳴りをひそめていた、本来の竜大の姿。


　はじめて会ったあの日、望に敗北を認めさせた本物の輝かがやき。


（たぶん、あの日に、もう捕つかまってたんだ）


　自らの敗北を認めたあの日、あの瞬しゆん間かんから、竜大は望にとって特別な存在になっていたのだ。


　ただ、望がそんな自分の気持ちに気づけずにいただけで……。


「悪いな、諦あきらめてくれ」


　そう灰野に言うと、望はソファーから立ち上がった。
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　歩み寄ってくる望の姿を認めると、竜大は喜びと苛いら立だちの混ざり合った複雑な表情になった。


「騒さわがせて悪い。今日はもうあがるから」


　望は、竜大を押しとどめていた店員に小声で告げ、竜大の腕うでをとってクラブを出る。


「どこにいくんだ？」


「俺の部屋」


「このホテルにずっといたのか」


「ああ。あのクラブが用意してくれた部屋に滞たい在ざい中。──どうやってここが？」


「父に聞いてきた」


「……チクられたか。まぁ、しょうがないか。息子にベタ甘な親おや父じさんだしな」


　エレベーターに乗り込むと、望は自分から竜大の腕の中に収まるとキスをしかけてきた。


「ご機嫌だね」


　唇くちびるを軽くついばみ、頰ほおにキスを落としながら言うと、望は微笑ほほえんだ。


「まーな。おまえは機嫌悪そうだ」


「当然だろう。──よりによって、ホストだなんて」


「盲もう点てんだっただろ？」


「……当たり前だ。でも、本職なら気づいてもよさそうなものなのに」


「本職？」


「探たん偵ていを雇やとってたんだよ。隼人のところの」


「隼人の親父さんとこの事務所繫つながりの探偵？」


「そうだけど」


「ばっかだなー。おまえ、それ、隼人に騙だまされてるぞ」


　エレベーターは七階で止まり、ふたりは廊ろう下かに出た。


「どういうこと？」


「高名な弁護士事務所の専属の探偵なんてのは、普ふ通つう、違い法ほう行こう為いにひっかからないようお行ぎよう儀ぎよくしてるもんだろ？」


　だが、そんなやり方では調べきれないことのほうが多く、その手の調査は、表向きには事務所とは直接的にはなんの関わりもないことになっている、違法行為も平気でこなすような裏社会に詳くわしい探偵が調べるようになっているのだ。


　自ら行方ゆくえをくらませた人間を正規の方法で捜さがすのは困難。


　だからそれは、当然そんな探偵の仕事である筈はずなのだろうが……。


「表向き、調べてるふりをしてくれてたんだろーな」


　トップになるべく教育を受けてきた竜大は、聡さとい反面、妙みように世事にうとい部分もある。


　佐原はその盲点をついたのだ。


「……姑こ息そくな真似まねを」


　本気で捜すつもりがなかったのならば、みつからなくて当然。


　竜大は不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆ根ねを寄せる。


「怒おこる相手を間違えるなよ。原因は俺なんだからな。──ここだよ。どーぞ」


　部屋に入ると、竜大はさらに不愉快そうになった。


「こんな窮きゆう屈くつなところで暮らしてたの？」


　見回すこともなく部屋全体が視界に入ってしまう狭せまさに、竜大は息苦しそうな顔をした。


「これだから金持ちは……」


　望は苦く笑しようしている。


「どーせ一時のつもりだったしな。寝ねるだけなら、これで充じゆう分ぶんだ」


　手早くふたつのグラスに氷とウイスキーを注ぎ、望は窓際ぎわの椅い子すに座った。


「んなとこに突つっ立ってないでこっち来いよ」


　望の手の中で揺らされたグラスが、照明を弾はじいて光る。


「ホストとして接待してくれるって？」


「お望みならな。ただし、客には手ぐらいしか握にぎらせねぇぞ。それでいいならサービスするぞ」


「……よくないよ」


　やましいことはなにもしていないと言外に匂わせて、悪びれない様子で望がにっと笑う。


（図太い）


　竜大ががいくら怒っても、望には通じなさそうだ。


　例の如ごとく、怒いかりをすっかり削そがれた竜大は、深く息を吐はきつつ椅子に座る。


「……変なもの入ってないだろうね？」


　望の手からグラスを受け取ると、グラスの中身を疑わしげに見つめる。


「安心しろ。今日は入れてねーよ」


「今日はってことは、やっぱり入れてたんだ」


「大だい丈じよう夫ぶだって。前に医者から処方してもらった奴やつだし」


「……入れすぎたって、呟つぶやいてなかった？」


「細かいことは気にすんな」


　勝手なことを言ってから、望はグラスに唇をつけるとグッと傾かたむけた。


　望の白い喉のどが上下する。


　アルコールが通りすぎた喉から胸が、順に熱く火ほ照てるさまを連想して、我知らず竜大も喉を動かしていた。


「で、次はどこに逃にげるつもり？」


　望がすんなり戻もどってくるとは思えない。


　国をまたいでの逃とう走そう劇はこれっきりにして、日本国内に留まっていて欲しいところだ。


　竜大がそう言うと、望はからかうように答えた。


「逃げてもいいってか？」


「よくない!!　でも、君を無理に縛しばって側そばに留めておいても無意味だってこともわかってるからね。諦めた」


「学習してるじゃねーか。えらいえらい」


　望の手が伸のびてきて、竜大の頭を撫なでる。


「えらいから、ご褒ほう美びやろーか？」


「こっちは真ま面じ目めなんだ。からかうな」


　望の手をつかんで、竜大は睨にらんだ。


「わかってるさ。──大丈夫、もうどこにもいかねーから」


「ほんとうに？」


「ああ。……最初から、この鬼おにごっこは一回きりのつもりだったんだ。ちょっとだけ離はなれている時間が欲しかっただけだし……。もう気がすんだ。どこにもいかねーよ」


　信じられないか？　と穏おだやかに微笑んだ望が聞いてくる。


「……信じるよ」


　竜大は、つかんでいた手首をゆっくり放した。


「でも、どうして離れたいなんて思ったんだ。俺とずっと一いつ緒しよにいるのが苦痛だった？」


「んなことねーよ。──ただ、さ。少し怖こわくなっただけだ」


「なにが？」


「俺と一緒にいようとしすぎる、おまえがだよ」


　共に在るために努力し、前向きに変化していくのならばいい。


　だが竜大は、ふたりが共にいるために邪じや魔まになるものを、迷わず捨てていく。


　閉へい鎖さされたふたりだけの世界に閉じこもろうとする。


「久我の家まで迷わず捨てんだもんな。さすがに俺だってびびるさ」


「家を捨てたことを盾たてにとって、君を縛るつもりはないよ。俺が自分でよかれと思ってやったことなんだから」


「んなこと、わかってるさ」


　だからこそ、質たちが悪かったのだ。


　望のためにやったんだと押しつけてくるようなら、拒きよ絶ぜつもできる。


　だが竜大は、自分がそうしたいのだと心から望んでいる。


　ふたりが共にいられるよう、望の願い通りになるようにと、自分の意志で考えて自ら進んで実行している。


　だから、もしも望が俺のために大事なものを捨てるような真似はするなと訴うつたえたら、君がそう望むのならと、一度は自分の意志で捨てたものを再び拾うことも厭いとわないだろう。


　それでは望の命令通りに動くロボットも同然、まったく意味がない。


　望は、竜大にもっと自分のことを考えて欲しかった。


　だが、それを竜大に望むのも、また違ちがうような気がしていた。


（こいつ、幸せそーなんだもんな）


　ぬるま湯じみた穏やかな生活。望のことだけを、ふたりで生きていくことだけを考えている竜大は、出会ってから今までのなかで一番幸せそうに見えた。


　閉じた世界で生きることを、竜大は心から望んでいる。


　それがわかっていたから、黙だまって離れるという乱暴な方法しか思いつかなかった。


「俺と離れれば、おまえの視点も変わると思ったんだ。ちったぁ自分中心に考えてくれるんじゃねーかなってさ」


　どうしたらいいのかわからなかったから、とりあえず距きよ離りをあけた。


　離れて暮らすことで、竜大に自分自身を振ふり返る時間を与あたえ、同時に望自身も、混乱して自分でも把は握あくしきれずにいる己おのれの気持ちを落ち着いて考える時間的余よ裕ゆうができると思って……。


「無む駄だだよ。離れてる間、俺は望のことしか考えてなかった」


「残念。──でもいいさ。おまえのためってわけじゃなく、俺自身が嫌いやなんだってことが身に染みてよ～っくわかったからな。俺には有意義だった」


「どういうこと？」


「俺は、俺に骨ほね抜ぬきになって駄だ目めになっていくおまえを見たくないってこと」


「随ずい分ぶんな言い草だな。今の俺は、君を手に入れる前よりずっと充じゆう実じつしてるし、幸せなのに」


「おまえはそうでも、俺は違う。──俺は、おまえが自分の可能性を自分の手で潰つぶしていくのを見たくねーんだ」


　辛つらいんだと、望はたたみかけるように告げた。


「……望」


　竜大は途と方ほうに暮れていた。


　望の願いを叶かなえてやりたいと思うが、それは竜大自身の願いを否定するものだったから……。


「俺から、離れていくつもりじゃないよな？」


「そんなつもりはこれっぽっちもねーよ。そんな心配そーな顔しなくても大丈夫だって」


　戸と惑まどう竜大に、何度も同じことを言わせるなと望が微笑ほほえみかける。


「……なぁ、竜大。もしも、おまえが逆ギレしないで、ちゃんと手順を踏ふんで口説いてくれてても、きっと俺はおまえを選んだと思うぜ」


　望が全面的に負けを認めた相手は、弟の恵と竜大のふたりだけ。


　自覚していなかっただけで、初対面で負けを認めたあの瞬しゆん間かんから、竜大は望にとって特別な存在になっていたのだ。


（たぶん、あれも一種の一ひと目め惚ぼれって奴だったんだろうな）


　素す直なおに認めるのはしゃくに障さわるが、真しん剣けんに口説いてくる灰野の姿に昔の竜大を重ね、浮うき立つような気分になったのは事実。


　こんな風に口説いてくれていたら、お互たがい無駄に辛い時間を過ごさずにすんだかもしれないのにと、そんな考えさえもが脳のう裏りをよぎった。


「──噓うそだ」


「噓じゃねーよ。はじめて会ったときから、おまえは特別だったんだって……」


　生来のカリスマってのが本当に居るのだと本当に驚おどろいた。


　いつも竜大の存在を意識してばかりで、だから、その他大勢とは違う、特別な友達になれたときは本当に嬉うれしかったのだ。


「まあたぶん、惚れたってのとは、ちょっと違ってんだろうけど……。でも、あの頃ころのおまえに、ひとめで人を惹ひきつけるカリスマ性があったのは事実だ」


「今の俺には、それがない？」


「もちろんあるさ。でも、俺にばっかりかまけてる分、輝かがやきが鈍にぶってんのは確かだな。──俺はさ、おまえに、それを失って欲しくないんだ」


　竜大を怖いと思う気持ちの正体は、まさにそれだった。


　かつて望に、ひとめで負けを認めさせた竜大のあの輝きが、自分のせいで鈍るのが怖かった。


　自分には絶対に手に入らない、憧あこがれてやまない特とく殊しゆな才能が、自分のせいで失われつつあるのが恐おそろしかったのだ。


「おまえが、俺との生活を守りたいって思ってんのはわかってる。でもな、俺もおまえのその特殊な才能を守りてーんだ。──なぁ、竜大。もう充じゆう分ぶんだろう？」


「なにが」


「俺は、側にいてくれって言うおまえの我が儘ままを聞いてやった。だから今度は、おまえが俺の我が儘を叶えてくれよ。これからも、ずっと側にいるから……。だから、もう俺の存在に縛られるな」


「……無理だ」


　望の言っていることもわからないではない。


　が、竜大は、決して望に縛られているつもりはなかった。


「縛られてなんかいない。ただ、望が幸せでいられるよう大切に守っていたいだけだ」


　それがいけないのか？　と竜大が訴えると、望は痛そうに顔を歪ゆがめた。


「おまえに守ってもらわなくても、俺はヘーキなんだよ。離れてる間だって、こうしてそこそこ楽しく生きていられた。だろ？──おまえはどうだった？　俺を捜さがすこと以外、ろくにやることもなくなってたんじゃねーの？」


　痛いところをつかれ、竜大は口を閉ざす。


「阿東の店に手を貸したのは暇ひまだったからだったんだよな。手を貸してみてどうだった？　楽しかったか」


「別に……。退たい屈くつだった」


「だろうな。あの程度の小さな店に、おまえの能力は見合わない。──なぁ、もっとでかい仕事をやってみたいって思わねーか？　おまえの能力を充分に活いかせる場所に、もう一度戻もどってみろよ」


「……望が一いつ緒しよなら」


「俺は、もうごめんだ」


　望は、首を振った。


「もともと、おまえが望んだからしかたなく同じ会社に就職したんだからな。自分でやりたいと思ったことじゃない。まぁ、色々とメリットはあったから感謝はしてるが……。でも、もうそれも終わりだ。──俺は、自分がやりたいと思うことをやる」


「だったら──」


　俺も、と言いかけて、竜大は言葉を呑のんだ。


　それを言えば望が拒絶するだろうことが、容易に想像できたからだ。


「わかってきたじゃねーか」


　望は立ち上がって、竜大の傍かたわらに膝ひざをついた。


「なあ、竜大」


　膝の上にある竜大の手に、自分の手を重ねる。


「こうやって手に触ふれて、姿を見てないと、まだ安心できねーか？」


「え？」


「俺は、ずっとおまえの側そばにいる。少しぐらい距離があいても同じことだ。──なあ、俺の言ってる意味、わかるか？」


「わかる……と、思う」


　物理的ではなく、心理的な意味合いで、側にいると望は言っている。


「だったら、もう大だい丈じよう夫ぶだろ？　俺だけ見てるんじゃなく、もっと視野を広げてみろよ。おまえを必要としてる場所が必ずあるから」


「……俺には、そんなもの必要ない」


　望は、決して自分を突つき放そうとしているわけじゃない。


　それがわかっていても、竜大は不安に苛さいなまれた。


　焦こがれて焦がれて、やっと手に入れた大切な恋こい人びと。


　その恋人との平へい穏おんな生活に変化が訪れるのは、築き上げたものが崩くずれていってしまいそうで怖こわい。


　それに、望と違って、竜大にはやりたいことなどなにもない。


　やれば、なんでもできるだけの能力があるのは自分でも知っている。


　だが、なんの目的もないままに、ひとり放り出されても戸惑うだけ……。


　望を捜してあてもなく歩き回ったあの無む為いな日々を、もう一度繰くり返すようなものだ。


「馬ば鹿か。なんて顔してんだよ」


　望は立ち上がると、竜大の頭を胸に抱かかえ込んだ。


「大丈夫だって。今すぐなんかしろって言ってんじゃねーんだ。ゆっくり探してきゃいーんだからさ」


（ほんと、しょうがねー奴やつ）


　竜大が自分の意志で選び、求めたのは望だけ。


　それ以外のものは、竜大が望むと望まざるとに拘かかわらず常に目の前に準備され、竜大が手を伸のばすだけの状態になっているのが常だった。


　竜大は助力を請こわれることに慣れていても、自分の意志でなにかを探し、選び取ることに慣れていない。


　たぶん、慣れていないことさえ、今までは自覚していなかったのだろう。


「それで、いいのか？」


「ああ。俺も協力するから……」


　それならば目的のない不安に、戸惑うことも、焦あせることもない。


　安心して安らげる場所があるのだから……。


　緊きん張ちようしていた竜大の身体からだから、余計な力が抜ぬけていった。


　会社に戻り、跡あと継つぎとしてのレールに乗るのが竜大にとって一番いい道なのかもしれないと、望は思ったが、あえて口に出さなかった。


　それは竜大本人が考えて結論を出すべきこと。


　望が口を出すべきではない。


（ぶっちゃけ、こんなん進路に迷う高校生と同じレベルの悩なやみだよな）


　なんとアンバランスなことか。


　誰だれよりも輝く資質を持ち、充分にその能力を磨みがき上げてきたというのに、その土台となる精神だけは未発達。


　複雑な環かん境きようの中、普ふ通つうの子供時代を過ごせなかったしわ寄せを、竜大は今になってモロに受けているのだ。


　だから、このアンバランスさもしかたのないことなんだろう。


　愛を請う術すべを教え、愛されていることを信じる術も学ばせてやった。


　ここまで、竜大の心を育ててやったのは自分だという自負が、望にはある。


（もう一息だってのに、もったいなくて放り出せっこねーって）


　望はぎゅっと強く竜大の頭を抱だき寄せる。


「大丈夫だ。おまえが自分のやりたいことをみつけるまで、俺が側にいてやるからさ」


　竜大が望の胸から強引に顔をあげる。


「──みつけるまで？」


　答えはわかりきっていると言わんばかりの顔で、竜大がそう聞いてくる。


（……ちゃっかりしてやがる）


　さっきまで凹へこんでいた癖くせに、なんという立ち直りの早さ。


　生来の図太さで甘えてくる恋人にわかりきっている答えを言うのが面めん倒どうになった望は、答えの代わりに、答えを待って笑えみを浮うかべる唇くちびるに唇を強く押しあてた。








「……ッ……。なぁ、ベッドにいこうぜ」


　長いキスで火ほ照てった身体が求めるままに、望は竜大を誘さそった。


「ここでいいじゃない」


　が、その時間も惜おしいというように、竜大は膝の上に座っている望の服に手をかけ、手早く脱ぬがせていく。


「ここじゃ、さすがにまずいだろ」


　望は傍らの窓に視線を向けながら、脱がされかけたシャツのあわせを戻した。


「外から見えることを心配してるの？」


「……まあな。ここ、夜は素す通どおしだろ？」


　このビルの窓のほとんどは熱線反射硝がら子すが使用されている。


　外が明るい日中は鏡のように反射して内部の様子を隠かくしてくれるが、夜間はその逆で内部に灯あかりがある限り普通の窓硝がら子すと同じように内部が見えてしまう。


「大丈夫だよ。隣となりのビルとはかなり距きよ離りもあいてるし、双そう眼がん鏡きようでも使わない限り見えやしないから」


「……だったら、とりあえず灯り消そうぜ」


「嫌いやだよ。望が見えなくなっちゃうじゃないか。大丈夫だよ。誰も見てないって。ここ七階だし、窓の高さから考えて、見えたとしても顔だけだから」


　竜大は嫌がる望の手を強ごう引いんに押しのけ、シャツの前を開いて胸に口づけた。


「勝手なやつ。……っ……ん」


　他ほかの人間の視界に望の姿が入ることさえ嫌がっていた癖に、興が乗るとこれだ。


　望としてはもう少し苦情を言ってやりたいところだったが、胸の突とつ起きを転がす舌の感かん触しよくに、苦情の代わりに吐と息いきがこぼれた。


（ま、いっか）


　竜大の舌先が作り出す、ジンと甘痒がゆいようなじれったい感覚を追って望は瞳ひとみを閉じた。





（なんだ。もうおしまいなんだ。つまらないな）


　恥はずかしがって身体を隠そうとする望なんて、滅めつ多たに見られるものじゃない。


　この機会に充じゆう分ぶん堪たん能のうさせてもらおうと、わざとこの場に留まったというのに、快感に素直な質の望は、いったん身体に火がつくと恥ずかしがっていたのが噓うそのように積極的になってしまった。


（……もう少しだけ）


　ほぐす行こう為いさえじれったいようで、早くと甘えたようにせがむ姿も悪くはない。


　だが、どうせならもう少しぐらい楽しませてもらいたいところだ。


「望、ちょっといい？」


「え、なん…だ？　わっ」


　竜大は、望を抱き上げて窓際ぎわに移動した。


　望を床ゆかに降ろし、窓の桟さんに手をつかせる。


「ここでやる気かよ？　う……そだろ。マジで見えるって」


「大丈夫だって」


　窓に映る望の顔がひきつるのを眺ながめながら、竜大は望の腰こしをつかむと一気に突き上げた。


「あっ……だ……めだっ……。や、あっ…」


　望は、拒こばもうと身体を堅かたくしようとしたようだったが、快感に従順な身体は本人の意思よりも、熱を与あたえてくれる竜大の意に従い、甘く飲み込んでいく。


「……んっ……あ……っ……」


　ゆっくりと奥を探さぐるように動かすと、望は醸かもし出される甘さにブルッと身体を震ふるわせた。


　いったんはカーテンに向けて伸ばされた望の手が、力の抜けた身体を支えようとして窓の桟に戻もどる。


　最後の理性なのか、窓の桟に置かれた指先には、羽織ったままのシャツの裾すそが挟はさまっていた。


「……あ……っふ……んん……っ……」


　望は、揺ゆさぶるたびに気持ちよさそうな声をあげる。


　前に手を伸ばし熱くそそり立つモノを握にぎり込むと、滲しみだしたもので濡ぬれていた。


「いつもより、ペースが速いんじゃない？」


「やあっ………。も……っ…………」


　ぬるぬると先せん端たんをこすると、たまらないと言わんばかりに望の身体が揺れる。


「たまには、こういう変わったシチュエーションもいいかもね。──次は手て錠じようかな」


「な……んだ。そ…れ……」


　我を失いかけていた望が、ギョッとする。


「違ちがう用よう途とで使おうかなと思って準備したんだけど、無む駄だになっちゃったから……。大だい丈じよう夫ぶ。跡あとが残らないように柔やわらかな素材のものを準備してるから」


　安心してよ、と耳元に囁ささやきかけると、首だけで振ふり向いた望にギッと睨にらまれた。


「安心できるか！　お断りだ！」


「そう？　残念」


　そうは言っても、使えば使ったで望は絶対喜ぶと思うのだが……。


「残念じゃねーよ。変態。捨てろよな」


　すっかり気が削そがれたらしく、望は素に戻ってしまっている。


「……わかったよ」


（とりあえず、見つからないように隠しておこう）


　竜大は、そんなことを考えながら、可愛かわいいげのない言葉を吐はく唇を手の平で押さえ、深く貫つらぬき、再び揺さぶった。


「……ふっ……んん……」


　すると、さほど待つこともなく、口を押さえた手に熱い息がかかりはじめる。


　唇を押さえる手の力を緩ゆるめると、濡れた舌先が指をくすぐり、甘あま嚙がみされた。


（いいな）


　窓に映る望の顔に、竜大はみとれた。


　切なげに寄せられた眉まゆ根ね、快感に揺れる瞳、濡れて熟うれた唇。


　指先で顔のラインを確かめるようになぞりながら、竜大は望のうなじに軽く歯を立てる。


「っん…………」


　その途と端たん、望の背中が震え、膝ひざがガクッと折れた。


（やっぱり、もったいない）


　この表情だけは、やはり誰だれにも見せたくない。


　崩くずれ落ちる望の身体からだを支えながら、竜大はカーテンに手を伸のばした。











「……んっ。くっ───!!」


　竜大が深く突つき入れ放つと、望の身体は絶頂を迎むかえ、小さく痙けい攣れんした。


　繫つながった部分から、ドクドクと熱い血の流れを感じる。


　竜大は、激しい快感の波に呑のまれ、朦もう朧ろうとしている望をそうっと抱き寄せた。





　ベッドに移動してから、時間を忘れて飽あきもせず何度も抱き合った。


　カーテンの隙すき間まからは、微かすかな光がこぼれてきている。


「のぞむ？」


　望は、竜大の胸に顔を押しあてぐったりしている。


　その荒あらい息が治まったのを見はからって、竜大は声をかけてみた。


「ん？」


「このまま日本に留まるの」


「ああ、そのつもり。──店、やろうと思って」


「やっぱり。そうじゃないかって思ってた。デザイナーズファニチャーとか、グッズ系の店だろう？」


「ハズレだ」


　望は、あくびをしながらだるそうに寝ね返がえりをうち、竜大の腕うでを枕まくら代わりにして天てん井じようを見上げる。


「そっちもやりたいけど、メインはエスニック系の小物だな。銀製品のアクセサリーとかライトとかな。店の広さが許せば家具類も」


「意外だな。そっちに興味があるようには見えなかったけど」


「そうそう簡単に見み抜ぬかれてたまるか」


　ざまーみろ、と望は鼻で笑う。


「なーんてな。最初はおまえが言ったような店を考えてたんだ。でも、日本に戻ってから気が変わった。子供達に手がかからなくなったら小さな店をやりたいって夢を、お袋ふくろが親おや父じに話してたのを思い出してさ」


　我ながら、少しばかりセンチな理由だが、なにかをはじめるきっかけなんてそんなものなんじゃないだろうか。


「そうか。──俺にも協力させてくれるだろ？」


「……お断りだ」


　人の話を聞いてなかったのかと、望は身体の向きを変え、竜大の耳を引っ張った。


「痛いな、もう。──共同経営者になるって言ってるんじゃないよ。店てん舗ぽの準備とか資金援えん助じよとかならできるから、手伝わせてくれって言ってるだけじゃないか」


「それもお断り。俺ひとりでやるから、ほっとけ」


「意地はってないで、俺を利用したほうが順調に進むと思わない？」


「……思うさ。でも、ごめんだ。お断り！」


　望はそういうと、毛布を引っ張り上げて頭から被かぶって隠かくれてしまった。


「……なんだよ、それ」


　竜大が毛布を引き剝はがそうとしても強固な抵てい抗こうにあって駄だ目めだった。


「なんでそんなに嫌いやがるんだ？　利用できるものはなんでも利用するのが信条の癖くせに……」


　この場合、望が利用する側なのだから、プライド云うん々ぬんの問題ではないだろう。


　望相手に恩を売るつもりは毛頭ないし、資金援助の事実を盾たてにとって強引に手伝おうとも思っていない。


「もしかして、俺が信用できない？」


　竜大が傷ついた声を出すと、望は毛布から目だけ出した。


「ばーか、違ちがうって。──そうじゃなくて、俺がおまえを利用したくないだけだ」


「どういう意味？」


　竜大に覗のぞき込まれ、望は目をそらす。


　利用できるものはなんでも利用するのが望の信条なのは事実だが、例外だってある。


　以前、日本を離はなれる際、物分かりのいい弟の善意の気持ちを利用して、弟をひとり残してニューヨークに旅立ってしまったことを、望はいまだに後こう悔かいしているのだから……。


「望？」


　強い調子で聞かれ、望は渋しぶ々しぶ口を開いた。


「……おまえを踏ふみ台にするみてーで、なんか嫌なんだよ」


　竜大の手を借りて念願の店を開いても、肝かん心じんの店を見るたびに、自分が恋こい人びとを打算的に利用したという嫌な気分になるかもしれない。


　そんなのは精神衛生上、大変よろしくない。


「もう寝ねる」


　望は、竜大の視線から逃のがれるために、再び毛布を頭から被った。


「望、今のじゃ納なつ得とくできないよ。もっと、具体的に説明してくれないか」


　竜大の手が身体を揺ゆさぶる。


（……わかってる癖に）


　望の言葉の意味を、正確に把は握あくしたらしい。


　竜大の声は微び妙みように浮うかれている。


（冗じよう談だんじゃねーや）


　一日に二度も三度も、愛の告白じみた台詞せりふを吐いてやるのはまっぴらだ。


　恥はずかしすぎるし、竜大を増長させかねない。


　望は、がっちり毛布をつかんで貝のように唇くちびるを閉ざした。




８







　その後、望と竜大は使っていた部屋を本格的に整理するために、ふたりでいったんニューヨークに戻もどった。


　人を雇やとえばいいと竜大は言ったが、望は絶対に嫌だと拒きよ否ひした。


　食器やバスローブなど、お揃そろいのグッズがあちこちに散乱している部屋をすべて他人まかせにするのは、いくらなんでも嫌だからだ。


「望、家具類で持っていきたいものはない？」


「ベランダのテーブルセットぐらいかな。それ以外は、全部こっちで処分しようぜ」


　それだけは竜大がわざわざ特注で作らせたものだったから、さすがに処分するわけにいかない。


「……この部屋、このまま借りていてもいいんだけどね」


　ふたりで暮らした思い出のある部屋を引き払はらうのが嫌らしく、竜大は片づけなから何度も同じ台詞を言ったが、


「馬ば鹿かいってんじゃねーよ。年に一回使うかどうかもわかんねーのに、キープしとくなんてもったいねーだろうが」


　そのたび、同じ台詞で望に怒おこられていた。








　怒るといえば、日本にひとり怒いかり心しん頭とうに発している者がいる。


　あまりにも心配しすぎて臨界点を突とつ破ぱしてしまった恵だ。


　ホテルを引き払い、竜大とマンションに戻った後のこと。


　望は、向こうの部屋を引き払ってから日本で新しい仕事をはじめることにしたと報告すべく、恐おそる恐る恵に電話を入れてみたのだが、


「じゃあ、新しい仕事の準備が完全に整うまで、兄ちゃんは忙いそがしいんだよね？　こっちに顔見せに来るのは、落ち着いてからでいいから」


　と、抑よく揚ようのない冷たい声で告げられ、ガチャンと通話を切られた。


　裏を返せば、完全に準備が整うまでは会いに来るなと言われたようなものだ。


　これにはさすがに望もショックを受け、現在は弟に会うためだけに、慌あわただしくも引っ越こしと同時進行で新しい仕事の準備を進めている。


　竜大は、いまだに望の新しい仕事に手を貸したそうな顔をしているが、望は却きやつ下かし続けていた。


　実際問題、資金に関してはなんら問題はなかった。


　母親が準備のために蓄たくわえていた貯金が手つかずで残っていたし、望自身が働くようになってから貯ためた金もある。


　特にニューヨークで暮らすようになってからは、衣食住ほとんどが竜大持ちだったから、かなりまとまった資金が貯まっていたのだ。


　まったく手助けをさせてもらえないことに、さすがに竜大も拗すねるようになったが、開店したあかつきには仕入れを兼かねて一いつ緒しよに海外を旅行しようと望が誘さそうと、あっさり機き嫌げんが直った。


　ちょろいもんだと、望はほくそ笑えんでいる。








「あー、でも、それ置ける場所、向こうにあるのか？」


　両親が残してくれたマンションがあるものの、望はどうしてもそこで生活する気になれなかった。


　だから、日本での新たな住居は、自分名義の使っていない物件があると言う竜大に任せきりだ。


「それは大だい丈じよう夫ぶ。ここより広いテラスがあるから」


「……テラス？　一階なのか」


「いや、一応、二階建ての洋館」


「マンションじゃなかったのか？」


　望は作業の手を止めた。


「うん。マンションがいいなら、そっちもあるけど。──でも、スペースはあるけど、人目もあるかもしれないから使えないかもね。どうする？」


「う～ん。マンションのほうが掃そう除じが楽なんだけどな」


「……人を雇えばいいのに」


「駄目だ。無職の分際で贅ぜい沢たくいってんじゃねーよ」


　これだから金持ちは……と、望が口の中でぼそぼそと文句を言う。


「働かざる者食うべからずって？　それだったら、日本に戻ったら、すぐにでも働くつもりになってるんだけど」


「うっそ、マジで？──あ、ちょっと待て。休きゆう憩けいしようぜ」


　望はいきなり上機嫌になると、キッチンにいって、買い置きのアイスコーヒーとグラスを手に戻ってきた。


　バタバタと荷物を片づけてほこりっぽくなった室内を避さけ、ベランダのテーブルにグラスを置いて、竜大を呼ぶ。


「で、どこで働くんだ？」


　テーブルに身を乗り出し、望は興きよう味み津しん々しんに聞いた。


　自分のやりたいことを探すと竜大に頷うなずかせてから、さほど日は経たっていない。


　早すぎる決断が、少々心配でもあった。


「芸がなくて悪いけど、父のところ」


「系列企き業ぎようの重役のポストでも貰もらうのか？」


「いや、違うよ。そんなところにいっても特別扱あつかいされてつまらないだけだからね。そうじゃなく、父の秘書の末席に加えてもらおうと思ってる」


「秘書？　またなんでそんなトコに目をつけたんだ？」


「望の居場所を聞くために会いにいったときに、父に色々いわれたのが、ちょっとね……。間近でトップの仕事ぶりってやつを観察させてもらおうと思って。──父に話をしたら乗り気だったし、とりあえず一年ぐらいは続けてみるつもり」


「ふ～ん、いーんじゃねーの」


「望は賛成？」


「ああ。──で、面白そうだったら、跡あと継ついでみんのか？」


「……せっかちだな。一足飛びにそんなこと言われたって、答えられないよ」


　だが、そんなことにはならないような予感もある。


　竜大には後こう継けい者しやとしての責務のすべてを果たすことはできない。


　なによりも、望が大事だから……。


　竜大がそう言うと、望はちょっと困った顔で笑った。


「ま、好きにすりゃいーさ」


「うん。──義理の弟達にまかせてサポート役にまわるのが、今のところ一番理想的かもね」


　弟達の出来云うん々ぬんの問題もあるし、母方の一族の反対があるのも確実で、実現はかなり困難ではあるのだが……。


「そりゃいーな。美味おいしいトコどりだ」


　なにげなく言った竜大の言葉に、いきなり望が顔を輝かがやかせた。


「なにが？」


「そのサポートってやつ。──トップでふんぞり返ってるより、その下で実質的なリーダーになったほうがやり甲が斐いもあるだろーし、面おも白しろいんじゃねーの？」


　名を捨てて実じつを取るってやつだな。おまえもわかってきたじゃねーかと、望が嬉うれしそうに笑う。


「望らしい感想だね」


　陰かげの支配者になるつもりなど毛頭なかった竜大は、恋こい人びとの予想外にしたたかで打算的な感想がおかしくて、楽しげに笑った。




もっともっと側にきて










「望、そろそろ起きて支し度たくしないと約束の時間に遅おくれるよ」


　竜大は毛布越ごしに望の肩かたを揺ゆすった。


　が、返事は返ってこない。


　それどころか、望はもぞもぞと毛布のなかに潜もぐり込んでいってしまう。


「……どうしたっていうんだ」


　竜大は小さく息を吐はくと、しかたなくキッチンに向かった。





　コーヒーを淹いれながら、窓を開け、庭を眺ながめる。


「いい天気なのに……」


　秋晴れの上天気。


　緩ゆるやかに吹ふく風が、庭の木々の葉を揺らし光を乱反射させる。


　こんな天気の日に散歩したら、さぞかし気分がいいだろう。


　最近、なにかと気ぜわしい毎日を過ごしていたから、早めに家を出て、目的地に向かう前に散歩がてら、まだ不案内なこの辺りをゆっくり散策すればいい気晴らしになるかもしれない。


　そう思って、竜大は望を何度か起こしてみたのだが、その度たびに拒きよ絶ぜつされてしまった。


（なんで起きないんだ。恵くんと会えるっていうのに）


　さっぱりわからない。


　望の弟、恵は、兄の失しつ踪そう事件以来、すっかりへそを曲げてしまっている。


　そんな弟に、新しい仕事の目め処どが立つまでは会いに来るなと申し渡わたされたから、ここ最近の望は寝ねる間も惜おしんで、新しくはじめる仕事の目処を立てるべく忙いそがしく動き回っていたのだ。


　ブローカーとの話し合いも順調に進み、店てん舗ぽや仕入先も確保した。


　実際の開店までにはまだまだ日数がかかるが、とりあえずの目処は立ったから、やっと会いに行けるようになったと望は喜んでいた。


　そして、自分で佐原宅に連れん絡らくをいれ、今日の午後に会いに行く約束を取り付けたのだが。


（少なくとも、昨夜は上じよう機き嫌げんだったはずなんだけど……）


　竜大は、昨夜の望の言動を思い返してみる。


　これでやっと恵に会いに行けると、望はたいそう上機嫌だった。


　夕食時も、めでたい、まあ飲めと、オヤジ臭くさい勢いで酒を勧すすめ、何度も乾かん杯ぱいを強要したぐらいで……。


（いくらなんでも、あれはハイテンション過ぎだったかな）


　ハイテンションなまま、かなり勢いよく飲んでいたから二日酔よいだろうか？


　だが今まで、あの程度の酒量で望が二日酔いになったことはないと思うのだが……。


（とりあえず、起こさないとね）


　起きて貰もらわなければ原因追つい及きゆうも出来ない。


　そして、行くのか行かないのかはっきりさせなければ。


　望の訪問を待っているだろう佐原宅の面々に、待ちぼうけをさせないように……。


「こういうの、普ふ段だんは望のほうが気にするのに」


　以前にも一度だけ似たようなことがあった。


　あれも確か恵絡がらみだったなと苦笑しながら、竜大はカップとコーヒーサーバーを手に寝しん室しつに戻もどった。








　ベッド脇わきの小さな丸テーブルにカップ類を置いてから、寝室のカーテンを開け、ベランダに面した窓も開ける。


　日本に住むにあたって、望は気楽だからとマンション暮らしをしたがっていたのだが、肝かん心じんのマンションが大規模な都市計画をなされている地域にあり、なにかと賑にぎやかなのがネックになって、妥だ協きようして一いつ軒けん家やの洋館のほうに引っ越こすことになった。


　二階の一番奥にあるこの部屋を寝室にしようと決めたのは望だ。


　理由は、朝日が一番に差し込む部屋だから。


　起きてすぐ朝日を身体からだに浴びるのは健康にいいんだとか言っていたのだが……。


「もう朝日って時間帯じゃないね」


　昼間近、高く昇のぼった太陽の光は竜大の膝ひざあたりに留まっている。


　それでも感じる眩まぶしさに目を細めながらベッドに視線を戻すと、毛布越しに明るさを感じたらしい望が、光を避さけるかのように横向きに寝返りをうって丸くなった。


「おはよう、望。起きてるんだろ？　コーヒー淹れてきたから飲まないか」


　声をかけてもやっぱり返事はない。


　竜大はひとつため息をつくと、コーヒーを注いだカップを手にベッドに腰こし掛かけた。


「もしかして、気分が悪い？」


　竜大が聞くと、毛布のなかで望が首を振ふる。


「じゃあ、いったいどうしたんだい？　昨夜は恵くんにやっと会えるってあんなに喜んでたのに……」


　あまり返事を期待していなかった竜大が、コーヒーを飲みながら話しかける。


「今日の予定を変へん更こうするんなら、俺のほうから隼人に連絡しておくけど、それでいい？」


「…………よくねーよ」


　毛布のなかから、くぐもった声が聞こえた。


「変更なし？　だったら、早く起きて支度しないと……」


「……イヤだ」


「嫌いやだって……。まさか、パジャマで行くつもり？」


「そうじゃなくて……。竜大、おまえ、先に行って様子窺うかがって来いよ」


「どういうこと？」


「だから……その……、恵の……機嫌がどんなもんか、先に偵てい察さつしてきてくれないかって言ってんだよ」


「ああ、なんだ。そういうこと」


　竜大は思わず笑ってしまった。


　新しい仕事の準備が整って会いに行く資格は得たものの、恵の怒いかりが解けたというわけではない。


　電話で可愛かわいい弟に冷ややかな怒りを向けられただけでもショックだったのに、面と向かって怒おこられたらどうしようと、望はびびっているのだ。


「だから、昨夜あんなに大おお騒さわぎしてたんだ」


　自分自身に対する景気づけのつもりではしゃいでいたのだろう。


　だが、せっかくの景気づけもはしゃぐ気持ちも、朝までは持たなかったのだ。


「笑うな！」


　怒った望は、毛布をはね除のけ、勢いよく起き上がった。


「ああ、毛布のなかに潜り込んだりするから髪かみが乱れて……。──怒らせるような真似まねをした望が悪いんだから、諦あきらめて叱しかられれば？」


　竜大はテーブルにカップを置き、望の乱れた髪を手ぐしで直してやる。


「……おまえも同罪だろうが。ちったあ助けろよ」


「嫌だな、違ちがうだろう？　今回の件に関して、俺に責任はないよ」


「ある。元はと言えば、おまえが全部悪い！」


「そうかもしれないけど、ああいう手段を選んだのは望だよね。もうちょっと、波風の立たない方法もあったんじゃないの」


「……うっせーよ」


　牙きばを剝むいて怒っていたのが一転して、望は気弱な顔になる。


「拗すねられるかなとは思ってたけど、まさか恵が怒るなんて思ってもみなかったしさ。……頼たのむから、ちょっとだけ手をかしてくれよ」


　な？　と望が甘えた仕草で胸にしなだれかかってきて、キスを誘さそうかのように軽く顎あごをあげた。


「……どうしようかな」


　誘われるまま唇くちびるを合わせる。


　漏もれる吐と息いきからは微かすかにアルコールの香かおりがした。


（そういえば、昨夜はおあずけだったんだ）


　やたらとハイテンションなまま酔っぱらった望は、酔いつぶれてひとりでさっさと眠ねむってしまったのだ。


　お休みのキスさえしてもらえなかった。


　なんとなく損した気分になった竜大は、昨夜の分もと濃のう厚こうなキスに切り替かえる。


「……っん……ふ……」


　望は素す直なおに応じて、竜大の首に腕うでを絡めてくる。


　竜大は望に引っ張られるまま、ベッドに倒たおれ込んだ。


　深く唇を合わせ、積極的に絡んでくる甘い舌の感かん触しよくを味わう。


　首筋の柔やわらかな部分をきつく吸うと、望の身体がピクンと反応した。


「のぞむ？」


「ん」


　毛布のなかで蒸むされていたせいだろう。


　望はかるく汗あせばんでいた。


「出掛ける前にシャワー浴びたほうがいいよ」


　酒臭いから、と竜大がつけ加えると、耳元を甘くくすぐっていた望の指の動きがピタッと止まる。


「……駄だ目めか」


「うん、駄目。──色仕掛けはきかないよ。約束破りの共犯者になるつもりはないからね」


　このままなだれ込んでもいいのだが、弟の前で小さくなる望というシチュエーションにも興味があった。


　溺でき愛あいしている弟に叱られたら、いったいどういう表情をするか、非常に楽しみだ。


「いい加減、諦めたら？」


　竜大がそう言うと、望は横を向いてチッと舌打ちした。


「……わかったよ。起きればいーんだろ」


　むっとした顔で、竜大を押しのけるようにして起き上がる。


「うん。──恵くんが怒ってるようだったら、俺からも取りなしてあげるから」


「……絶対だぞ」


　望は、そう念を押すと、バスルームに消えた。











　それから数時間後。


　ふたりが佐原宅の門をくぐったときには、約束の時間はとっくに過ぎていた。


　往おう生じよう際ぎわの悪い望が、土産みやげを用意しなければと、あちこち寄り道をしたのがその原因である。


「いらっしゃいませ」


　にこやかに迎むかえてくれた岩井に玄げん関かん先さきでお土産を渡わたしてから、邸てい内ないに入る。


「おひさしぶりですね」


　居間では家主あるじである佐原が、ふたりをやけににこやかな顔で迎えてくれた。


　恵はというと、その傍かたわらで無表情のまま望をじいっと見つめている。


（こわっ）


　幼い頃ころから特に表情豊かだった弟の無表情っぷりに、望はびびる。


「よ、ご無ぶ沙さ汰た」


　それでも、なんとか平静を装よそおって挨あい拶さつしながら居間に入り、勧すすめられた座ざ布ぶ団とんに座った。


　その間、恵の視線は望に向けられたまま、一いつ瞬しゆんも離はなれない。


　人並み外れて大きな瞳ひとみで、じいっと見つめてくるのはかなりの威い圧あつ感だ。


「め、恵。兄ちゃんの顔になんかついてるか？」


　根負けした望の質問に、恵はひたと望に視線をすえたまま首を振った。


「べつに。──兄ちゃん、髪切ったって聞いてたけど、そのほうが似合うね」


　恵は無表情なまま。


「そっか。ありがとな」


　経験したことのない弟のこの態度に、望はいたたまれなくなった。


　恵から視線を外し、なにを見るともなくぐるりと部屋を見渡す。


　視線は、隣となりに座っていた竜大のところで止まった。


（こいつ……）


　竜大の唇の端はしは微かに上がっていたが、望と目があった途と端たん、慌あわてたようにキッと引き結ばれた。


（……面おも白しろがってやがる）


　約束はどうした、助けろよと望が肘ひじで腕をつつくと、竜大は少々バツが悪そうな顔で苦く笑しようしながら口を開いた。


「色々騒さわがせたけど、こちらは落ち着いたから。──騒がせて悪かったね」


「お気になさらず。困ったときはお互たがいさまということで……」


　竜大の言葉に、佐原がおっとりと微笑ほほえんで応じる。


「夏休みの旅行の計画が延期になってしまいましたが、そのお陰かげでといったらなんですが、クリスマスからお正月にかけてを海外で過ごすという楽しみが出来ましたから……。──本当に気にしないでくださいね」


　と、望に視線を向けた佐原は、おっとりと微笑んだまま嫌いや味みな口調で嚙かみしめるようにゆっくりとそう言った。


「……悪かったよ」


　望は憮ぶ然ぜんとして答えた。


（くそっ、気持ちいいぜ）


　けっして、そういう趣しゆ味みがあるわけではないのだが、無言の圧力に比べればチクチク刺ささる嫌味のほうがずっとマシ。


　恵もこうやって怒おこってくれればいいのにと、望は恐おそる恐る恵に視線を向けた。


（おや？）


　見ると、恵の表情はさっきまでとは違ちがっていた。


　無表情だったのが一転して、むっと唇を尖とがらせている。


（お、これだこれ）


　見覚えのある表情だった。


　天あまの磐いわ戸とが開いたかのような感覚だ。


「恵、おまえ少しやせたんじゃねーか。夏バテか？」


「夏バテか、じゃないよ」


　望はもっと恵の感情をこじ開けてやれと、わざと気に障さわるだろうことを言ってみたが、これは少々効果がありすぎたようだ。


「………いったい誰だれのせいだと思ってるのさ」


　尖っていた唇が引き結ばれ、望をジッと見つめていた大きな目がすうっときつくつり上がる。


「やっぱ、俺の……せいだよな？」


「当たり前だよ!!　どれぐらい心配したと思ってるの？　軽々しく失しつ踪そうなんて恥はずかしい真似まねしないでよね」


「あー、悪かった。謝る。お詫わびに、兄ちゃんなんでも恵の好きなもの買ってやるから」


「なんにもいらないよ！　おれのこと、何歳だと思ってんの？　もう、もので釣つられるような歳としじゃないんだからね」


「うっ。そっか、わり」


　一いつ緒しよに暮らしていた頃の恵はまだ中学生だったから、望のなかにはその当時のイメージが色いろ濃こく残っていたのだ。


「反省してる。二度としないから、機き嫌げん直してくれよ。な？」


「恵くん、俺からも謝るから許してやってくれないかな」


　望が謝っていると、竜大も助け船を出した。


　が、恵にはなんの効果もない。


「申し訳ないんですけど、これ、兄弟間の問題だから、久我さんは黙だまっててもらえますか？」


　と、あっさりあしらってしまう。


　そして、正座したままずずっと望の前に移動した。


「兄ちゃん、確認したいことがあるんだけど、いい？」


「な、なんだ？」


「会社を即そく日じつ退社したって、ホント？」


「あ、ああ。そーだけど」


「……あきれた。ホントだったんだ。社会人じゃないおれだって、それが常識はずれな行こう為いだって知ってるのに」


「いや、でもな。色々事情があってだな」


「事情？　久我さんと、なにかもめてただけなんでしょ？」


　図星なだけに、望は絶句する。


「もうひとつ聞くけど」


「な、なんだ？」


「久我さんに、クスリ使ったってホント？」


「クスリ……？　あ、ああ。ありゃたんなる眠みん剤ざいで害はねーから」


「害はない？　人の意識を強制的に奪うばうようなクスリなのに、害はない？」


「あ、いや……あの……」


　嫌な汗あせが望の背中を伝う。


　感情的になった恵に怒られることはある程度覚かく悟ごしていたが、まさかここまで理路整然と叱しかられるとは思ってもみなかった。


「兄ちゃん。父さんと母さんがここにいても、同じことが言える？」


「うっ」


　ひたと見つめてくる、恵のまっすぐな瞳。


「………兄ちゃんが悪かった。反省する」


　望は白旗をあげた。











「無む駄だになってしまいましたね」


　旅行のキャンセル料の請せい求きゆう書を座ざ卓たくの上に置き、佐原はため息をつきつつ眺ながめていた。


　望に突つき付けてやろうと思って用意していたのに、恵の剣けん幕まくに押されて渡しそびれてしまったのだ。


「あら、他ほかの方は？」


　台所から顔を出した岩井が、居間に佐原の姿しかないことを不思議がる。


「望達は、恵くんに叱られて逃にげ帰りましたよ」


「まあ、夕食を準備していたのに……」


「それはすみません。野上くんでも呼びましょうか？」


「そうね。無駄にするのも勿もつ体たいないし……。恵さんは？」


「家に居ますよ。──庭で頭を冷やしてます」


「あら、まあ。それは大変。──あまり冷えすぎないうちに、連れ戻もどしたほうがよくないかしら？」


「確かに、そうかもしれない」


　恵には、少々ひとりで考えすぎる傾けい向こうがある。


　頭を冷やしすぎて、今度は自己嫌けん悪おにでも陥おちいられたら、佐原としては非常に面白くない話だ。


「連れ戻しに行きますか」


　佐原は立ち上がった。





　恵は、池のほとりにある岩の上に座って、片かた膝ひざを抱かかえ、ぼんやりと水面を眺めていた。


「恵くん」


　佐原が声をかけると、弾はじかれたように顔を上げた。


「ビックリした。佐原さん、足音忍しのばせてきたの？」


「そんなことしてませんよ。恵くんが気づかなかっただけです。──頭は冷えましたか？」


「……うん」


　うなずいた恵の顔色は冴さえない。


　少々来るのが遅おそすぎたようだと思いながら、佐原は恵に手を差し伸のべた。


「おれ、ちょっと言い過ぎたよね」


　佐原の手を取って恵は立ち上がった。


「大人になると、誰かに諫いさめられるなんて体験は滅めつ多たにしませんし。たまには叱られるのもいい薬ですよ」


「そう……かな？　でもさ、おれ、あんな風に怒るつもりなかったんだ。ちょっとだけ怒って、あとは笑って許してあげようと思ってたんだけど……」


　なんか止まらなくなっちゃって、と佐原の手を握にぎったままうつむく。


「──ちょっと焼き餅もちを焼いただけなんでしょう？」


　佐原は恵の感情が変化したきっかけに気づいていた。


　竜大に向けて、望が救いを求めるような視線を向けた途と端たん、恵は表情を変えたから……。


　両親を失ってから、恵にとって望は保護者だった。


　自分を守ってくれていた兄が、他の誰かに救いを求めている。


　親密な雰ふん囲い気きで目を見み交かわし、甘えたような仕草を見せる。


　多分、恵はそのことに疎そ外がい感を感じたのだろう。


　大切な兄が取られてしまったような気がして頭に血を昇のぼらせてしまったのだ。


「……バレバレだった？」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。少なくともあのふたりは気づいていません」


「ならいいけど……」


「気づいていたとしても、お互たがいさまですし」


「お互いさま？」


「はい」


　佐原は、握っていた恵の手を持ち上げると、その指先にやわらかく唇くちびるを押しあてた。


「望の目の前でこういうことをしたら、望も血相を変えて怒おこると思いますからね」


「そう……かな？」


「はい。──今度、試してみましょうか？」


　かるく片目を閉じ、「どんな反はん応のうを見せるか、興味ありませんか？」と微笑ほほえみかける。


「ちょっと…あるかも」


　恵の顔に、やっと笑えみが戻って、佐原は胸を撫なで下ろした。








　一方、竜大の腕うでをひっつかむようにして佐原宅から辞去した望は、帰りのタクシーのなかで、弟の剣幕を反はん芻すうして冷や汗を流していた。


「恵のやつ、スゲー怒ってたよな？」


「うん。意外に気が強いんだね」


「あいつ、昔から、拗すねると手がつけられなかったから」


　それでも昔は、一いつ緒しよに遊んだりしてスキンシップに励はげめば機き嫌げんを回復することが出来た。


　が、今ではそうもいかない。


「どーしたら機嫌直ると思う？　やっぱ、プレゼントか？」


「何もいらないって言ってなかった？」


「……そうだな」


　どーしたらいーんだ、と苦く悩のうする望を横目で見つつ、竜大は違ちがうことを考えていた。


（やっぱり、今でも弟は望のネックなんだな）


　弟に嫌きらわれるのは、望にとってはかなりの恐きよう怖ふらしい。


　ここまでうろたえるとは思わなかった。


　だが、恵の存在が望の心の一部を占せん領りようしていると実感しても、以前ほど嫌いやな感じはしない。


　どうしたらいいと思う？　と、望がなんの迷いもなく竜大に助力を求めてくるせいかもしれない。


（あまり、邪じや険けんにしないほうがいいかもしれないな）


　今後またなにかがあったとき、恵を味方につけておきさえすれば、間違いなく望を籠ろう絡らくする手段のひとつになる。


「おまえも、ちったあ真ま面じ目めに考えろよ。──って、竜大。おまえ……なに、ひとりでにやけてんだ？」


　我知らず微笑んでしまっていたらしい。


　望に指し摘てきされた竜大は、慌あわてて頰ほおを引き締しめると、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをひとつ。


「ちょっと、考えたんだけど」


「なんだ？」


「新居に招いてみない？」


「お披ひ露ろ目めパーティーってか？」


「そう。恵くんひとりを呼んだんじゃ、隼人が嫌いやな顔をするだろうから、ふたりセットで……。隼人の腰こし巾ぎん着ちやくも呼べば賑にぎやかになっていいかもね。──気まずいままで会わないでいると距きよ離りが開くだけだろうし、とりあえず話をする機会を作ることを考えたほうがいいと思うんだ。……たとえば、いずれ店が開店したら、人手が足りないとかって理由をつけて恵くんにアルバイトして貰もらうのも、ひとつの手だよね」


　もしもそれが現実になったら、竜大もまた恵と会う機会が増えることになる。


（あの手の単純そうな子は、顔を合わせる機会が増えれば、それに比例して懐なついてくれるはず）


　そうなれば、今後竜大にとっては色々と都合がいい。


「……その手があるか」


　望は目から鱗うろこだったらしく、ぱっと顔を輝かがやかせた。


　ニューヨークにいた頃ころの、週に一度の恵との電話の習慣は途と絶だえたまま。


　車で一時間程度の場所で暮らすことになった今となっては、その習慣をもう一度再開するのにも無理がある。


　となると、竜大が言うように、会って話をする機会をこっちからじゃんじゃん作らないと、恵との心理的な距離は開く一方だ。


「おまえ、いーこというな」


　光明が見えた望が、嬉うれしそうに笑う。


「まあね。なにしろ望の為ためだから」


　と、同時に自分の為でもあるし……。


　竜大も、にっこりと心から微笑んでいた。




その腕うでに縛しばられて





黒くろ崎さきあつし
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